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No.
該当

ページ
当該箇所 ご意見等 市の考え方 見解 後期基本計画説明書　修正（案）

1-1 9 １　前期基本計画の
評価・総括

タウンミーティングにおいて、前期基本計画の達成状況はどうかの質問に、計画は項目ごとに策定しているので７～８割達成
したなどの達成状況は答えられない、とのことでした。
通常、計画案件が期をまたがっているときは、この項目はこういう理由から達成率が低くかったので今年度も入れる、と説明
しています（私のいた職場でも新活動方針の検討のとき、必ず補足してました）。
今回の場合は、特徴説明、内容説明のときに、例えば、６本の政策（枝としての３６本の施策の一部）を説明するときに、前期
の状況を枕に入れてから、本年の政策を話しだすと、比較ができ、メリハリもついて聞くほうもわかりやすいと思います。

前期基本計画の評価・総括については、これまで本市が積極的に進めてきた行政評
価システムを活用するとともに、平成２０年７月に実施した市民意識調査に基づき、平
成２０年１１月に整理しました。この前期基本計画の評価・総括等に基づき、各施策ご
とに現状と課題を整理し、その課題を解決するための基本方針、個別施策の展開、事
務事業の選択を行ってきました。なお、前期基本計画の終了は平成２１年度で終了す
ることから、平成２２年度に達成状況などの評価を整理することを、素案の９ページで
掲載しています。

対応済
み

1-2 本年の政策、施策を優秀な職員（企画政策課）が作成した計画書を、説明のうまい部長さん、課長さんの話を聞くと、“う
んー、なるほど、なるほど”と理解しているようで、後になると当日、基本計画についての質問、意見はありませんでした。
当日、市長さん、部長さんのご回答のときに疑問が残りましたが、１人に時間を割くのはまずいと思い、差し控えました。
あと２～３人の会場にいた自治会長さんに聞きましたところ私の考えに賛成と言われましたので筆をとりました。お忙しいとこ
ろ恐れいりますが、ご高覧いただければ幸いです。
追記　最後の方の意見に、回答された今年の秋以降に前期分の総括をされるとのこと、ぜひお願いします。私のときにこの回
答をされたら、大きな声（失礼しました）を出さずにすんだのに・・・。後悔しています。

貴重なご意見ご提案等、ありがとうございます。なお、ご意見等については計画と直接
関係ありませんので、今後の行政執行の中で検討・対応して参ります。

計画内
容外

1-3 13 第３章　将来都市像
の具体化

「都心から一番近い森のまち流山」～いい標語です。“森”ではなく“みどり”のほうが、市長さんの言われる「グリーンチェーン
戦略」にも合いますし、また広かつで、やわらかく、暖かい感じがします。いかがでしょうか。

「都心から一番近い森のまち流山」は、平成１２年３月に策定した総合計画の将来都
市像を実現するため、後期の平成２２年から平成３１年度における具体的な都市のイ
メージとしています。
市街化区域内の緑については、将来、宅地化することを前提としていますので、計画
的に公園や緑地、街路樹などを配置しながら、失われた緑をグリーンチェーン戦略や
市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開、ガーデニング、緑のカーテンなど、市民の協
力を得ながら緑を回復していきます。
また、市民活動により残された県立市野谷の森公園や総合運動公園など、ＴＸの駅か
らごく近い場所で、一団の森が保存されているほか、市街化調整区域内の斜面林など
に代表されるまとまった緑も保全していきます。
このように開発と保全のバランスを考慮しながら、景観や環境に配慮したまちづくりを
進めていきます。
なお、具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

2-1 16 計画を推進するため
の５つの基本方針

素案の基本方針についてですが、間違ってはいないと思いますが、ごみの少ない街づくりという清潔感あるといった視点を取
り入れることによって、より良い案となっていくと、犬の散歩をしていたり、ごみ集積所を見るときに感じました。
「きれい」と「汚くはない」とを比べると、ほぼ大多数の市民が「きれい」に対して、良いイメージを抱くと考えるからです。
是非、ご検討をお願い致します。

後期基本計画素案の１６ページ「まちづくりの基本方針」で「地球環境にやさしいまちづ
くり」で、ごみのない環境も含めてあらわしています。個別施策としては、５２ページ「２
－１豊かで美しい生活環境の整備」で市民とともに行う環境美化・浄化施策、５７ペー
ジ「２－２　環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり」で省資源施策などを定
め、後期基本計画で推進していきます。

対応済
み

3-1 39 １－５　土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備

道路整備に並行して全国に先駆け自転車専用道路網を設置したら如何でしょうか。
流山は、松が丘、加、江戸川台、おおたかの森等生活地域が分散しており、交通手段は充分とは言えません。人と車は相反
する所があり、車道路はかなり整備されていると思います。
この施策により次のメリットがあります。
①ＣＯ2を削減しエコに貢献
②分散した観光地（近藤勇、利根運河）をネットワークで結び観光の利便性向上
③車のない老齢者も大型量販店で買い物ができる
④森の中を家族でサイクリングでき東京から観光客を集められる
⑤健康的な市のイメージがアップされる。
２１世紀は人に優しい街作りで、森の街流山のイメージアップをはかったら如何でしょうか。

自転車専用道路網の整備の必要性は認識していますが、自動車交通量の増加、用
地確保、財源等を鑑みると整備は難しいと考えます。
都市計画道路の整備では、歩道を広く取るなど、歩行者及び自転車道としての対応と
バリアフリー化も考慮し、進めていきます。
生活道路では、歩行者及び自転車の通行にも配慮した生活道路の整備を図ります。
生活道路、サイクリングロードでは、歩行者の通行を最優先とした整備を進めていきま
す。
１－５　２．の基本方針を次の通り修正します。

修正す
る

１－５．２．を次の通り修正します。
「歩行者及び自転車の通行に配慮した生活道路整備を図ります。」

4-1 42 １－６　安全性と快
適性を兼ね備えた河
川・排水路整備

家庭用雨水貯留タンク設置奨励：地球温暖化対策としても。 市では、雨水貯留施設を設置する住宅に奨励金を交付し、その設置を奨励していま
す。「流山市地球にやさしい住宅設備設置事業実施規則（平成19年規則第35号）：環
境政策課」

対応済
み

4-2 89 ３－５　スポーツ活動
の基盤づくり

陸上競技場整備　：  陸上競技大会を市内で開催出来ないのは寂しい。
５０ｍプール+幼児用プール新設　：　水泳大会を市内で開催出来ないのは寂しい。
清水公園プールのような施設が身近に在れば子育て中の親には誠にありがたく、当市居住の動機の一つにもなるのでは。

県立柏の葉総合競技場に大会の設備が整っているので大会に活用しています。
現在、５０ｍプール等の大規模プールの建設は考えておりません。

修正な
し

5-1 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

7月におおたかの森に引っ越してきました。2歳になる娘がいます。
現在人口が急激に増えているこの地域の利便化をより推進してほしいです。特に子供、妊婦さんの数は著しく増加していま
す。ぜひ住みやすい環境を整えてほしい。

おおたかの森駅周辺は土地区画整理事業により、道路や公園、上下水道などの生活
基盤施設の整備を進めています。また、駅周辺は本市の中心核として商業や業務、
文化機能が充実したまちづくりを目標にしています。
また、流山市は、「流山市子育てにやさしいまちづくり条例」を施行し、市民・事業者・
学校等と行政が一体となり、子育て世代にやさしいまちづくりを展開しています。例え
ば、保育所の待機児童を解消するために、平成２１・平成２２年度の２か年で、定員規
模にして３００人を超える保育所の整備や、千葉県の制度改革を念頭に置きつつ、本
市の財政状況を勘案した上で、市議会とも十分に調整を図り、段階的に子ども医療費
助成制度の対象枠の拡大を検討していきます。

対応済
み

5-2 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

「流山おおたかの森駅」前に東武線の線路をまたぐ踏み切りがないのでとても不便です。自転車の場合遠回りしなければなら
ない。おおたかの森病院付近の道路が車道、歩道ともに狭くてとても危険。柏市と話し合ってなんとかならないものか。

交通の安全確保の観点から、現在施行中の土地区画整理事業においては、踏み切り
の設置は予定しておりません。おおたかの森周辺においては、駅南側及び北側に整
備される都市計画道路のアンダーパスを利用することとなります。
おおたかの森病院付近の道路については、柏市において都市計画道路として位置づ
けられていることから、引き続き、事業化を柏市に要望していきます。

修正な
し

5-3 28 １－１　生態系に配
慮した公園・緑地・水
辺等空間の整備・管
理

幼児向けの遊具のある公園が少ない、というかまったくない。もう少し公園を整備してほしい。就学前の子供が安全に遊べる
遊具の設置をお願いしたい。

現在、自治会などを通じて、周辺住民や利用者の方々の要望をお聞きしながら、遊具
の設置を行っています。今後も同様に行っていきます。

対応済
み

1
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5-4 57 ２－２　環境共生社
会を目指す廃棄物
循環型都市づくり

資源リサイクルの回収日を週に一回程度に増やしてほしい。
おおたかの森駅近辺にリサイクルステーション（ペットボトル、トレー、パックなどの回収ボックス）を設置してほしい。（おおたか
の森SC内のイトーヨーカドーに回収ボックスがないので、市からも掛け合ってほしい）

自治会等で行われている集団回収については、自治会等と回収業者間で直接回収日
等を決めております。回収日数についても同様に直接回収者に相談してください。
また、おおたかの森ＳＣ内のリサイクルステーションについては設置についてお願いし
ていきます。
ご意見等については計画内容と直接関係ありませんので、今後の行政執行の中で検
討・対応していきます。

計画内
容外

5-5 76 ３－１　いつでも、ど
こでも、誰もができる
生涯学習の推進

おおたかの森駅周辺に図書館の建設を実現してほしい。おおたかの森近辺だと最寄の図書館が初石公民館しかなく、自転
車かバスでしか行くことができない。子供が多い場所なので徒歩でいける距離にほしい。

流山おおたかの森駅周辺における図書館施設の建設については、現在、建設の予定
はありません。

修正な
し

5-6 96 ４－１安心して子ど
もが健やかに生まれ
育つ環境づくり
３．（１）

小学六年生、できれば中学三年生までの医療費全額助成を実現させてほしい 子ども医療費助成制度の対象枠の拡大は、本市の厳しい財政状況の中でも、なるべ
く早い時期に実現しなければならない課題です。
千葉県では、子どもの医療費の助成対象枠を、来年度から現行の小学校就学前から
小学校３年生まで、更には、知事の任期中の４年間の間に中学校３年生までの拡大を
実現したいとしています。
本市では、この千葉県の制度改革を念頭に置きつつ、本市の財政状況を勘案した上
で、市議会とも十分に調整を図り、段階的に対象枠の拡大を検討していきます。

対応済
み

5-7 いずれも勝手な要望ばかりですが、具体的にこうなってくれたらという意見をあげました。よろしくお願いします。 貴重なご意見ご提案等、ありがとうございます。なお、ご意見等については計画内容と
直接関係ありませんので、今後の行政執行の中で検討・対応して参ります。

計画内
容外

6-1 126 ５－３　誰もが安心し
て働ける環境・基盤
づくり

江戸川台駅近くの流山市地域職業相談所に来られる人への就職支援活動の機構を作る必要を感じています。
私ができるカリキュラムはパソコンソフト、簿記の資格取得や製造業における原価管理とシステム構築です。
現在、私はＮＰＯ法人流山経営支援グループ（KSG）に籍をおいています。
支援できる人材はおります。
柏では今年7月に「かしわサポステ」がオープンしました。
是非、流山でも同様な機構を構築したいと思っております。
宜しくお願い申しあげます。

江戸川台東1丁目の流山市地域職業相談室　愛称「ジョブサポート流山」では、国と流
山市で連携してハローワークと同様に、職業相談及び職業紹介をしています。
また、求職活動に必要不可欠である企業への応募関係書類の作成方法や、面接会
の演習等の「再就職支援セミナー」を開催しています。
基本技術の修得等については、野田市に所在する職業訓練法人野田地域職業訓練
協会の各種セミナーにおいて専門的な技術等の習得ができるように、各種講座の案
内等を行っています。
なお、就職を優位に運ぶための各種資格取得の講座等については、流山市商工会議
所の検定事業を取入れていく予定であることから、同所において、講座を開設していく
ことを促していきます。

対応済
み

7-1 60 ２－３　自然災害・都
市災害への備えと予
防

市の公共施設である市役所をはじめ、図書館、博物館、文化会館、小中学校、保健施設、各役場などは、災害時に防災拠点
か避難場所になっているものが多いと思います。
３０年以内に発生する確率８０％と言われる東海地震（当市は震度Ⅵ）をはじめ、関東地震、東京湾北部地震などに対し、市
としてもかなりな覚悟で対策を講じておられると思います。
市の建築指導課にお聞きしましたところ、これらの施設の実態は相当に低い耐震性（Is値）のようですね。普段、図書館、博物
館、文化会館などよく利用させていただいている一市民として、生活の安心安全は常に基本計画の核と言ってもよいのでは
ないかと考えています。
先日も某紙で文化会館の企画の素晴らしさ（？）が報じられていましたが、毎日のように傍を通りながら、あの建物の汚れた
姿と正に地震に弱いピロテイー建築を見るたびに、流山市の総合計画の骨子とはいささか乖離しているのではと見えてなり
ません。

公共施設の耐震対策については、本基本計画７６ページ文化会館耐震改修事業とし
て位置づけています。

対応済
み

8-1 30 １－３　個性ある公
共空間・歴史環境の
形成と保全

市の9月5日付け広報を一読し、一市民として一応納得できます。しかし、中には『遅きに失した』ものもあり、どうして行政が
もっと早く情報の開示や現場確認をして、指導してくれなかったかという思いもあります。私は自治会の会合に出席して、住民
も業者もエゴ丸だしで、国や市の盲点を突くような提案が飛び出したのにうんざりしたことがあり、行政や政治にだけ責任をな
すり付けるつもりはありません。一般市民にエゴイズムを無くせと言つても無くせ無いでしょうが、「ほどほど」にしてもらいたい
気持ちになりました。さて、市が考えている後期基本計画を読んで思ったのは、寂れた江戸川台西の駅前商店街を目のあた
りにして、初期設定が杜撰だったのと、外の地区の近代的な大型店に客が流れて街の再構築が進まないところに原因がある
ように思われます。柏の葉やおお鷹の森のように、大きな資金力がある企業がコアになってコロニーを作るのが効果的な街
作りではないかと思います。しかし大型の投資を呼び込む為には、地域住民の購買力が期待できる初石にかけての東武沿
線には敷地が130-140㎡ぐらいの建売住宅が建ち並び、電車の窓から見る限りでは、だいぶ開発が進んだように見えます。
が、江戸川台駅西口から南西にかけての宅地開発は、ほとんど手つかずで、市が望んでいる「緑豊かで炭酸ガスの少ない
街」にぴったりの住環境が整っているかのようにも思われます。しかし、逆説的な受け止め方によっては、西口商店街は寂れ
る一方で、均衡の取れた町の発展は期待できそうにありません。
ところで、私の住宅は、400㎡ぐらいの敷地があるのですが、南東と真南、狭い道路を隔てて西側に100㎡ぐらいの小住宅が
取り囲み、植木が枯れる被害と南前の家から流出する汚水に悩まされています。10年近く前に、建売業者が一区画100㎡の
戸建住宅を建設したのですが駐車場を掘り起こした土を宅地に嵩上げしたので、前の二軒は私の土地よりも25cmも地表が
高く、その上、後側のスペースは建築基準法ミニマムの50㎝にも満たない不法建築です。そのせいで南東の30㎡ぐらいは、
夏でも陽が当たらず、樹木が育たないのが現状です。建築協定を結んでも、既に建った家は壊すことができないので、建て替
えるときにどうなるのか、一度市役所に問い合わせたいと思っています。

良好な住環境の維持・保全など地域の特性を活かしたまちづくりの手法として、都市
計画法による地区計画制度や建築基準法による建築協定制度があります。江戸川台
西地区では、地域の皆様の発意により、地区計画制度を活用したまちづくりが進めら
れています。
なお、お尋ねの具体的な内容については、建築住宅課まで御連絡下さい。

対応済
み

8-2 33 １－３　個性ある公
共空間・歴史環境の
形成と保全

大分前のことですが、当時流行った市民連合が市長選挙にあたって、「緑と太陽の街・流山市を・・・」のスローガンを掲げまし
た。その選挙運動に関わった人たちの６，７人が市会議員に当選したので、緑に包まれたより住みよい街ができるものと私は
期待しました。しかし、その議員たちは当選してから住よい街作りを忘れたかの余蘊、具体的な行動に移さなくなりました。中
央の政府も同様ですが、曖昧模糊とした太陽と緑の街作りでは票にならないからかも知れません。私は、議員の人気取りが
必要不可欠なので、仕方がないとも思いましたが、行政迄もが今頃になって暫く『緑に囲まれた街作り』を唱えたことに「ツー・
レート」の感を抱いております。時が移り変わり、あの頃市会議員だった人たちは議会を去り、ただの人になりました。偶然に
電車の中で会った元議員に尋ねたら、「そんなこと言いましたね」と、けろっとして答えました。
私が住んでいる江戸川台は、千葉県の住宅協会が分譲した街で、230-400㎡と、広びろとした緑に囲まれた敷地に一階建て
の家が建ち並んでいました。東武線が単線で、千代田線ができる前だったのと、松戸と流山を結ぶ道路も江戸川の堤防しか
なかったので、陸の孤島のようでした。サラリーマンの多くは、新鮮さにかける江戸川台の店で食材を買うのをさし控えて、勤
め帰りに上野や都心で買ってた食糧を持ち帰ったものです。競争がなく、いくらか高値でも売り捌けるので、多くの商店は寡
占に胡座をかいた商売を続けてきました。
日本は太平洋戦争の頃から、できるだけ競争を避け、協調を尊ぶ気風が強く、経産省などは分野調整法を成立させて、『よそ
者』が既得権社を脅かすのを悪と決め付けたこともあります。「まあまあ、いがみ合わずに仲良く」というのが基本的な考え
で、われわれには競争社会の経験はごく浅いのです。仲良きことは良いことに違いはありませんが、それが惰性で努力をしな
くなれば、進歩はないと思います。

まちづくりにおいては、良好な住宅環境を形成、保全するなど、地域の特性を活かすこ
とが重要であり、全国一律の規定だけでなく住民が主体となって地域のルールを定め
ることも大切です。江戸川台地区でも地域住民によるまちづくり活動が行なわれてお
り、十分な話し合いにより進められるよう、市では「まちづくり相談員」を派遣するなど
し、助言をしています。

既存商店街の活性化については、地域に密着した商業地として、特性を活かした商業
活動を展開することにより活性化を図る必要があり、中小小売店舗と大規模店舗がそ
れぞれの個性を活かし、共存共栄をはかることが重要であると考えています。今後と
も商業活性化アドバイザーの活用等、既存商店街の活性化に向けた支援をしていき
ます。

対応済
み
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8-3 120 ５－１商業の拠点づ
くりと地域密着型
サービスの強化

江戸川台西の商店街は、毎週水曜を一斉に休業してきましたが、最近はバラバラに休みを取るようになりました。しかし、
ユーザーのインタレストに気付いたのが遅いので、いまだに客を呼び戻せないでいます。柏から江戸川台にかけて東武鉄道
の駅前商店街を比べてみると、駅の出口がない豊四季西や初石東を除いて、江戸川台西口の商店街がとても貧弱に見えま
す。商店の住民に対するアピールが足りないのに加えて、規制が厳しい為に人口があまり増えていないせいだと思います。
政府は、規制がブレーキとなって、物や人々の流動性を阻害していると受け止めて、規制の緩和を進めて参りました。まだ規
制の緩和は不十分ですが、効果は徐々に上がっています。
　選択肢が普遍化している今日、流山市だけが理想を掲げて街づくりを進めれば、企業が人々が規制の少ないところに移動
することによって、空洞化を招きかねません。国政のレベル（法律）で改善するのが望ましいと、私は思うのですが、市長はい
かがですか。
　最近、江戸川台の旧市街地に空き地が目立っています。地価が下がっても200-400㎡の敷地に家を建てると五千万円を越
す相場になるので不動産業者は乗って来ず、売るに売れないのが理由のようです。土地の利用規制は両刃の剣で、副作用
も伴うでしょう。この際急がずに識者や業者の意見も集約し、住民の声も聞いて制度化を進めるべきではないでしょうか。

同上 計画内
容外

9-1 67 ２－４　日常生活で
の安全性と快適性
の確保

新しく、（現在市で実施している）子どもたちへの交通安全教育を入れる。
・主な取り組み
　子どもたちの交通安全教育の実施
・主な事務事業
　小学生・幼稚園等での交通安全教室事業
・実施時期・主体
　継続　市民生活部安心安全課
・目標指標
　市内の子ども交通事故発生件数（小学生、中学生）

本計画において「安心安全のまちづくり」は５つの「まちづくりの基本方針」として構築さ
れています。
引続き本計画に位置付けし、事業を継続していきます。

対応済
み

9-2 67 ２－４　日常生活で
の安全性と快適性
の確保

現在のパトロール隊を増やす。（隊員も）
各自治会での取組を多くする。
・目標指標
　防犯パトロールの充実（隊数、隊員数）

本計画において「安心安全のまちづくり」は５つの「まちづくりの基本方針」として構築さ
れています。
引続き本計画に位置付けし、事業を継続していきます。

対応済
み

10-1 79 ３－２　個性を生か
す教育環境の基盤
充実

９月５日付広報：ながれやま：を拝読、TX関連投資に焦点を絞って市の発展に寄与したことは、十分理解できるところですが、
陰に隠れた政策にも今後配慮すべきだと考えます。多々ありますが、以下２点を提言致します。
流山市内に特別支援学校の設立（長期計画）
市内に住んでいる障害のある児童は、柏、野田、松戸、我孫子などいずれかの特別支援学校を選んで、就学しなければなり
ません。人口18万都市で、特別支援学校がない！　信じられません。父母、保護者がどんなに悩んでいることか、理解願いま
す。これからの若い世代が安心して子育てで切るよう切望します。流山高等学園だけでは対処できません。

ご承知のように、市内には特別支援学校として県立流山高等学園があります。また、
平成２１年度、柏特別支援学校の分教室が流山高等学校に開設されたところです。近
隣の特別支援学校は、通学バスも整備されています。

修正な
し

10-2 100 ４－２　高齢者や障
害者がいきいき暮ら
せる社会づくり

身寄りのない高齢者や障害者の住まいづくり（短期計画）
高齢者については、介護保険法の下、特別養護老人ホーム等計画が進んできております。（十分ではないとしても）他方、障
害者については、親なき後の施策は、兄弟姉妹が世話をするか、さもなくば、他県、或は、県内他市の入所施設で暮らすこと
になる現状です。流山市福祉特区を策定/申請し介護保険法/障害者自立支援法の一体化した弾力的運用を進めていただ
きたい。ケアー・ホームなど、自助・共助の役割は言うまでもありませんが、みどり園の現状から判断しても、市内に何等かの
頼れる住まいが必要です。

障害者が地域で自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、施設入所者
等の地域生活への移行を進める施策が、平成２０年度に策定された障害者計画に盛
り込まれています。その施策を進めるために、グループホームやケアホームの整備を
促進し地域生活に移行する障害者の増加に対応していきます。
なお、グループホームやケアホーム等の施設サービス整備の検討については、「４－
２　高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり」２（３）に、次の通り追加します。

修正す
る

「４－２　高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり」２（３）に「障害者が地
域で自立した生活を送るために必要な施設サービスの整備を検討します。障
害者福祉施設サービス整備検討事業　継続　健康福祉部障害者支援課」を追
加します。

11-1 60 ２－３　自然災害・都
市災害への備えと予
防
２．防火対策の強化

居住地の市指定避難場所は長崎小学校ほか4個所となっていますが、これらはいずれも自宅から１km以上離れています。し
かし居住地至近距離に柏市指定の柏第二小学校(耐震性井戸付貯水装置あり)があり、このような場合、高齢者や障害者と
その家族だけでも隣接市の指定避難場所を利用できるような体制(協定)をとって貰えないものかと思っています。
(「災害時における東葛飾地域市町村間の相互応援に関する協定」に設定済みであれば、その旨「地域別避難場所一覧」に
明記してほしいと思います。)

「災害時における東葛飾地域市町村間の相互応援に関する協定」を締結しており、災
害時における近隣市避難場所利用は可能です。
地域防災計画、各種協定一覧には記載していることから、自治会等において、作成す
る個別防災計画への記載をお願いします。

対応済
み

11-2 60 ２－３　自然災害・都
市災害への備えと予
防
１０．消防団の充実
２－４　日常生活で
の安全性と快適性
の確保

戸建て住宅の空家が散見される問題ですが、流山市火災予防条例(第24条(空地及び空家の管理))では、所有者または管理
者への火災予防措置や侵入予防措置義務を規定していますが、罰則規定は無いためか管理状況に不安を感じています。事
件等が発生しないように規定強化を図ってほしいと思っています。
(本件に関しては「流山議会だより」H21.2.15に掲載されていますが、その後の対策を踏まえてお願いします。)

都市災害への備えと予防消防の観点から空家については、放火対策として侵入の防
止、周囲の燃焼のおそれのある物件の除去その他火災予防上必要な措置を講じるよ
うに、流山市火災予防条例第24条で規定しています。
対策として消防署では管内の空家調査を実施し、所有者等に火災予防上必要な措置
を講じるように指導しています。
空家対策の窓口は安心安全課となっていることから、今後も情報を共有し対応してい
きます。

対応済
み

12-1 72 ２－６　市民の主体
的連帯活動に支えら
れたコミュニティの推
進

９月５日発行の「広報ながれやま」を拝読し、９月５日初石公民館にて関連のタウンミーティングに出席しご説明をお聞きした
上で下記のご意見・ご提案をさせていただきます。
最初に、全体の後期基本計画に対しての私の感想は、かなり抽象的な表現が多い問題はあるが関係者の真摯な取り組みが
感じられ敬意を表します。
はじめに行うことは、自治会活動の活性化の促進支援です。そのためには、
①自治会長の任期を３～４年以上とする。（現状の７０％の自治会の会長任期１年では、何もできません。）
②就任する会長の年齢は、概ね７０歳以下とする。
③自治会として年に取り組む最低の行事（納涼祭、防災訓練、防犯活動など）を啓発する。
などのルールを作ることです。それが実行できたら学校区単位での協議会づくりは、いろいろな面で意味があると思います。
現状では、何をつくっても温度差がありすぎ無駄である。

ご提案の自治会活性化のルール作りについては、自治会は任意の団体であることか
ら市は活動の側面支援が基本と考えます。この方針に沿って、今後とも自治会活動の
拠点となる自治会館の建設補助、維持管理補助などの支援を継続するとともに、コ
ミュニティ関係の情報提供を推進し、自治会活動の活性化を促進していきます。

修正な
し

12-2 89 ３－５　スポーツ活動
の基盤づくり

必ず実行してください。現状の上耕地グランドのような体を鍛えるグランドが「怪我人製造グランド」では困ります。完成を楽し
みにしています。

「３－５スポーツ活動の基盤づくり」の中のスポーツフィールド整備事業で推進します。 対応済
み

12-3 100 ４－２　高齢者や障
害者がいきいき暮ら
せる社会づくり

高齢者や障害者が日々安心して暮らせるように市内「災害時要援護者支援体制」の推進を是非、加えるよう提案します。 地区社会福祉協議会の自主事業として、独居高齢者声の訪問事業を展開し、地域に
住む独居高齢者の見守りを行っています。
また、「要援護者やひとり暮らし高齢者の防災・防犯対策の充実」については、施策別
計画「４－６　バリアフリーのまちづくり」に記載してあります。

対応済
み
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12-4 105 ４－３　誰もが安心し
て暮らすことのでき
る生活支援づくり
４－５　地域で支える
福祉のまちづくり

地域の自主防犯パトロール隊の設立、独居世帯者へのさりげない見守り活動などの推進を提案します。
バリアフリーだけが安心生活ではありません。

防犯パトロール隊の設置については、「２－４　安心安全支援事業」に位置付けられ
「自主防犯パトロール隊の設立を支援する」となっています。
現在47団体６１自治会が加入しています。
また、独居世帯の見守りについては、「４－２　高齢者や障害者がいきいき暮らせる社
会づくり」に位置付けています。
このため、「４－３」への位置付け、変更はしません。
福祉施策については、「４－６　バリアフリーのまちづくり」を含め、７つの施策分野を位
置付け、高齢者や障害者等が地域で安心して暮らせる、住みよい環境づくりを推進し
ます。

対応済
み

13-1 76 ３－１　いつでも、ど
こでも、誰もができる
生涯学習の推進
基本方針

流山市中央図書館の更新について
「老朽化した生涯学習施設の・・・文化会館の整備」の次へ「中央図書館の更新」を入れる。

現在、建設の予定はありません。人口の分布や増加状況、市民の皆様のニーズや財
政状況等を勘案しながら、既存の施設の拡充整備に努めていきます。

修正な
し

13-2 77 ３－１　いつでも、ど
こでも、誰もができる
生涯学習の推進
１．

（１）（２）の次へ「中央図書館の更新」を追加
理由
①流山市中央図書館は際立って古い
図書館は後期基本計画の「いつでも　どこでも　誰もができる生涯学習」の拠点です。市政に理解ある積極的な市民を育てる
だけでなく、学力の基礎作りにも役立ちます。
アメリカの読書調査（注１）によりますと、読書をする人は、受け身的にテレビを見ている層と違い、ボランティア活動や諸行事
やスポーツ活動にさえ参加している積極的な市民であることがわかりました。
図書館の重要性は日本でも認識され、現在全国的に新図書館の建設が広がっています。千葉県でも、野田市せきやど図書
館が築5年、我孫子築7年、千葉市中央8年、船橋中央9年、野田興風11年と新しい図書館が続出しています。残念なことに、
流山中央図書館は築31年と際立って古いです。
　（注１：“Reading At Risk : A Survey of Literary Reading in America”04年、1万7千人、20年前から10年毎、今回は3回目）
②図書館は地域に教育的環境をつくる
OECDの国際学力調査（注2）で、3回連続して総合1位のフィンランドは、図書館が10万人当たり22館（文部科学省05年）もあ
り、地域全体で子どもの学力を支える学ぶ環境を整えています。ところが、日本はたった2.4館で教育的環境はお粗末です。し
かも、第3回調査では日本の高校生は、科学的応用力1位（マスコミは2位と報じていますが、1位のフィンランドと548点で並
ぶ）、問題解決力4位（ただし1位と3点差）、数学的応用力6位（前回1位）と良い成績です。しかし、「読解力」は14位（前回も8
位と低かったが522点から498点へ）と転落しています。
日本でも、この読書離れの傾向を憂い、2001年には「子どもの読書活動推進法」、ついで05年に「文字活字文化推進法」を制
定し、08年6月衆参両院で2010年を国民読書年にする決議をしています。このため、来年は全国的に本離れの現状打破が話
題になると予想されます。
　（注２：第3回は04年、40カ国、15歳生徒、25万人）

人は自立する存在であり、そのために必要な判断材料となる最良の資料・情報を求め
る権利を有します。そして、図書館にはそれを社会的に保障しようとする重要な役割が
あります。
しかしながら、本市図書館の登録率が３７．３パーセントであるなど、市民の多くが中央
図書館の建設を望んでいるわけではありません。
　また、新たな中央図書館を建設する以前に、地域間の公平の観点から優先されるべ
きものとして、東部地域図書館の建設や南流山分館の充実等があります。
　これらの地域図書館を十分使いこなした上での新中央図書館建設要望の高まりの
中での建設にこそ、意義があるものと考えます。

修正な
し

77 ３－１　いつでも、ど
こでも、誰もができる
生涯学習の推進
１．

③今の中央図書館は小さく、おまけに利用しにくい
人口が近い図書館と比べてみますと、流山中央は古く手狭で、しかも、あの坂を上るのは年寄りや幼児づれの母親や体の悪
い人には大変です。今でさえ、他の市の図書館と比べて見劣りがしており、このままですと10年後には市政のあり方さえ問わ
れかねません。
浦和中央―本館の延床面積3,025㎡（築26年）＋開架書庫2,271㎡（築21年）＋休憩・飲食質111㎡（築3年）＝5,407㎡、野田興
風3,000㎡（11）、野田せきやど2,017㎡（5）、流山中央1,615㎡（31）、森の図書館1,887㎡（13）と中央館が他より小さいというの
は全国でも珍しいでしょう。
④流山市民は図書館を今でも利用しているが不満もある
流山市の優れた労作「市民意識調査報告書」（08年、1,600人、79ページ）によりますと、市民の50％が図書館を利用していま
す（市役所85％、近隣公園54％の次）、しかも上位7施設中、11年前調査と比べて利用が増えたのは図書館だけです。別の
設問「市民の定住意向」は84％と高いのですが、その理由の中で「各施設が充実している」は極端に少なく9項目中最低で
1％にすぎません（住み慣れ38％、交通の便と居住環境各34％、自然環境32％）。この調査でわかった民意をぜひ尊重してく
ださい。
⑤新しい図書館は市民の誇り、よく利用される
新しい大きな図書館は明るく、設備がよく、蔵書が豊富で青少年に健全な居場所を与えています。市川中央は、ゆったりした
座り心地のよい席が334席もありました。流山市民は年25万人も図書館を利用していますが、市内では、中央館の利用は5.8
万人で新しい森の図書館は8.7万人も利用しています。人口13万人の我孫子市は新設して7年目に40万人も訪れました。新し
い図書館は、市民に教養と居場所を提供しています。
⑥博物館に活用できます
中央図書館を新設すれば、収蔵・展示・諸活動の場確保で現在困っている博物館に使え、一石二鳥です。

14-1 13 第３章　将来都市像
の具体化

流山市もTXの開通によって新しい都市化の波が打ち寄せて、街の姿を変えようとしています。反面急速に緑が失われて宅地
化が進んでいます。
都心から一番近い森の街流山の緑はどうなるのでしょうか。後期基本計画の策定を機に流山１００年の夢の実現に向けて提
案します。
・こんな公園が流山にも
２５年前に出張でニューヨークへ行き、市の中心にある公園に家族でピクニックを楽しむ姿を見て大変うらやましく思いまし
た。え！流山にもセントラルパークができる？期待は全く外れて、古びた運動場があるだけ。県内にもアンデルセン公園のよ
うな立派なテーマパークもなります。流山にも駅名に恥じ無いテーマパークを残したいものです。
・運河を県民の公園に
運河は県の宝で有り、国の遺産でもあります。これまで色々に整備されて来ましたが、全てが市単位で行う部分的なもので
す。８．５ｋｍを一つの公園として土手には、早咲きの河津桜から遅咲きの八重桜まで長い間桜の楽しめる桜の名所とし、川
には子供達が舟遊びができる施設を設け、周辺の湧水他にはホタルが乱舞する。色々と考えられます。
・新市街地とテーマ（セントラル）パークを結ぶ流山に名所
どの街にも代表的な街の街路樹は整備されています。これと云って名所の無い流山に新名所を創る、２．５ｋｍの街路樹を桜
の名所にしたい。
この他市民の憩の場として緑を残したい（４～７）を参考までに同封します。
以上流山市緑の基本計画の市民検討会議で市民からの出た意見を再度提案します。

テーマパークの計画については、現在のところ考えておりません。
また、利根運河は、本市を代表する観光資源であり、現在、国、県、沿線各市や民間
団体等構成される「利根運河協議会」の中で、利根運河周辺の自然や歴史と調和した
美しい地域空間とする実現方策について検討しています。
さらに新市街地とセントラルパークを結ぶ都市計画道路３・３・２８号線については、ＴＸ
沿線整備事業の中で、街路樹の整備を予定しています。

修正な
し

14-2 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

セントラルパーク駅に相応しい流山市を代表する公園の創設25ha程度。中心部に大きな噴水、周辺に花壇、春はチューリッ
プに花桜、初夏にあやめとヒマワリ、秋にはコスモス、周囲の山に春はつつじ、初夏にあじさい、秋に紅葉の散歩道、子どもた
ちには小動物園。人の集まる楽しい公園を。

流山セントラルパーク駅前の面積約18haの市総合運動公園は、区画整理事業により
形状が整形に変更されることから、施設の再整備が予定されています。再整備にあ
たっては、より一層皆様に愛される公園となるよう努めます。

対応済
み

4
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14-3 135 ５－５　特色ある観
光の育成と創設

流山の核になる新市街地おおたかの森から市を代表するセントラルパークまで2.5kmの街路樹を桜のトンネルに。名所のない
流山に毎年市民が楽しめる場所を作ることは大変に重要なことです。合わせて緑の大切さと環境の保全を市民とともに学び
ましょう。

街路樹に桜の木を使用することについては、道路関係の部署の方針が優先されるも
のと考えているため、今後、関係部署と協議していきます。

対応済
み

14-4 135 ５－５　特色ある観
光の育成と創設
２．広域観光ルート
の整備

利根運河の重要性を認識し3市が一体となって全長8.5ｋｍの観光地を創成、川下に早咲きの河津桜、中間に染井吉野、川上
に八重桜と期間の長い桜並木に、また川辺に遊覧船やボートの船遊び、近隣の湧水地には釣り堀やホタルの池、工夫次第
で楽しい観光地に

利根運河は、本市を代表する観光資源です。現在、国土交通省や流山市、柏市、野
田市、有識者、民間団体の代表により構成される「利根運河協議会」の中で、利根運
河周辺の自然や歴史と調和した実現方策について検討しているところで、流山市も同
協議会の利根運河エコパーク連絡会では、フットパスの利用促進についてＷＧを開催
し検討しているとろです。今後も利根運河の観光振興については、同協議会や市観光
協会と連携しながら、検討していきます。

対応済
み

15-1 74 ２－６　市民の主体
的連帯活動に支えら
れたコミュニティの推
進

目標指標

基本方針・個別施策で「地域まちづくり協議会」が記述されているが、後期基本計画の中で「地域まちづくり協議会」はコミュニ
ティの推進を図っていく上で重要な位置づけになると思われる。
そこで、施策を説明する目標指標の欄にある「概ね小学校区単位で形成されている自治会連合会数」を「地域まちづくり協議
会の数」に改めるべきではないか。
指標名：まちづくり協議会の数
基準値：０
目標値：１５
考え方：地域コミュニティ活動の活性化のため地域まちづくり協議会の形成を目指します。
また、目標指標中の「地域活動」を「地域コミュニティ活動」に統一されたい。

地域まちづくり協議会は、コミュニティ審議会からの答申を受けて新たに後期基本計
画に位置付けされた施策であり、今後の本市のコミュニティの中核をなすものと考えま
す。このようなことから、施策を説明する資料としての目標指標についてはご意見のよ
うに修正してまいります。また、地域コミュニティ活動をより明確にするため、ご意見に
沿い「地域活動」を「地域コミュニティ活動」に修正します。

修正す
る

２－６目標指標を次の通り修正します。
指標名：まちづくり協議会の数
基準値：０団体
目標値：１５団体
考え方：地域コミュニティ活動の活性化のため地域まちづくり協議会の形成を
目指します。

16-1 48 １－８　利便性と快
適性を重視した公共
交通機関の整備充
実
３．

私が住んでいる前ヶ崎は、北小金駅に近いので駅前のサティなどに買い物に行っている人が多いと思います。
流山おおたかの森ＳＣができてからは、休みの日には私が車で８０歳の母親を買い物に連れて行きます。
おおたかの森ＳＣの中には市役所出張所もあり、銀行のATMもあり、一度に用事が済みますし、中は室温も快適で年寄りが
歩くのにもとても安全です。
しかし、母親が一人で行くとなると、高齢者の為に発行されているパスを使って流山おおたかの森病院のバスを利用できるの
ですが、東部出張所まで行かなければなりません。
この当りは坂道も多く、同じ前ヶ崎とはいえ、そこまでが行けません。
前ヶ崎には、移動図書館のわかば号が停まる所があります。ここまでバスがきてくれれば、毎日でも流山おおたかの森SCに
買い物が行けます。
松戸である北小金駅前でなく流山市でお買い物をして、流山市にお金を落とせるのです。
バスのルートを是非、ご検討いただければと思います。

１－８利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実のぐりーんバス運行事業
に基づき、向小金・前ヶ崎地域について地元自治会長、老人クラブ代表者を交えて
ルートや運行形態を検討している段階で、平成２２年度内に運行する予定です。

対応済
み

16-2 67 2－4日常生活での
安全性と快適性の
確保

「2－4日常生活での安全性と快適性の確保　の１番目」について
流山おおたかの森SCの前の十字路。３車線なのに時差式信号ではありません。
右折の際はいつも赤信号になってからでないと右折できません。　これから交通量が増えることを考えると早期に時差式信号
にしていただきたいと要望します。
事故が起きてからでは遅いです。

６７ページの基本方針に交通事故を防止し、道路利用者の安全確保を図っていくと明
記してあるように、交通事故防止を図るため、引き続き設置者である地元警察署へ要
望します。

修正す
る

ｐ６７の基本方針の最初の一文を次のように修正します。

２－４基本方針
「交通安全施設の適切な維持補修と整備に努め、交通
事故を防止し、道路利用者の安全で快適な通行の確保
を図ります。」

16-3 76 3－1いつでも、どこ
でも、誰もができる
生涯学習の推進

「3－1いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進　の１番目」について
東部地域に新たな図書館建設の予定は大変嬉しいです。
森の図書館はドラマ撮影の場所に使われるほど綺麗な図書館ですが、前ヶ崎地域に住むものにとっては、いまの東部図書
館は淋しい限りでした。
まわりには小学校や中学校が隣接している所なのに、と思っていました。早い実現に期待します。

東部地域図書館については、平成２２年度から始まる流山市総合計画・後期基本計
画の上期３か年内の開館を目指します。建設に当たっては、市民の意見・要望をでき
る限り反映させていきます。

対応済
み

16-4 120 ５－１　商業の拠点
づくりと地域密着型
サービスの強化

「５－１　商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化　３番目」について
ホームセンター、電気店の誘致を期待します。

引き続き商業関連施設についても誘致に努めます。 対応済
み

17-1 UR中心の開発計画により、おおたかの森は完全におかしな方向に向かっている。三郷市は人口減少に直面し、市が中心と
なって開発に着手。ららぽーと、IKEA、コストコと魅力的な商業施設を誘致。さらも隣の住宅開発においても、石畳の街道含め
て市道として市が引き取るなど、人口誘致に躍起になっている。
今後日本の人口が減るのは既成の事実になる中、首都圏郊外での人口獲得競争は益々激化すると思われる。隣の柏の葉
は三井不動産・柏市・大学が一体となったきれいな開発計画がある。
一方流山市の人口予想は相変わらず暢気。官僚的な発想にしか見えない。
なぜ流山おおたかの森の駅の周りにショッピングセンター以外の商業施設がないのか？なぜ商業施設計画地にプロパスト、
藤和不動産、住友不動産などのマンションが建つのか？道路もどう整備したいのか？商業施設の誘致失敗を受け、マンショ
ン開発も頓挫（住友不動産が典型）。UR中心によく分からない計画が進められるからこのような事態になっていると考える。
市がどうしたいか、イニシアチブをとらないと開発計画はうまくいかない、URにとって見れば土地が売れればそれでOK。将来
像なんて考えているはずがない（最近のURの分譲価格も大幅に下落。商業地は特に売る気もなく、看板のみ設置）。なぜもっ
と魅力的な街作りに市が積極的に関与しないのか？都市間の競争が激化しているのに。市に主体性はないのか？そもそも
SCは将来的に増床しないと魅力が薄れる。これはデベロッパーなら常識。ただおおたかの森SCには増床する用地すらない。
元々そんな発想がないから、こういうことになる。
以上を踏まえ

地元地権者や区画整理施行者の意向もありますが、都市計画決定や地区計画、区画
整理の事業計画（土地利用計画）等のまちづくりの骨格を決める中では、市も主体的
に関わりを持ち参画しています。

対応済
み

17-2 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

１．市が主体となっておおたかの森の開発を進める。 おおたかの森駅周辺については、市の総合計画などとの整合を図り、UR都市機構に
より土地区画整理事業が行なわれています。

修正な
し

17-3 123 ５－２　工業の強化
と新たな産業の創造

２．住宅よりも商業・企業誘致を優先させる（人は簡単にいなくなるが、一度誘致した企業・商業は根付く）。市は優遇措置を打
ち出すべき。

市では自主財源及び市民の雇用確保を図るため、企業立地の促進に関する条例を定
め(H18.4)、企業立地促進奨励金、雇用奨励金等の優遇措置を講ずるなどして企業誘
致を推進しています。

対応済
み

5
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17-4 48 １－８　利便性と快
適性を重視した公共
交通機関の整備充
実

３．街全体の魅力を上げるには、つくばEXの東京延伸は不可欠（株主ならもっと激しく主張すべき） 「１－８利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実」のＴＸ東京延伸促進事
業に基づき、沿線の自治体と合同で鉄道会社や国等へ要望しており、今後も実現に
努めていきます。

対応済
み

17-5 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

４．電柱の地中化など街としての魅力を高める施策を早急に実施。他の市にはない独自色（森と言いつつも開発でほとんどな
くなっている。これもUR主導）

市では、「都心から一番近い森のまち」を目指し、開発により失われた緑を再生するた
め、流山グリーンチェーン戦略を推進し、他にはない魅力的なまちづくりに取り組んで
いるところです。電線類の地中化についても、今後、検討していきます。

修正な
し

17-6 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

５．大手デベロッパーなどとアライアンス（半分官僚のURと組んでもいい街はできない。三井不動産の方がはるかに能力が高
い。おおたかの森SCのような初歩的なミスはしない）

民間活力の導入については、様々な手法を検討しつつ、事業に反映できるよう、取り
組んでいきます。

修正な
し

17-7 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

福祉とか色々計画には書かれているが、税収が伸びない限り何も出来ない。税収伸ばすためには、企業・商業・人を誘致す
るしかないのは明白。こんな当たらない人口計画を前提にするのではなく、減るという思いで、市が積極的・主体的に開発計
画を進める事を期待します。おおたかに市役所移転とか思いきりやるべき。

流山市では人口減少社会に対応できる自治体となるため、将来的に納税者として本
市の財政を支えていただける子育て世代の方々に流山市民となっていただくために子
育て支援に力を入れた施策の展開による住民誘致を進めていきます。

修正な
し

18-1 100 ４－２　高齢者や障
害者がいきいき暮ら
せる社会づくり

基本方針は４項目から成り立っており、前半の３項目は、正にタイトルにあるように、高齢者や障害者がいきいき暮らせる応
援をしますとあり、結構なのですが、この対象となる人たちより、レベルが下のいわゆる弱者についての方針が最後の１項目
だけというのは、少し考えの狭い、目くばりの十分でない方針のような印象を受けます。
市長は、８月２９日のタウンミーティングで、時代の読みとして、長寿社会、人口減少社会としてとらえると発言されました。高
齢者/障害者がいきいきと暮らせる社会づくりに加わってほしいけれど、それが困難な人たちへの方針、施策、すなわち、介
護等医療/福祉の方にも目配りをしてほしいと思います。

介護保険サービスにつきましては、介護保険法に基づき3年ごとに見直しを行う「介護
保険事業計画」の中で様々な具体的事業を計画しており、高齢者がいきいきと暮らせ
る社会づくりに向けて「後期基本計画」と連動して、積極的な取り組みを行っていきま
す。
また、要介護状態とは認められないものの、自立支援が必要である高齢者に対して
は、費用の一部を負担していただき、生活管理支援（ホームヘルパー）、通所サービス
（デイサービス）、訪問理美容、外出支援サービスなどを実施しています。
重度障害者においては、日中は障害者支援施設や自宅で介護給付サービスを受け、
夜間はケアホーム等で介護給付サービスを受け地域の中で生き生きと生活できるよう
支援していきます。

対応済
み

18-2 143 ６－２　健全で効率
的な行財政運営

タウンミーティングに校正中の原案を配布して、分野別計画事例として、１－５の原案（資料3）も添えられていました。
パブリックコメントを募集して参考になるものを取り入れて修正しようとする意欲は高く、評価できるものであります。
小生が現役中の頃は日本国中の企業ではＱＣから生まれ育った日本固有のＴＱＣが全盛でした。
その時学んだのは、資料3の最後にあるように、目標を数値化して実施に向けて努力することです。その方が途中で進行具
合のチェックが出来、課金終了後、達成度の反省をする資料となるからです。
後期基本計画の中に、全項目に目標指数を入れてくださることを要望します。

設定する指標については、全て目標値を入れることを前提で策定しています。
タウンミーティング時に目標値が未記入となっている箇所は、現状値調査中のもので
あり、１０月中旬には現状値の把握が可能となったため、全ての目標値について記載
しました。

修正す
る

全施策の目標指標の現状値と目標値を記載しました。

19-1 28 １－１　生態系に配
慮した公園・緑地・水
辺等空間の整備・管
理

公園緑地について、実施時期→終期をはっきりしてほしい。継続では、いつ完成するか不安。 区画整理地区内の公園緑地の整備は、区画整理事業の進捗に合わせて行っていま
す。なお、公園緑地の維持管理は、継続して行なうものであることから継続としていま
す。

対応済
み

19-2 30 １－２　地域特性に
合った良好な市街地
整備

西平井・鰭ヶ崎地区について、ずいぶん前から整備を実施していますが、完成はいつごろか、明記してください。 「１－２　地域特性に合った良好な市街地整備」の西平井・鰭ヶ崎地区土地区画整理
事業の事業を推進します。当地区の区画整理事業施行期間は、平成11年3月1日から
平成29年3月31日までの計画となっております。

対応済
み

19-3 39 １－５　土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備

後期基本計画には入っていないがセントラルパーク駅から宮園までの道路整備はどうなっているのでしょうか。 セントラルパーク駅から宮園を結ぶ都市計画道路３・３・２８号中駒木線は、現在進め
られている千葉県施行の「運動公園周辺地区・土地区画整理事業」の中で整備されま
す。

対応済
み

19-4 48 １－８　利便性と快
適性を重視した公共
交通機関の整備充
実

ＴＸの東京駅延伸も重要と思いますが、常磐線の混雑緩和を考えるならば、ＴＸを土浦まで延伸するほうが先と思います。 １－８利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実のＴＸ東京延伸促進事業
に基づき、沿線の自治体と合同で鉄道会社や国等へ要望しており、今後も実現に努
めていきます。
土浦方面への延伸計画は現段階ではありません。

修正な
し

19-5 120 ５－１　商業の拠点
づくりと地域密着型
サービスの強化

抽象的で具体的でない。企業誘致はこの地域、住民誘致はこの地域とはっきり開発計画をすべきと思う。 つくばエクスプレス沿線整備事業では、駅周辺や幹線道路沿いを主に商業や業務施
設の立地を進めるエリアに位置付け企業誘致活動を進めています。
また、子育て世代の若い方に流山市に住んでいただけるよう保育所などの子育て環
境の充実に力を入れ住民誘致を進めています。

対応済
み

19-6 123 ５－２　工業の強化
と新たな産業の創造

抽象的で具体的でない。例えば、第二のつばし市をめざすとか、20年、30年先の流山のビジョンが無い。野田、柏、松戸に比
較して流山は影が薄い。

住宅都市としての性格から企業イメージが薄いのは確かですが、「都心から一番近い
森のまち」として、職住近接の都市イメージの構築に努めます。

修正な
し

19-7 135 ５－５　特色ある観
光の育成と創設

流山には観光資源、観光施設はほとんどない啓発促進程度では観光スポットの定着はできない。 流山市の観光資源については、利根運河と旧流山本町界隈が主なものです。当面は
２地区の現存する施設(資源)を活用した回遊ルートの造成と定着を図っていきます。

対応済
み

19-8 143 ６－２　健全で効率
的な行財政運営

以上乱筆、乱文で申訳けございませんでした。パブリックコメントについて市民の声を要約したものを広報の特集号として市
民に知らせてほしいと思います。後期基本計画説明書を拝読して感じたことはあまりも継続が多すぎる。計画には終期が大
切と思います。
追伸
住民税についてお聞きしたいと思います。私は年金生活者で15年以上収入は増えていません。平成１６～１７年と平成20年
以降では住民税が３．５倍以上になりました。所得税、住民税の税率変更は理解しています。流山市に於いても４～５年前か
ら見ればかなりの増収になっていると思います。流山市民の生活向上のため、増収分がどのように役に立っているか、市民
にご連絡いただければ幸いに存じます。
国からの補助金、交付金等若干変更になっていることも理解してます。

都市施設など新たに作るものについては、事業終期がはっきりしているものがありま
すが、施設の維持管理やサービスなど、継続して実施しなければならない事業も多く
あります。その中でも、優先度、費用対効果、目標の達成度などの行政評価により、
廃止すべきものは、廃止していきます。
本計画素案で、健全な行財政運営を推進していくとともに、引き続き、市民にわかりや
すい財政運営を公表していきます。

対応済
み

20-1 18 まちづくりの基本的
なフレーム

会計関係事務について素人で大変申訳けございませんが説明書を拝読し２，３質問致します。よろしくお願い致します。
１９頁
・一般会計（歳入）について
タバコ税はどの項目に計上されているのですか。先日の広報に20年度の概算決算の報告がありました。その中で、収入部門
にタバコ税が6億円余り計上されていました。流山の財政上かなり大きい財源と思います。

たばこ税は、１９ページ「財政の見通し」表の市税に含まれています。なお、ご意見等
については計画と直接関係ありませんので、今後の行政執行の中で検討・対応してい
きます。

計画内
容外

6
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No.
該当

ページ
当該箇所 ご意見等 市の考え方 見解 後期基本計画説明書　修正（案）

20-2 18 まちづくりの基本的
なフレーム

２１頁
特別会計について
介護保険、老人保健、後期高齢者、国民健康保険、下水道の特別会計から一般会計への繰入金がありますが、繰入れの目
的は何ですか。
同じ金額が歳出のその他の繰出金に計上されています。意味がわかりません。

素案の２０、２１ページの表で、繰出金、繰入金の関係は、一般会計から特別会計へ
繰り入れています。その理由は、特別会計の歳入だけでは不足となるためです。した
がって、２０ページの一般会計の歳出で繰出金を表記しているものです。
なお、２１ページの表をわかりやすくするため、次のように修正します。

修正す
る

財政の見通し（各会計の見通し）
（うち特別会計繰出金）を（うち特別会計への繰出金）に、
（うち一般会計繰入金）を（うち一般会計からの繰入金）へ修正します。

20-3 140 ６－１　市民参加の
地域社会づくり

１４１頁
広聴機能の充実
市長への手紙や市政へのメールの活用について、過去5年間、市長宛意見、要望がどのくらいあったんですか。その結果、市
政に反映されたのはどのくらいあったんですか。

平成１６～２０年の５年間で、市長への手紙が1,044件、市政へのメールが1,272件、陳
情・要望が170件ありました。
個人的な要望も多く具体的に市政に反映されたのかを評価する方法には困難な面が
ありますが、市民の意向を各担当課に十分に伝え市政に反映させています。今後、多
様化する市民ニーズを把握し、市政への反映方法や評価方法のあり方を検討します。

対応済
み

21-1 42 １－６　安全性と快
適性を兼ね備えた河
川・排水路整備

「宮園３丁目東側に隣接する芝崎地区工事に対するコメント」
当初計画では、宮園３丁目と道路を挟んで２号調整池が隣接される予定でした。ところが去る8月9日(日)、初めて流山区画整
理事務所が宮園自治会館にて開いた住民説明会で、２号調整池を半減し宅地を造成するとの変更計画を聞いて、びっくりし
ました。また、２号調整池に溜まった水は当初計画では自然排水で近くの坂川に放流される事になっていたのに、今回示され
た変更計画ではポンプアップして坂川へ排水するとのこと。これは全く時代錯誤も甚だしい改悪ではありませんか。
昨今の雨の降り方は異常で、ゲリラ豪雨とか記録的な集中豪雨、と言う言葉が新聞紙上等で繰り返し報道され、各地で大き
な被害を頻繁にもたらしています。宮園の西側方面の傾斜緑地が宅地になれば、こういう状態がいつ起きるか分らず、本来、
このような地区は100ｍｍ/時以上のゲリラ豪雨対策をすべき時代になったと思われるのに、全く逆行しています。また、ポン
プアップは無駄なエネルギーを浪費し、本来削減すべきCO2を新たに発生します。更に、災害時には電気が使えなくなります
のでポンプアップ機能は喪失します。
工事の実施直前になって計画変更を市民に発表すると言う態度は、余りにも隠蔽主義、近隣の住民無視で、全く民主的なや
り方ではありません。調整池の半減とポンプアップ計画は直ちに再考願います。

運動公園周辺地区については、つくばエクスプレス沿線整備事業として、平成１１年度
から千葉県により土地区画整理事業が進められています。
千葉県では、事業のスピードアップや資金計画の見直しを目的に、関係権利者への説
明や縦覧などの所定の手続きを経て平成２１年３月３１日付けで、事業計画変更を
行ったところです。
今回の調整池の変更では、調整池容量は変更しておりませんので、治水安全度に変
わりはありません。また、停電時についてはバックアップ用に発電機を使用する計画で
す。

修正な
し

21-2 57 ２－２　環境共生社
会を目指す廃棄物
循環型都市づくり

「ペットボトル等の処理に対するコメント」
ペットボトルは、従来は回収され中国で再生されていたようですが、既に中国では再生が中止され持っていく場がない、と、新
聞等で報道された経緯があります。
ペットボトルに限らずプラスティック類は石油製品で良く燃えるので、生ゴミと一緒に回収し、生ゴミの補助燃料の一部として活
用すべきだと思います。
他の都市では既に実施している所もあるそうですが、流山市はどうなっていますか？
クリーンセンターでの実施状況数月間を、連続して公開して下さい。

ペットボトルは卵パック等の原料に、また、プラスチック類は、製鉄用高炉で鉄鋼石の
還元剤（ケミカルリサイクル）や再生樹脂に加工して活用しております。
 なお、平成２０年度の再資源化量は、ペットボトル及びプラスチック類の回収量は３，
９２６トンに対し、１，２８９トンを再資源化したところです。
 これらのことにつきましては、毎年度「清掃のあらまし」にて公表しております。
ご意見等については計画と直接関係ありませんので、今後の行政執行の中で検討・
対応して参ります。

計画内
容外

21-3 100 ４－２　高齢者や障
害者がいきいき暮ら
せる社会づくり

「要介護認定を受ける前の高齢者や障害者に対する地域の支え合い」
去る9月6日(日)朝日新聞朝刊9面「私の視点」に掲載された埼玉県知事上田清司氏の「安心の妙薬は地域の支え合い」によ
ると、秩父市で始まった地域の支え合いのシステムが三郷市や深谷市でも進んでいる、とのことです。
このシステムでは、サポートを受ける高齢者は800円/時間を支払い、このうち300円は事務局費に充当され、残りの500円が
ボランティアに地域通貨券で支払われるとのこと。
地域通貨券は商店街でも利用できるほか、ボランティアした分は対価を受けずに貯めておき、後で使うことも出来るとの由。
有償とすることで利用者が気遣いや気後れすることなくサービスを受けられると好評との事です。
商店街が中心となることで配達の際や店先などで高齢者の安否確認とニーズの把握が自然な形で行えるメリットがある由。
流山市でもこのようなシステムの導入を真剣に考えて頂きたいと切望します。

既に流山市でもこうした支援はNPO団体が行っています。複雑多様化する住民ニーズ
に対応する仕組みづくりは重要なことと考えており、先進自治体の情報を収集し、良い
ものは取り入れたいと考えています。

対応済
み

22-1 72 ２－６　市民の主体
的連帯活動に支えら
れたコミュニティの推
進

(結論)｢目標指標｣の中に新しく項目を増やし、下記の内容を入れて頂きたい。
目標名：地域まちづくり協議会の設置数
基準値（Ｈ２０）：　０
目標値（Ｈ３１）：　１５団体
考え方：地域のコミュニティを推進するため、全小学校区に地域まちづくり協議会の設置を目指します。
(理由)｢基本方針｣に地域まちづくり協議会の設置が提示されており、これを｢目標指標｣に入れて、具体化の状況を把握する
ため。

地域まちづくり協議会は、コミュニティ審議会からの答申を受けて新たに後期基本計
画に位置付けされた施策であり、今後の本市のコミュニティの中核をなすものと考えま
す。このようなことから、施策の目標指標を修正します。

修正す
る

２－６目標指標を、次の通り修正します。
指標名：まちづくり協議会の数
基準値：０団体
目標値：１５団体
考え方：地域コミュニティ活動の活性化のため地域まちづくり協議会の形成を
目指します。

23-1 156 資料編　用語解説 「パートナーシップによる協働のまちづくり」の“パートナーシップ”と（２）「広聴機能の充実」の“広聴機能”を用語解説欄に記
載することを提案します。

パートナーシップ
協力関係。提携。ここでは、市民、事業者、行政などの協力関係を指しています。

広聴機能
市民の意見・要望・苦情などを直接収集、聴取することによって自治体の行うべき計画
策定や行政運営に対して、一定の指針示唆を与えよりよいまちづくり、共同生活の発
展に努力しようとするもの。住民主体の施策づくりには必要不可欠であり、市民と行政
のコミュニケーションをより円滑に行うための機能です。

なお、用語解説の欄に追加修正します。

修正す
る

用語解説
■パートナーシップ
協力関係、提携。ここでは、市民、事業者、行政などの協力関係を指していま
す。

■広聴機能
市民の意見・要望・苦情などを直接収集、聴取することによって自治体の行う
べき計画策定や行政運営に対して、一定の指針示唆を与え、よりよいまちづく
り、共同生活の発展に努力しようとするもの。住民主体の施策づくりには必要
不可欠であり、市民と行政のコミュニケーションをより円滑に行うための機能の
こと。

23-2 13 将来都市像の具体
化

「具体的な都市イメージを『都心から一番近い森のまち　流山』とします」とあるが、ＴＸ沿線開発から残された森を守る方策や
新たな森の創出策を具体的に数字で示してほしい。（グリーンチェーンやガーデニングのレベルではなく）
また、流山の原風景といわれる斜面樹林の保全の方策を具体的に明記してほしい。

流山総合運動公園（１７．９ha）や、市野谷の森（隣接する県立公園と二つの近隣公園
で２４．１ha）については、可能な限り既存樹木を活かした整備を行います。また、区画
整理施行面積の３％を超えて配置した近隣公園、街区公園、緑地などについては、新
たな緑を創設した整備をするとともに大堀川調節池周辺では失われた緑を回復してい
きます。原風景である斜面樹林は、土地所有者と保全協定を結び、土地所有者の
方々の協力を得て保全に努めます。

対応済
み

7
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No.
該当

ページ
当該箇所 ご意見等 市の考え方 見解 後期基本計画説明書　修正（案）

24-1 7 まちづくりの経過と
課題

（２）江戸川に係る事項の欠落の問題
「流山市総合計画・後期基本計画（素案）」の中ですっぽりと抜けている事項に江戸川に関する事項があります。国土交通省
の管理する河川であってもその利用は地方自治体が行うことが可能です。
流山市の新１００か所めぐりを含めて各所を自分の目で見ましたが、数合わせのために選ばれたものが多く、観光資源として
集客力のあるものはほとんどありません。この現状に目をつぶってはなりません。
これに対して江戸川左岸自転車道は南流山から利根運河までの流山市の縦ラインを結び、新川耕地、下花輪などの斜面林
をバックにした田園地帯を見られ、今上落ののどかな風景を含めて、今日のサイクリングに対する関心の盛り上がり、健康志
向、自然回帰の意識などの欲求に対して応えるものとなっています。なによりも駅前イベントなどのように一過性のものと違
い、誰がいつ来ても楽しめるという大きな魅力があります。このことは観光資源として非常に重要なことです。この江戸川の魅
力から上記の欲求の高い人たちが地域の外から集まることは、その人たちをターゲットとした商業の発展、そしてそのような
意識の高い人たちの居住というよいサイクルを生み出す可能性をもっています。実際、輪行してきて南流山駅で自転車を組
み立てている人の姿を時々、見ることがあります。
また、江戸川を魅力あるものにするには、近隣市と協力して例えばレンタサイクルのポイントを整備し、江戸川サイクリングと
して全体の知名度を高めることも考えられます。
私のWebサイトで江戸川サイクリングの楽しみを伝えようとしているのは、市の取り組みが不十分に思われることからです。
次に江戸川に関連し、将来、発生が予測される関東地域における大震災直後の取り組みで水運は不可欠なものとなります。
松戸市、三郷市は緊急船着場ができているのに対して流山市は取り残されています。旧流山橋の橋脚がひとつの問題と考
えられます。国土交通省と協議し、旧橋脚を撤去して水運の確保を図る必要があります。これは江戸川も利用した観光資源
ともなります。（埼玉県側の江戸川堤防はスーパー堤防化も進められています。）
（３）近隣市との協力関係
自然には市境界線はありません。地域の環境を考える場合、近隣市との整合性をとらないと無駄なものになる可能性をもっ
ています。
産業の振興の観光に、江戸川に関する事項を追加。

利根運河と旧流山本町を結ぶ２次交通網として、レンタサイクルによる回遊ルートに位
置付けていきたいと考えています。

対応済
み

24-2 35 数値目標 目標指標で基準値としてあげられた数値は、「市民意識調査」の未回答の人を外しての値である。そもそもアンケートの性格
としては返信されなかった関心のない人も母数に含めるべきである。
客観的なアンケートの方法を知らない人材がアンケートをまとめたとしか、思えない。

アンケートの数値の表し方については、多様な解釈があります。平成１６年度から各施
策の進捗管理として「施策・個別施策管理シート」を作成してきましたが、その中で使
用している指標の数値については、「まちづくり達成度アンケート」の回答票数を母数
とした割合を用いています。データの連続性のために今後も同条件下の数値を引き続
き使用していきます。

対応済
み

24-3 60 ２－３　自然災害・都
市災害への備えと予
防

江戸川を防災に利用（水運）、あるいは集中豪雨に対する江戸川近隣の水害対策（千葉県から浸水が予測される地域とされ
ている地域に対して明確化）

江戸川の水位は降雨量等により変化することから、直接の利用は難しいものと考えま
す。

修正な
し

24-4 68 ２－４　日常生活で
の安全性と快適性
の確保

防犯灯の整備費が大きな負担となっている自治会がある。そのことを直視し、助成金だけでよいのか見直す必要がある。 本計画に沿って制度の見直しも検討していきます。 対応済
み

24-5 111 ４－５　地域で支える
福祉のまちづくり

地区社協に期待する事項が記載されているが、毎年、地区社協は平均年齢が１歳ずつあがっている。そして次第にパワーが
低下しているのを実感している。H31の目標値を勝手に書いているが、絵に描いた餅である。市の職員が率先してボランティ
ア活動に参加し、一緒に活動する風土をつくって欲しいものである。
（市の職員に、ボランティア活動の経験があるか、アンケートしてみたいものである。）

高齢社会の中で、地域福祉活動は重要な役割を担っていくものと考えています。この
ため地域に密着した組織等は不可欠であることから地域福祉活動への参加、啓発を
推進しています。

対応済
み

24-6 120 ５－１　商業の拠点
づくりと地域密着型
サービスの強化

流山おおたかの森駅には流山おおたかの森駅S・C、3駅目にはららぽーと柏の葉、そしてJR武蔵野線を下って2駅目の新三
郷駅にららぽーと新三郷、4駅目の越谷レイクタウン駅にイオンレイクタウンがあり、また、外環自動車道に近い土地区画整理
事業が行われた三郷インターA地区には「ピアラシティ」としてスーパービバホームをはじめとする複合商業地域がある。この
ような商圏の中でそれらと同じ商品を取り扱う地元の商業の活性化は極めて困難。先に江戸川を観光の利用として書いた
が、現在の商業の地盤沈下を食い止めるには、新しい観光資源（例：江戸川）の開発とそこへ集まる客層が好む品揃えをす
る商業の展開が必要。単なる助成だけでは死期を伸ばすだけで本質的な解決にはならない。意識の転換が必要。

本市の商業振興を図るため、商店街の街路灯の電気料に対する助成を平成２０年度
から３か年に限り、全額助成しているほか、街路灯の改修等（ＬＥＤ化等含む）に係る
経費については、平成２１年度から３か年に限り、３分の１の助成から２分の１に助成
割合を増やしています。これらの補助金により各商店街において負担軽減された経費
については、街路灯のＬＥＤ化に充てるほか、創意工夫を凝らし独自のイベント開催な
どの実施充て、集客を図っています。
また、平成２１年度には、商工会と連携し、１億円規模で１５％の特典付きの「流山市
プレミアム商品券」を発行し、消費者の利便性を図ると共に消費者購買力の向上と地
域経済の活性化を図ることができました。第２弾の商品券事業の予算も第３回定例会
の承認を得て商工会で発行の準備をしています。
さらに、商店街の活性化については、市内産業の各分野における課題解決のため、
平成１９年７月に設置された産業振興審議会の答申をもとに、全市的なポイントカード
事業やアンテナショップ事業の展開などを視野に入れながら検討していきます。

対応済
み

24-7 122 ５－１　商業の拠点
づくりと地域密着型
サービスの強化

イベント型の集客は各所で行っており、また、おおたかの森駅のように周囲に人を集める場所がないところでいくらイベントを
行っても、先が見えている。イベントを主催する側が費用から疲弊するのは目に見えている。（「イベントをやればよい」という
単純な考え方から脱却する必要があります。）

情報発信のひとつとして定着していくことこそが、地域ブランド形成に必要と考えてい
ます。

修正な
し

24-8 125 ５－２　工業の強化
と新たな産業の創造

工業の活性化、そして工場誘致は現在の日本の現状から困難なものがある。産業構造自体、ソフトウェアに対する比重を増
やしている。八方美人的な現在の案は経済情勢、産業構造からそぐわず、焦点を絞る必要がある。
流山は研究学園都市のつくば市と「電脳空間」ともいわえる秋葉原の間にあることから、情報産業、特にインターネットの普及
によって可能となったテレワークとして居住と仕事の場を一体とした働き方をする人にとって魅力を訴求しやすい。緑が多いこ
と、江戸川や田園地帯など、頭脳労働を癒す場所が多いことが重要なポイントとなる。このようなシナリオを書いて企業では
なく、人を誘致すべきである。
なお、評価基準が企業数で書かれているが、情報産業に従事する人の数など、別の評価軸を設ける必要がある。

情報技術都市・秋葉原と先端科学研究都市・つくばを結びその中間に位置する流山
市は、良質な住宅都市イメージに合致する研究所や事業所などの企業立地の促進を
図っています。今後も「都心から一番近い森のまち」として流山市が持つポテンシャル
の高さのＰＲに努めていきます。
なお評価軸については、成果としての実数を立地状況報告として表したものであり、今
後沿線開発の進捗により増加していくものと考えており、評価としての基準となるもの
と考えます。
なお、「５－２」の基本方針を次のように修正します。

対応済
み

５－２基本方針を次の通り、修正します。
「情報技術都市・秋葉原と先端科学都市・つくばの中間に位置する地の利を活
かし、良質な住環境に適合する知識集約型企業の誘致に努めます。」

24-9 135 ５－５　特色のある
観光の育成と創設

江戸川という重要な観光資源について触れられていない。花火大会のような一過性のイベントは永続性のある商業の活性化
にはつながらない。息の長い観光資源に重点をおくべきである。

江戸川は、利根運河と旧流山本町界隈とは密接に関連していることから、利根運河の
レンタサイクル事業におけるサイクリングコースとして、また、旧流山本町界隈におけ
る新たな回遊ルートの一部とすることになります。

対応済
み
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No.
該当

ページ
当該箇所 ご意見等 市の考え方 見解 後期基本計画説明書　修正（案）

24-10 137 ５－５　特色のある
観光の育成と創設

評価基準に観光協会のホームページのアクセス数を書くのは笑い物である。このようなものを目標として書くこと自体、情報リ
テラシィの低さ、この分野の知識のなさを露呈するものである。
電車の乗降客数（特に土日）の変化など、金を地域に落していく人の数を示すべきである。

本市の観光について、「知りたい」、「行きたい」という場合、インターネットが普及した
今日では、観光協会のホームページへのアクセスし、情報をキャッチすることが多いと
考えられるため、観光の関心度を把握する指標としたもので、アクセス数が増えれば、
本市を訪れる観光客も増えるであろうとういう考え方です。
電車の乗降客数（特に土・日曜）の変化については、イベントの開催期間と普段の土・
日曜日を比較することにより変化があると考えれるため、イベントが及ぼす効果につい
て検証するような場合に検討していきます。

対応済
み

24-11 139 ６－１　市民参加の
地域社会づくり

ここに書かれた内容は長期計画として書くのにふさわしい内容ではない。（市の意識の低さにがっかりした次第である）。
例えば「インターネットによる情報提供の充実」と書かれているが、私自身、時々、市の担当部署に「１年前のデータを掲載し
たままにしないで最新の情報を」などと注意喚起のメールをしている状態で各部の情報リテラシィの向上は急務である。イン
ターネットは重要な広報媒体でありながら、全く認識されず、旧来の秘書広報課の仕事として対処しているのは、「何を考えて
いるのだろうか？」と洞察力のなさにがっかりする。
繰り返すが、このような内容は長期計画に書く内容ではなく、日々の活動の中で改善に取り組んでいくものある。
「何でも書いておけばよい」といういい加減な態度で（案）を私たちの前に出さないでいただきたい。

ホームページについては、秘書広報課が現時点では主体となっているが、ホームペー
ジのリニューアルに向けてＩＴ推進室を所管する行政改革推進課を含め新たな組織づく
りや、リテラシーへの対応を行うことを視野に入れています。

対応済
み

24-12 全体 数値目標 「数値目標をこじつけでつけた」とわかるものが多数ある。数値目標をつけることを目標化しないでいただきたい。 施策の課題や方向性を整理するための手段のひとつとして指標を設け、目標値に対
する実績値の分析等を毎年実施しています。
目標値は、実現不可能な理想値を掲げるのではなく、本市の保有する資源を勘案した
うえで、各施策担当課が設定しているものです。従いまして、各施策とも安易に達成可
能な数値になるようこじつけて設定しているとは、認識しておりません。

修正な
し

24-13 資料 資料に関するコメン
ト

（１）人口予測について
平成10年の人口推計は実態と乖離していることから平成20年に見直しがなされていることはよいです。しかし、人口推計で
コーホート法に行数が割かれていますが、流山市のようなつくばエクスプレス沿線地域は外部地域からの人口の流入の影響
の方が大きく、また、コーホート法事態も出生率、死亡率などの将来の値をどうするかなど恣意的に計算でき、あくまでも推計
の域をでないことを理解すべきです。報告書の中にH20推計よりも実績が63人少ないという記述がありますが、「この程度は
誤差のうち」と認識すべきです。報告書の記述は、流山市が人口推計に関して無知であることを露呈しているに過ぎません。
（２）市民意識調査結果について
調査方法は住民基本台帳をもとに無作為に3000人の人に調査票を送り、1604票の有効回収票をもとに論じています。
この調査報告書の22ページに「8割以上が市政に“関心がある”」という見出しのあることに呆れ、笑ってしまいました。
まず、調査票を郵送してくれる人自体がある程度、関心のある人でフィルターがかかっています。非常に関心のある19.8％と
ある程度関心のある63.5％の和の83.3％に有効回収票数を常時、調査票を送ってくれなかった人を市政に無関心と仮定する
と、市政に関心のある率は44.5％となります。調査票を返送してくれなかった人をどのように数に含めるべきかは議論されると
ころですが、実際の市民の意識により近いのではないかと思います。
そもそもあらかじめフィルターのかかった回収票をもとに「8割以上が市政に“関心がある”」とするのは、強引に過ぎます。この
ようなものを書くのは調査、アンケートに関する素人と断じざるを得ません。
また、調査票は市の設問に沿って回答を求める方式であり、誘導的な面があります。この面も問題です。（もし、外部委託して
アンケートを行ったとしたら、その相手のレベルは相当低いもので、予算の無駄遣いです。）

人口推計は、後期基本計画の事業の推進に大きく影響するものですので、可能な限り
精査し、再推計したものです。
また、市民意識調査については、3,000件の標本数に対して有効回収率が５３．５％で
す。今回の調査の調査対象満20歳以上の市民数は128,133人（Ｈ20年4月1日現在）で
有効回答数（サンプル数＝1,604票）からの標本誤差は、±２．４％以内（信頼度９
５％）。一般的に標本誤差が５％以内であれば良いとされてています。
なお、全数調査は、膨大な予算規模ですので実施することはできません。

対応済
み

25-1 96 ４－１安心して子ど
もが健やかに生まれ
育つ環境づくり
１．保育サービスの
充実

保育所待機児童が存在する現状において，希望する市民すべてが平等に受けられる保育サービスの整備は喫緊の課題で
あるという，緊迫感が市民に全く伝わらない。そもそもＴＸ沿線の開発などによって児童数が増えることは明白だったはずであ
り，市の保育に対する計画の誤りによって，市民が適切な福祉サービスを享受できなくなっていると言えるだろう。本計画の
素案を見る限り，Ｈ３１年に待機児童ゼロの目標となっているが，働く市民にとっては緊急の問題だ。なぜＨ３１年とするのか，
根拠を示してほしい。この計画では，現在サービスを享受できてない市民は，サービスを享受する機会を逸してしまう。市民
に犠牲を強いる計画なのであれば，なぜH31まで10年もの年月がかかるのか，納得できる説明が別途必要であろう。

平成２１年４月１日における保育所の待機児童は、６３人発生しました。そのため、平
成２１年度及び２２年度の２か年で、定員規模にして３００人以上の保育所整備を進め
ており、当面は、この整備により待機児童は解消できると考えています。ただし、保育
所は、女性の社会進出の促進等社会情勢の変動により、需要が急増することも想定
されるため、小学校・中学校等義務教育施設のように児童数の増加だけでは必要数
が掌握できない施設です。そこで、後期計画期間内では、社会情勢の変動を視野に
入れ、新たな保育所を整備することにより待機児童を発生させない環境整備に努めた
いと考えています。

対応済
み

25-2 96 ４－１安心して子ど
もが健やかに生まれ
育つ環境づくり
１．保育サービスの
充実

保育ママの運営制度など，多角的な保育の在り方を検討する市の姿勢は評価できる。しかしながら，公共の保育サービスの
基本となる市立・私立保育園への支援が，市の保育政策の基本となることを明記すべきである。現在の計画を見る限り，保
育園への支援を減じて多角化を行うようにも理解できる。既存や新規の保育園への支援を充実させて，更に付帯的・派生的
な施策として家庭的保育サービスや駅前保育施設の活用があるべきだ。これらは希望する利用者のみに提供するもので
あって，従来の保育園の利用を希望する市民には，引き続き保育園における保育サービスを提供してほしい。「保育園が利
用できないから，保育ママ制度を利用せざるを得ない」ことにならないよう，あくまで多様なニーズに対応するための付帯的・
派生的なサービスであることを明記すべきだ。

保育ママ制度は、家庭的保育事業として児童福祉法に位置づけられた事業です。保
育所の待機児童が発生している本市では、保育所の整備（平成２１年度及び２２年度
の２か年で定員総数にして３００人以上の整備を予定しています。）とともに、保育サー
ビスの充実策として位置づけています。

対応済
み

25-3 96 ４－１安心して子ど
もが健やかに生まれ
育つ環境づくり
１．保育サービスの
充実

「保育ママ」にいう言葉に疑念がある。なぜ女性に限定しているのか。市では，女性のみが保育・育児を提供でき，男性はで
きないとの認識なのか。女性に限定しないのであれば，「ママ」という言葉は市民に誤解を与えるので，改めるべきだ。また，
ひとり親世帯への支援において，母子家庭のみに重点が置かれており，市民は父子家庭が軽んじられている印象を受けるだ
ろう。男女を問わず，ひとり親世帯を等しくサポートする姿勢を示すように，文言を改めるべきだ。

保育ママ制度は、家庭的保育事業として児童福祉法に位置づけられた事業ですが、
法の施行前には、先進団体が保育ママ制度として取り組んでいた経緯があります。そ
のため、子育て世代の間では、保育ママという呼称が定着しているため、利用者サイ
ドの視線に立ち、本市においても保育ママという呼称を採用しています。

対応済
み

25-4 96 ４－１安心して子ど
もが健やかに生まれ
育つ環境づくり
１．保育サービスの
充実

私立保育園の整備・運営の促進，公立保育園の民営化に疑念がある。これらには保育を受ける側のサービス向上に基づい
て計画されていると思うが，保育園の運営者・先生の働く環境については考慮されているのか。子供を預ける親にとって，保
育の質や環境はもっとも関心のあることであり，これらは保育提供者の働く環境に影響を受けるだろう。本計画からは，保育
提供者の健全な労働環境の確保についての配慮が全く読み取れない。大切な子供が優しい環境で保育サービスを享受でき
るように，市が保育提供者の働く環境について責任を持って優しい特段の配慮を行うことが必要であり，計画にも明記すべき
だ。

社会福祉法等は、保育所の設置者として、地方自治体と社会福祉法人等を同等に位
置づけており、本市においても、市内に保育所を設置している社会福祉法人には、全
幅の信頼を寄せています。そのため、耐震診断等で立替などが必要となった公立保
育所を民間保育所へ移行する予定です。また、対象となる保育所は、７園全てではな
く、数箇所に限定し、職員総数の変動を考慮しながら、計画的に移行を進めていきた
いと考えています。

対応済
み

25-5 96 ４－１安心して子ど
もが健やかに生まれ
育つ環境づくり
１．保育サービスの
充実
（2）学童クラブの待
機児童の解消

学童クラブ待機児童が存在する現状では，市民が等しく受けられるべき保育サービスの整備は喫緊の課題である。そもそもＴ
Ｘ沿線の開発などによって児童数が増えることは明白だったはずであり，市の保育に対する計画の誤りによって，市民が適切
な福祉サービスを享受できなくなっていると言えるだろう。目標指標に学童クラブの待機児童減少に関する具体的な数値目
標が見受けられない。満足する保護者の割合など客観性に欠如した間接的な指標ではなく，市民が達成度を評価し易い「待
機児童数」を目標の達成度評価の指標とすべきだ。当然，待機児童ゼロが目標であると思うが，緊急の課題であり，迅速な
対応を期待する。

学童クラブは、保育所のような認可制度ではないこと、また、本市は、保護者等の運
営委員会による自主運営方式を採用しているため、定員と待機児童の関係が各園に
より異なります。そのため、受入児童数の多い大規模学童クラブの解消を計画的に進
めるとともに、各運営委員会との協議の基に新たな運営方法を検討していくことで、待
機児童を解消したいと考えています。

修正な
し
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25-6 123 ５－２工業の強化と
新たな産業の創造

産学官連携を流山市が推し進める理由を示して欲しい。具体的にどのような研究開発を想定しているのか，市民には理解で
きない。なぜ東大なのか。流山市には大学もあり，近隣には千葉大学もある。まずは流山市や近隣にある大学との産学官連
携とベンチャー創出への試みを行うべきだ。それができないのであれば，流山市の市民と関係が無いので，実施する必要性
を感じない。産学官連携という対等な立場ではなく，大学のアウトリーチ活動の成果の一つになってしまうのではないかと恐
れを抱く。

産学官連携の推進は、市内企業の発展を後押しすることとなり、その結果、税収増、
雇用の拡大といった市内産業の振興に寄与するものと考えています。
なお、連携大学は市内及び近隣の大学を視野に入れており、「東大柏ベンチャープラ
ザ」は施設名であって、東京大学と限定しているものではありません。
また、隣接する野田市にある東京理科大学とも、産学官連携事業を実施してきてお
り、平成２１年度で第２０回を迎えています。この東京理科大学とのシンポジウムにお
いては、大学発の情報発信ばかりではなく、民間企業や医療機関からの技術情報提
供を行ない、野田市商工会議所及び流山商工会との共催で毎年実施しています。

対応済
み

25-7 124 ５－２工業の強化と
新たな産業の創造

なぜ流山市がＩＳＯ認証取得を推奨する必要があるのか。第１節にある環境に関する取組は，極めて局地的な視点であると
おもうが，唐突にＩＳＯ認証を推奨する理由が理解できない。そもそもＩＳＯは我が国固有のの制度ではなく，市が推奨する理
由が不明である。

ISO(国際標準化機構)認証取得については、単に品質規格のみではなく、企業のマネ
ジメントシステムの改善や経営革新を求められています。
ISOを導入することによって構築された経営システムが以前にも増して発展し、費用と
労力の削減などコストダウン化が図られ、ひいては顧客満足度を高めることに役立つ
ものです。国内取引ばかりではなく、広く海外での商取引のできる市内事業所の育成
支援が産業振興の施策であると解しています。

対応済
み

25-8 52 ２－１豊かで美しい
生活環境の創造
３環境保全活動の推
進
（１）動物飼養に関す
るトラブルの防止

ペットとは，具体的には何を想定しているのか。主な取り組みでは，狂犬病予防法と犬のみ言及されている。一般にペットと言
えば，犬だけでなく，広く愛玩動物を示し，猫も含む。市内では，猫の放し飼いによる糞害など，飼い主による猫の無責任な飼
育が問題となっているが，市では具体的な対応を考えているのか。法的な根拠のある犬のみを想定し，法的な根拠のない猫
に関して，登録活動や放し飼いの規制を行わないのであれば，ペットという言葉を改めるべきだ。多くの市民は猫の放し飼い
や糞害に困っている。モラル向上のための啓蒙活動は既に実施されており，市民には具体的な成果が見えていない。効果の
無い啓蒙活動はいらない。後期計画では，より踏み込んだ即効性のある対応を期待する。放置されている愛玩動物を適切に
保護し，動物愛護法に基づいて適切に捕獲，管理して，市民とペットの健康と安全を守るべきだ。　また一般に，ペットの猫は
外来動物であり，放し飼いは生物の多様性を脅かす。市が適切な対応を行わない間，貴重な流山市の在来種が駆逐されて
いる可能性があり，第一章に謳われる環境の観点からも大きな問題だ。
　犬だけではなく，市内では猫を含むすべてのペットの放し飼いを禁止することを，本計画に明記すべきだ。

ご意見のとおり、ここではペットを犬に限定した表現になっています。
これは、犬のふんの放置、放し飼い、なき声など犬の飼い主のマナーの悪さに関する
苦情が多数寄せられていたという事情、また狂犬病予防法という観点からこのような
表記にしたものです。
しかし、最近はご意見にあるとおり猫に対する苦情もよせられるようになりました。そこ
で、市では犬のふんばかりでなく、猫を含めた動物の飼い主にふん及び排尿の処理に
ついて必要な措置を講じることを義務付けることなどを含めた条例の制定について検
討しているところです。ただし、猫の放し飼いについては猫の習性や犬のように人に対
して命にかかわるような危害を加えることはないという観点から禁止することはなかな
か困難であると考えています。
また、サルなどの特定動物については、一定の基準を満たした「オリ型施設」などでの
飼養保管が義務付けられていますので、計画においてすべてのペットの放し飼いを禁
止することを明記することは考えていません。

修正な
し

26-1 135 ５－５特色ある観光
の育成と創設

（９/５）「広報ながれやま」の後期基本計画におけるパブリックコメントとして、流山市総合計画の構成の１節に含めた具体的
な所見（僭越）を述べさせていただきます。その内訳は下記のとおりです。
１都市環境の向上として、都市から一番近い森のまち流山は、別紙（参考）紹介の「東京タワー」のごとき「流山タワー」が計画
できないだろうか。
・市の人口増加の誘致化・新旧住民や観光者の充実した流山市及び環境都市の展望、学校の地理的な教習など多くの利点
があると見込まれます。
２設置に当っては、生産性の向上のため、関係機関は当市と隣接都市の松戸市、柏市との３公共企業体と東日本鉄道株式
会社（以前東京駅に素晴らしい新タワーの建設計画の事情がある）の４者によることが最も望ましいと見込まれる。

本市の観光事業の振興策としてはタワーの設置は考えていません。流山市の観光資
源については、利根運河と旧流山本町界隈が主なものです。
当面は２地区の現存する施設を活用した回遊ルートの造成と定着を図っていきます。

修正な
し

27-1 48
153 １－８利便性と快適

性を重視した公共交
通機関の整備充実

６－４男女共同参画
社会づくり

男女共同参画といいながら、一方で女性専用？女性専用車は明らかな性差別！ＴＸ、東武野田線、ＪＲ常磐線、早急に廃止
を！！
本市を走る鉄道３路線で女性専用車両が導入されております。痴漢対策として導入されたものですが、効果のほどは実証さ
れておらず、導入前に比べて痴漢が減ったという話も聞きません。
とりわけＴＸ（つくばエクスプレス）に至っては、まだ痴漢が一件も発生していない開業前に、専用車の導入を決定するなど、痴
漢対策というのは表向きの理由に過ぎず、女性専用車を導入すること自体が目的となっています。
その政治的背景を説明すると長くなるので、ここでは触れませんが、殆どの路線は朝だけなのに対して、ＴＸ夜６時以降の秋
葉原発全下り列車で実施されております。本市をはじめＴＸ沿線には、そんなに痴漢が多いのでしょうか？流山市に住むもの
として屈辱を感じ、極めて不愉快です。早急に廃止すべきではないでしょうか。
我々「女性専用車両に反対する会」では、今まで何度も首都圏新都市鉄道に抗議や質問状を出しましたが、無視するだけで
応じようともしません。昨年６月には専用車に乗車した仲間を、鉄道警察を使って排除しました。
これに講義するため、当会顧問の小坂英二・荒川区議会議員が面会を求めましたが、三田地と名乗る鉄道営業課（？）の課
長は、「そんなことがあったとは知らない。来てもらっては困る。一切、会う気はない」と突っぱね、逃げてしまいました。
ちなみに女性専用車両に法的根拠はありません。同じ運賃を払っている以上、誰しも自由に自分の乗りたい車両に乗れなく
てはいけません。公共の交通機関なのですから、それが当たり前です。男性が乗っても罰則はないし、あくまでも任意協力に
よって成り立っているものでなくてはいけません。これは国土交通省もハッキリと認めています。

女性専用車両については、「痴漢行為」の発生、または、誤解などの不測の事態が生
まれることを避けるための予防措置として乗客の理解と協力のもとに運用されるもの
と考えます。

修正な
し

48
153

ところが実際に乗り込むと、執拗に「ご理解とご協力のお願い・・・」をされ、事実上男性全員を強制的に締め出しているので
す。我々のように、法律も勉強して、論理で対抗できる者はいいですが、普通の男性ならとても乗れたものではありません。
こちらは、平成１９年７月９日の朝日新聞に出ていた投書ですが、これがＴＸで発生したことは私には容易に推察がつきまし
た。午後９時頃、足立区に向かう路線で女性専用車を実施しているのはＴＸしかないからです。乗車駅も新御徒町であること
が分かります。
歩くのもやっとな杖をついた障害者が、階段を使うとは思えず、エレベーター前に専用車が停車するのは新御徒町駅しかない
からです。私がＴＸに問い合わせると向こうもあっさり認めました。女性ばかりが弱者とは限りません。男性にもこのような弱者
は大勢いるのです。しかし、彼らに対する配慮はまったくと言ってよいほど、なされていません。その後、ＴＸでは「小学生以下
のお子様や障害をお持ちの男性もご乗車できます」といった表示を出しましたが、これとて注意してみないと気がつかないよう
な小さな文字です。
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48
153

杖をついたり車いすなど、一目で障害者と分かる人はまだよいのですが、内臓疾患など、外見上は健常者と区別のつかない
男性は捨て置かれてしまっています。「国や鉄道事業者のやっていることだから、市役所は関係ない」と放置するのであれ
ば、あまりにも無責任です。特に本市はＴＸの大株主でもあり、大金を投じているわけでしょう。男性差別企業に加担すること
は許されるものではないと思います。強く行政指導をしてくださるよう望みます。
ちなみに、女性専用車の導入を、一番最初に言い出し、推進したのは民主党の都議会議員、和田宗春氏【別紙参照】です
が、この６月に私は仲間３人と和田氏の自宅に直談判に押しかけました。
最初は横柄な態度でしたが、「法律で強制できないとは知らなかった・・・」と言うので、我々が「政治家が法律を知らないでど
うするんだ！」とタタミかけると和田氏は苦虫を噛み潰したような顔になり、途端に歯切れが悪くなりました。
先にも述べたように、女性専用車には法的根拠はなく、男性客の「ご理解とご協力によって」、つまり、任意で成り立っている
ものです。「優先席」と同じです。もし、鉄道営業法などを改正して罰則規定を設け、男性の乗車を禁止すれば、差別などを禁
じた憲法第１４条に抵触しますからできないのです。ところが、鉄道事業者は乗客の無知をいいことに任意であることを隠し、
事実上の強制をしています。日本は北朝鮮のような国ではありません。法治国家で何故、このようなことが許されるのです
か？
そもそも、「専用」と「任意協力」が両立し得ないことは、日本語が正しく理解できる人ならば、誰にも分かることです。最も保護
されるべき老人や障害者、傷病者でさえ「優先席」しかないのに、女性であるというだけで、健常な人たちを何故「専用車」で
守らなければならないのでしょうか？逆ならば、まだ分からなくもないですが・・・。
昨年９月、ＴＸは私の抗議に、「お乗りになられてもかまいません」と答えました。しかし、実際に乗り込めば駅員や運転士が注
意して来ます。片や「乗ってよい」と答えながら、もう一方ではできるだけ乗らせまいとする。「乗れるものなら、乗って見やが
れ！」といわんばかり。もちろん、専用車が任意協力であることなど、彼らは一言も告げません。だから殆どの乗客は「女性専
用車に男性は乗ってはいけないもの」と思い込まされているのです。

48
153

だから専用車に乗り込んだ我々に対する女性客の態度も酷いものがあります。ＴＸの女性客はおとなしく、目立ったトラブルは
ありませんが、京王の専用車は猛獣女の巣窟！罵声は浴びせられるは、「おりろコール！」まで起きる始末・・・。こんな強くて
逞しい女どもを何故、専用車で護ってやらねばいけないのでしょうね？か弱い草食男子を護るために、隔離しているのだとい
うならば、まだ分からないでもありませんが・・・（笑）。
東横線では、私の目の前で仲間が女性客から暴力をふるわれたことがあります。６０にもなろうかという女でした。痴漢対策だ
といいながら、とても痴漢被害に遭いそうもない女性が乗り、男性客を目の敵にして追い出しています。おかしなことではあり
ませんか？まさに女性様の特権車両と化しています。
このように、女性専用車というのは、世の女性たちの男性蔑視と差別意識を助長させるだけのものに他なりません。これの一
体どこが「男女共同参画」なのでしょうか？まさに逆行するものではありませんか！
これは本市だけの問題ではありませんし、一市役所にはどうにもならないことは重々承知しておりますが、だからといって、手
を拱いてよいものでもありません。柏や三郷など近隣市とも協議の上、鉄道３社、とりわけＴＸには強く改善を求めて下さいま
すようお願い申し上げます。「おもいやり車両」といった名前にして、男性の弱者も乗れるようにすれば、差別にはなりません。
その車両だけ防犯カメラや警備員を重点的に配置すれば、痴漢対策にもなるはずです。

28-1 13 此の度び広報“ながれやま”に接し、この広報紙によれば、既に大変結構な計画が出来つつあるように見えますので、そこか
ら飛び離れたことを言っても仕方ありませんが、昭和四十八年暮れより約３５年間生活し、早や生れ故郷（目黒区）を離れて
人生の半分以上を過しました。
一番不満なのは市役所へ行く交通機関が不便です。私共方からみれば交通機関がないといったほうが当っております。バス
はダメです。車をやめようとする時代に逆行しております。まして、一日何本などというバスはないほうがましです。（新交通シ
ステム）

市役所への交通機関は、ぐりーんバスと民間路線バスの連携及びバス路線網の充実
により利便性の向上に努めます。
「１－８利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実」の「高齢社会対応既存
交通補完研究事業」に基づき検討していく考えです。

修正な
し

28-2 13 将来都市像の具体
化

都心に一番近い緑豊かで・・・大変結構な計画（コンセプト）で大賛成です。ところが、我町、隼の森は、今きれいに造成されつ
つあります。これは放りっぱなしの山林よりは良いかな、とも思いますが、ここにも環境より、経済優先の姿が見えます。しか
し人口も税収も増えなければならない事の立場からすれば、支方のないことかな、と思ったりしております。少なくとも手付か
ずの山林よりは良いまちになるのかな、と半分あきらめ、半分は良いまちになるように期待致しております。今回も当初、ひど
い計画を見せられましたが、四季野公園に近い緑地帯の治水に問題があるようで、この解決に１０年かかったと聞き及んでお
りますが、今回は場当たり的、とりあえず行政（日本特有）のやり方のように思えてなりません。河川はふたをしてはいけない
と思います。都心でも温暖化対策に皆で打ち水をして、これが対策だと言って河川をふたしたままなのは笑止千万と言わざる
を得ません。
先に戻って都心に近い緑豊かな街について考えてみたいと思います。
私の行動範囲は、我が家から豊四季駅が９０％その他毎朝歩くようにしている。長崎小から坂を上り金乗院を経て天形皇神
社を参り、野々下福祉センターを経由して我が家です。そして時々ですが、江戸川大学、諏訪神社、運動公園ぐらいなので、
そのエリヤで一つご提案をしてみたいと思います。
おおたかの森・豊四季・セントラルパーク駅・もっと広範囲に南柏・北小金・流山市市役所としたいところですが、とりあえず前
記の範囲を考えてみたいと思います。
何にを初めるにもまずコンセプトが必要ですが最早後期と言う事なので立派なものがあると言う前提で考へて見たいと思いま
す。
緑豊かに、は立派なことですが、でき得るならば、市民も他県からも、“あそこに行ってみよう”というものでなければ、経済の
発展は望めません。
投資は少なく、収入が多く、人が常にたくさん集まる、そして車を入れない。これがコンセプト実施の第一展開です。

「都心から一番近い森のまち」は、平成１２年３月に策定した総合計画の将来都市像を
実現するため、後期の平成２２年から平成３１年度における具体的な都市のイメージと
しています。

市街化区域内の緑については、将来、宅地化することを前提としていますので、計画
的に公園や緑地、街路樹などを配置しながら、失われた緑をグリーンチェーン戦略や
市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開、ガーデニング、緑のカーテンなど、市民の協
力を得ながら緑を回復していきます。

また、市民活動により残された県立市野谷の森公園や総合運動公園など、ＴＸの駅か
らごく近い場所で、一団の森が保存されているほか、市街化調整区域内の斜面林など
に代表されるまとまった緑も保全していきます。

このように開発と保全のバランスを考慮しながら、景観や環境に配慮したまちづくりを
進めていきます。

なお、具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。

また、道路のコンクリート・アスファルト舗装の全面撤去は、「１－５土地利用・生活環
境に配慮した道路整備」に基づく、市民の安全な歩行空間の確保と整合できないと考
えます。また、河川形状の変更は、「１－６安全性と快適性を兼ね備えた河川・排水路
整備」における市民の安全性を確保する治水機能に支障があるため位置付けられな
いと考えます。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」
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13 将来都市像の具体
化

運動公園とスポーツ施設、それと周辺の公園は今のままでは、他所から人を呼ぶには耐へられません。このエリヤは専門家
を入れて再生するには十分な面積であると思います。しかし、これだけでは他県から人を呼ぶ為には費用がかかりすぎて収
入がありません。整備がととのったら、そこから老人施設のあざみ苑までのコンクリートとアスファルトは全て撤去する。現状
の環緑道路対策は別に考へ、流山の高低差を利用して水を流す。川幅は狭くても両側に平地が広がり、できれば湿地をつく
り木道を通す。川幅は狭いところ有、広いところ有、曲がりくねらなければならない。これが川の原則です。田や畑は少々あっ
たほうが良い。ただし、無農薬とすること。他所から来た人たちの体験農園等もあってよいと思います。川幅を広くとり湿地を
多くし、自然石と砂利、砂を大量に投入する。やがて草が生え花が咲けば、小さな虫や昆虫が集まり、田んぼにはドジョウや
カエルが住めば、このような環境をつくれば、都心では味わえないものとなる。雷の避難小屋や大きくテラスを張り出した茶店
があれば楽しくなる。周辺には誠に良い森が点在している。多少の手入れは必要ですが、あまり人工的にならないように計画
することが肝心です。また、今ある道路で車の通る必要のないものは農道とする。カトリック教会から、あざみ苑の道は畦道と
したり、あの山からの水は、思ったより豊かである。
又、山の反対の水溜りには、今では珍しくなった、ザリガニが生息している。時々車の軌があるのは残念なことです。アスファ
ルトを取り除き、土を固めて、歩行者が利用しやすいようにする。あの山を抜ければ、金乗院を通って豊四季駅へのルートも
ある。人が集まれば商売も成り立つ。もう一つの天形皇神社は本社も手水も石仏も良いが、ふれあいの森にしては暗い感じ
で残念です。開発というのはエリア全体を見て、できるだけ既存のものを育てたい。

13 第３章
将来都市像の具体
化

あざみ苑で止まらず、脇のアスファルトも土として、その先の水辺公園から大川にかけても是非両開発したい。民有地の森の
中に竹が生え、昼なお暗い感じは誠に残念のキワミと言わなければならない。竹林もうまく生かせば、竹の子は取れるし、湯
どうやでもあれば名物となれば、もっと良い。とにかく人が来て、是非また来て見たい。いろいろな花や昆虫に会え、地元のお
いしい特産品を食べたら、お土産に持って帰れるものがあればよい。
セントラルパーク駅から運動公園へ行く道が良くない。またその先の日本庭園は名ばかり。お茶をやるグループも居るし、お
花でも琴の会でも催しがなければならない。そのための導入路と駐車場からの移動手段も重要な課題となります。
おおたかの森と運動公園の道路関係は良く分かりませんが、車優先、リトルトーキョー化では、他県から来た人は、全く感激
しないと言って良いと思います。駅前のショッピングセンターや市の出先機関は必要なものですし、こちらのルートで帰ってき
た人には、おいしい食べ物が必要ですが、あれでは唯、柏がこちらへ移ってきただけのように思えます。一番ないのはソフト
です。人が集まらないから何かをやれないのか。人を集めようとする努力が不足しているのか。それは全てに通じていえるこ
とですが、ハードをつくって、さあ勝手に使いなさい、では、流山の特徴を出すことなど無理な話です。
開発は、専門家を入れた、しっかりしたコンセプトが必要です。まず自然・ゆたかな緑・等々立派なキャッチフレーズは分かり
ましたが、具体的にどのように展開していくのか、総合的な判断が必要です。
来客が何を望むのか、できるだけ自然のまま、アスファルト・コンクリートを安易に使わないこと、新交通システムの導入、同
時進行でソフトの充実、祭りを中心とするにしても、他県からわざわざ見に来る程度のもの、各種団体に呼びかけ、自然の中
の文化活動、特産品のアピールと販売。花が咲けば虫が集まるように、自然に人々行きたくなることが大切なことだと思いま
す。
神社、仏閣の協力、ボーイスカウトの参加と青少年の育成、流山に住む人々が全て参加できることが望ましいと思います。

13 第３章
将来都市像の具体
化

乱文乱筆のまま、出すぎた事も多々あろうかと思いますが、どこへ行っても、つまらないものが多いとき、本腰を入れて良い街
になればと願っております。

28-3 78 ３－１いつでも、どこ
でも、誰もができる
生涯学習の推進

別　提案
お墓は高層にして、小音楽ホール付きぐらい考えて市の目玉になるものにしたい。
図書館については、方々へ行ってみましたがお粗末なところが多い。しゃれた建築と庭、唯本を貸すだけに汲々としているの
ではなく、幅広い文化の中心になるべきと思います。まだ流山市の図書館へはたどり着けないので、なんともいえませんが、
交通との関連をよく考えてください。車はだめです。

東部地域に、東部公民館内にある東部分館に代わる東部地域図書館の建設を進め
てまいります。建設に当たりましては、市民の意見・要望をできる限り反映させていき
ます。

対応済
み

29-1 13 第３章
将来都市像の具体
化

よく“緑を守り”という言葉を耳にしますが、私は、“緑を育てる”の言葉のほうが大事かと思いますが、いかがでしょうか。
言葉のあやかとも思いますが、“守る”という言葉を守っていくと、そのまま手をつけずに残しておくという形になります。
学校の校地の樹木が藪になり、通学路に覆いかぶさってきたり、竹やぶは地主さんがそのままにしておくと根が四方八方に
はっていき、民家の日照不足を起こしています。
また、道路の脇の藪はペットボトルほかゴミの投げ捨て場になっています。
田んぼも畠の野菜も花木も緑を育てています。
私も現役の頃、北海道の北見で山林の枝打ち、下草刈を仕込まれました。
９月１８日夜のＮＨＫ１チャンネル、森林伐採とＣＯ２対策、ＮＰＯ活動。勉強になりました。
緑を守り育ててＣＯ２削減２５％
流山市が千葉県北部で一番になりたいですね。

後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『 都心から一番近い森のまち 』と定め
ることとしています。
都心から郊外に向けて快適に走るＴＸ、南流山のトンネルを抜けると、起伏に富んだ台
地、そして豊かな森が車窓に飛び込んできます、ＴＸ開通により都心から20分台で結
ばれた効果を最大限に活かした賑やかで、活力にあふれる魅力的なまち、
　一方では、熱意ある市民活動により保全された県立市野谷の森公園（通称：おおた
かの森）、市民の憩いの場である総合運動公園など、TX駅前には、まとまった森が存
在し、歴史を伝える江戸川、利根運河、坂川及び富士川などの水辺や谷津、それらを
囲む斜面樹林、新川耕地に代表されるまとまりのある農地など原風景のあるまち、
　また、ＴＸ沿線整備区域では、開発により失われた森や緑を少しでも回復させ、都市
の環境負荷を軽減させるために、グリーンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増
事業の展開、ガーデニング、生垣づくり、緑のカーテンづくりなど、市民と協働で豊かな
緑を育てていく環境、人にも自然にも優しいまち、
　歴史や文化を大切にするまちを目指しています。したがって、緑を守りつつ、緑を育
てることも『 都心から一番近い森のまち 』に含まれています。
なお、具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

29-2 30 １－２地域特性の
合った良好な市街地
の整備

既成市街地地区の駅周辺地域の住み良い住環境の向上に努めます、の「駅周辺地域」。後の文を読んでいくと、駅周辺地域
に限定しないほういいように思えますが。

ご指摘の基本方針で記述している「駅周辺地域」は、「現状と課題」で記述している「東
深井、主に運河駅周辺の整備」の方針を記述しています。
なお、本市の既成市街地は、既存の鉄道駅を中心に市街地形成が進んできていま
す。それらの既成市街地は、今後、つくばエクスプレス沿線整備区域と補完しながら、
道路や公園などの都市基盤整備を行っていくことになっており、それぞれの駅周辺地
域の実状を考慮しながら進めることになっています。
また、既成市街地にある歴史や文化などの資源の有効活用や地域コミュニティ活動の
経験や知恵などを活かした市街地整備も必要と考えています。

修正な
し
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29-3 36 １－４快適な生活環
境を目指した下水道
整備の推進

この施策に★をつけていただけませんか。
「都心から一番近い森のまち流山」都心と３０分で結ばれた効果を最大限に生かし・・・。
しかし、下水道の現状は恥ずかしい。
前回の東部公民館でのタウンミーティングのとき、“中期（３～５年）の公共下水道計画を公表し”となっているが、市は流山市
の地図の上に配管工事の計画図、それに予算の絡み合いで年度ごとの施工マークを書いたものを持っていますか、という質
問したが返答はなかった。
ぜひ、本管、枝管含めて、施工計画図をつくっておいてください。
あわせて“おすい”“うすい”両方の管のチェックの計画図もつくっておかれたらどうでしょうか。
雨水対策の一つとして、東部中学校の崖崩れのあとの処置、ありがとうございました。土手側の排水溝のふたも。ただ、正門
前で集まる排水の能力が小さいかなとも思いますが。

全国平均の下水道普及率74％（H21年度末）を目指し、下水道整備を進めます。
下水道整備計画（汚水）を3～4年のスパンで公表します。
雨水に関しては関係各機関との協議が整い次第、公表していきます。
東部中学校のがけ崩れの関連による雨水対策については関係機関と調整を図りま
す。

修正な
し

29-4 92 ３－６国際社会への
対応

いい文が書かれています。アセアン１０カ国の間では関税も近いうちになくなるし、またベトナムのダナンからカンボジア、ラオ
ス、タイを通ってミャンマーのモーラミンまで、東西回廊というハイウエイも近いうちに開通するし、日本は益々アセアン１０カ国
に密接な関係になっていくことに期待しています。
流山市のご指導で、流山市内でアセアン各国の大学、専門学校の卒業生を日本語の試験を受けさせて、採用する企業なり、
病院なりを選定していただけませんか。
財団法人中小企業国際人材育成事業団のご指導を受けるのもよし、今話題になっている看護師さん、介護士さんを受け入
れて流山市（東京から３０分の地）で育てるのも一つかと思います。
半分は流山市に住み着き、女の子は子どもを生み、また農業を受け継ぐのも一つかと思います。半分は自国に帰って、それ
ぞれの持ち場で働き、日本語を使う。
日本人高齢者で、ウデを持った人が現地で働くとき、すばらしい交流と信頼が生まれることを期待します。
“緑の流山”を第２の“ふるさと”として。
今まで以上にＮＩＦＡの利用をお願いいたします。

人的交流は、国際交流の推進につながると考えますが、外国人の雇用（研修・技能実
習制度）は、各企業の雇用方針によるところがあります。今後も民間企業による受入
れ制度の活用を促進していきます。

修正な
し

29-5 120 ５－１商業の拠点づ
くりと地域密着型
サービスの強化
５－２工業の強化と
新たな産業の創造

流山市。ＴＸは成功です。秋葉原の駅の地下道への通路、大勢の人です。
おおたかの森駅周辺、南流山駅周辺は、一年一年発展していくでしょう。民間が進出してきます。
しかし、市としては、財政で、そのためには、一部、緑を犠牲にしても、プロジェクトを建設したり、誘致して、人口を増やし、税
金が入ってくるようにしていくと思います。市も県も黒字でないと。
常磐線でみていると、北側、北小金を過ぎてすぐ緑の田んぼが目にとまります。
きれいだなと思うと同時にもったいないと思います。
流山市側は前ヶ崎地区です。
この地域にプロジェクトを建設するか、誘致したらどうでしょう。富士川が見える地域。今は、一部残土、残材置場になってい
ます。
以前に、免許センターを持ってきてくれた。
東部バスが通った。今はこのバス、南柏駅と南流山との間を走っている。有難い。また、これに続いて松ヶ丘循環バスが走っ
た。ラーメン屋ができた。
しかし、最近になって免許センターの向こう側には墓地ができた。（これはさびしい）
市の努力で免許センター前から、くろかわの前を通り、前ヶ崎自治会館前までの道路、広くなった。あそこまででストップはもっ
たいない。
前にも書きましたが、この地位の田んぼを含め、今、既に運動場になっている地区を含め、国道６号沿いの千葉県北部運動
場とか、新松戸地区から柏地区までの間に救急総合病院がないので、救急総合病院の誘致は無理かなとか。
南柏駅西口には、有料の風呂屋があって、ここでは月２回、１２日と２２日は柏市と流山市の年よりは無料です。いつもいっぱ
いです。流山市と松戸市と協力して、このような施設はどうかなとか。
空気がきれいだから、化粧品の工場はどうか。富士川が汚れるかなとか。
外国人向けの流山研修センターとか県立か、流山市、松戸市合同大型図書館とか、話題はつきないと思います。

当該地区は市街化調整区域となっていることから原則的に建物の建築は制限されて
おり、大規模な店舗等の立地については困難であると考えます。
また、富士川流域並びに前ヶ崎の田園地区は、貴重な自然環境を有しており、流山市
の「都心から一番近い森のまち」というイメージにふさわしい場所であることから、むし
ろ保存整備の方向で考えるべきと考えます。
住民サービスの向上については、開発とは別の視点で考えることが適切であると考え
ます。
なお、具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

29-6 44 １－６安全性と快適
性を兼ね備えた河
川・排水路整備

隣接する市との協力をすすめるを入れてください。
数年前に、南柏駅東口にエレベーター設置につづいて、流山市民（松ヶ丘、名都借、前ヶ崎）も多く使う西口にもエレベーター
をと話題になったとき、流山市と一緒に流山市の議員の方々が柏市やＪＲに何度も掛け合って設置された。うれしかった。
これからも隣接する市、特に柏市と松戸市とは、何かにつけて、情報や協力を進めていくことが大事かと思います。
具体的には、１－１との関連、及び５－５との関連で、富士川、坂川の両岸に５－４の景観形成植物を育て、ウォーキング道
路を整備するのも一つかと思います。
富士川の水、昔と比べてきれいになった。片方は流山、片方は松戸市、両方で協力して緑を喜んでもらうようにしたい。
松戸市からも柏市からも東京からも大勢の人が散歩にきてほしい。植樹または花を植えるのは両市とも周辺の小学校の子ど
もたち。ふるさとの思い出になると思います。
本土寺のあじさいまつりと本州団地のあじさい通りを回遊路として紹介するのも一つかと思いますし、両市で、四季折々の花
公園とか、イチゴ園とか、そしてホタルとか、柿の花のはちみつなどＰＲするのも一つかと思います。
流山市の東部地区の発展、ひいては、流山市の発展のために、是非横須賀市議や小宮県議に市から協力を頼んでくれませ
んか。松戸市との強調をふまえて。
南柏駅と免許センターの間のバスを通す時、どんなにお２人には世話になったことか。県警にも私達を連れて行ってくれた。
東武バスの本社にも行った。国道の管理事務所へも行った。国道６号線の道幅を3ヶ所警官の立ち合いのもとで実測したり。

国の直轄河川である一級河川坂川では、きれいな水を取り戻し生き物がすみ、たくさ
んの人々が親しめる川になるように、地域の人々と市や県、国が一緒になって改善し
ようとする取り組み「清流ルネッサンス」事業を国が中心となり展開しています。
 
坂川沿川の松戸市域及び流山市域では、地域住民の方々と協働連携による拠点の
整備計画が進められおり、流山市域では、宮園区域における坂川の土手を一部改良
し、親水性を考慮した休憩眺望の場整備を国土交通省江戸川河川事務所が平成21
年度事業として着手する予定です。

今後は、松戸市域及び流山市域の拠点整備計画を行い、点から線へのネットワークを
築き上げることになります。

一級河川富士川は、千葉県管理の河川であります。この富士川においては、地域住
民の方々で構成されている関係団体で水域清掃や稚魚放流会等が実施されていま
す。市では、この様な団体へ市民活動団体公益事業補助金制度を奨励しています。

修正な
し

29-7 39 １－５土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備

市道２５１号線の改修工事、ありがとうございました。以前に比べて静かになりました。マンホールの蓋が１ヶ所パタンパタン
の所がありますが。雨水の水はけよく、車のはねとばし、少なくなりました。
ただ残念なことに、道路標示の「３０ｋｍ」が薄くなってしまいました。ご面倒でももう一度、濃く書いてくれませんか。もう一箇
所、中間でも書いてください。消防署の東、団地へ入るところに「４０ｋｍ」を書いてください。
夕方5時半から6時すぎまでの東行き、とばします。自転車に乗っているとあおられる。
せっかく道路を直してくれたのに、以前からはへりましたが、10輪トラックや12輪トラックが平気で走っています。道路が泣いて
います。少なくとも水戸ナンバー、土浦ナンバー、袖ヶ浦ナンバーの大型車は、イーオンの前から真っ直ぐ西へ。それから南
へ下るよう警察に申し入れて下さい。路盤がしっかりしています。
9月14日（月）朝7時半頃、東武交番の前で警官が一人車の動きを見ていました。国道6号から入ってくる車、警官の姿を見
て、みんなスピードを落していました。
市道２５１号線を走っている松戸中央自動車学校の仮免、路上運転の車と、東武バス、うしろに7台も8台も従えてきちんと
30km、40㎞で走っている。有難い。
機会があったら市から夫々にお礼を言っておいて下さい。

貴重なご意見ご提案等、ありがとうございます。
なお、ご意見等については計画内容と直接関係しておりませんので、今後の行政執行
の中で検討し、担当課を通じて流山警察署に申し入れて参ります。

計画内
容外
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No.
該当

ページ
当該箇所 ご意見等 市の考え方 見解 後期基本計画説明書　修正（案）

30-1 39 １－５
幹線道路の整備

現状と課題の中に向小金のＪＲ常磐線で分析されている状況について明記する。都市計画道路３・４・１０号線の整備計画に
ついて、実施計画の工程表を明記する。（東小、東部中の通学路の歩道が幅が狭いため、非常に危険な状態です。また、特
に近年、自動車の交通量が増加している。早急に６号国道までは実施してもらいたい。地区自治会協議会からも市長宛に要
望書が出されている。）

事業の重要性は、十分認識しています。
都市計画道路３・４・１０号線を含む必要な都市計画道路の整備については、「現状と
課題」「基本方針」に一括して記載しており、個別施策には、「主な事務事業」として都
市計画道路３・４・１０号線を明記しています。
現在、立体交差に係る予備設計を行っています。
具体的な工程については、実施手続きに入った段階で示したいと考えています。

対応済
み

30-2 60 ２－３
戸建て住宅の耐震
化

市民への耐震化の重要性について、防災面からも含めて、情報の広報を更に充実させる。 地震による地域の揺れやすさ等を表示した地震ハザードマップの各戸配布を行い耐
震化の啓発に努めています。また、自治会等と連携し、地域ごとに順次耐震相談会を
開催しており、更に耐震化の必要性について市民の理解を深めて行きます。

対応済
み

30-3 135 ５－５
特色ある観光の育
成と創設

観光客の回遊性を高めるために、地域別の観光マップを作成する。レンタル自転車を利用して歩けるサイクリングルートマッ
プを推奨します。これにより可能な範囲に道路の整備が必要です。サイクリング道路のカラー化、公衆便所の設置、自動車速
度の制限（３０ｋｍ／時）等、そして見て食べて買っての案内とその広報が必要と思われます。

市では、流山の名所・旧跡のほか、歴史、イベント、七福神などを掲載した観光マップ
を発行しています。このマップの中に一部サイクリングコースを紹介しているため、新
たなサイクリングコースの考案も検討したいと考えます。また、本市の観光は、利根運
河と旧流山本町界隈に代表されることから、観光協会がそれぞれの地域別に利根運
河絵図と流山駅・平和台駅タウンナビという観光マップを作成し好評を得ています。こ
れらマップの作成時においては、店舗案内等についても検討したいと考えます。サイク
リング道路のカラー化や公衆便所の設置等については、関係部署と協議する必要が
あると考えます。

対応済
み

31-1 28 １－１整備・開発と自
然環境のバランスの
取れた流山

整備・開発と自然環境のバランスの取れた流山⇒「整備・開発と自然環境・治水のバランスのとれた流山」に変更
理由：整備・開発と自然環境のバランスについては認識されていますが、治水についての認識が低いと思います。開発に伴う
治水能力不足が水害等の問題を引き起こし、大きな被害を出しています。

治水については「第１節　整備・開発と自然環境のバランスの取れた流山」の施策「１
－６安全性と快適性を兼ね備えた河川･排水路整備」で位置付けて事業を推進してい
きます。なお、「第１節　整備・開発と自然環境のバランスの取れた流山」については、
市総合計画の基本構想部分であり、基本構想は平成３１年度までを定めたものである
ので、変更できないと考えます。

修正な
し

31-2 28 １－１整備・開発と自
然環境のバランスの
取れた「流山

基本方針「公園・緑地の整備を図ります。」を「公園・緑地・緑道の整備を図ります。」に変更
理由：都内世田谷区のような「緑道」の整備を提案します。手軽な散歩やジョギング・コースとして市民の健康推進のほか、Ｃ
Ｏ２吸収源・ヒートアイランド防止にもなります。

緑地に緑道や市民の森などを含みます。 修正な
し

31-3 39 １－５土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備

基本方針に「自転車道の整備の促進」を追加
理由：自転車が安心かつ走りやすいように、生活用・観光用の自転車道の整備・促進を提案します。自動車利用から自転車
利用へ転換促進。健康増進、ＣＯ２対策。
観光客誘致対策として自転車レンタルコーナーとサイクリングロード地図の作成。

自転車道路網の必要性については認識していますが、自動車交通量の増加、用地確
保、財源等を鑑みると整備は難しいと考えます。
都市計画道路の整備では、歩道を広く取るなど、歩行者及び自転車道としての対応と
バリアフリー化も考慮し、進めていきます。
生活道路では、歩行者及び自転車の通行にも配慮した整備を図ります。
現在、江戸川堤防に「松戸・野田・関宿自転車道」等が整備されているので活用いた
だきたいと考えます。

修正す
る

１－５．２．を次の通り修正します。
「歩行者及び自転車の通行に配慮した生活道路整備を図ります。」

31-4 42 １－６安全性と快適
性を兼ね備えた河
川・排水路整備

重点施策とする。
理由：市内の急速な開発に対し、治水が遅れています。開発・環境・治水の３つのバランス・調和が重要です。

後期基本計画（素案）で位置づけた重点施策は、素案６ページのプロセスである前期
基本計画における６政策及び３６施策の評価・総括、市民意識調査の内容、市長マニ
フェストなどを踏まえて定めたことから、変更できないものと考えます。

修正な
し

31-5 42 １－６安全性と快適
性を兼ね備えた河
川・排水路整備

基本方針「治水機能・・・、葉一睡施設の整備を推進します。」を「先行待機型排水機の導入など、排水施設の整備を推進しま
す。」に変更
理由：ゲリラ豪雨に対抗するため、先行待機型排水機の導入が必要です。

この基本方針は、不足する排水施設の整備を推進するとして、排水施設（雨水管渠、
ボックス、開水路、調整池等）を総称した表現としています。昨年来、局地的に突発的
に降るゲリラ豪雨が発生しております。流山市としては、必要な施設を年次計画により
進めていきます。

修正な
し

31-6 129 ５－４多様な方面か
らの農業の展開

基本方針に「常設の地農産物・地産品の直売所の設置」を追加
理由：国内各地には大型の地産品直売所を設置して集客に成功している例があります。農産品や土産物コーナーのほか、レ
ストラン、観光案内所、自転車レンタルコーナーなどを併設し、高齢者や身障者を採用して運営してもらう方法はいかがでしょ
うか。

基本方針の「生産効率を高めて所得の向上を図り、農産物の安定供給を支援しま
す。」に「また、常設の直売所設置について検討します。」を追加します。
なお、流山市農産物直売所設置検討会を設置して検討中であります。

修正す
る

５－４基本方針を「生産効率を高めて所得の向上を図り、農産物の安定供給を
支援します。」に修正し、「また、常設の直売所設置について検討します。」を追
加します。

31-7 42 １－６安全性と快適
性を兼ね備えた河
川・排水路整備

平成20年8月30日夜の三輪野１丁目及び５丁目の水害を受けた住民として、下記の意見を申し上げ、提案します。
１．平成２０年８月３０日夜、水害原因の考察
①今上落川流域・和田堀流域範囲における都市化（宅地化・大型施設化）に伴い、この流域範囲の雨水の保有容量が低下し
ていた。
②２００３年頃から、東葛地区に１時間４０ｍｍ以上のゲリラ豪雨が年０～２回起きるようになり、道路や駐車場を浸水させ、数
件の車両や住宅に被害を与えていた。
③和田堀から今上落川への接続口「和田堀樋門」の通水能力不足及び排水機の能力不足が一部住民に懸念されていた。
（その後、４月２８日の住民説明会で「和田堀樋門」の通水能力不足が理論的に数値で証明された。
④その間、雨水の通水及び排水処理能力・保有容量を向上させる対策がなされていなかった。
⑤平成２０年８月３０日夜、１時間９７ｍｍのゲリラ豪雨により、県道を含む三輪野山１・５丁目の広い範囲が浸水し、車両・住
宅に大きな被害が発生した。
⑥一連の水害は「都市型水害」であり、急激な水位上昇と低下が特徴で、迅速な対応が困難で思わぬ被害を引き起こした。
⑦普通の大雨でも流山街道が冠水して、排水能力の不足が懸念されていた。今回の豪雨で、流山街道のあふれた雨水が三
輪野山幹線雨下水路に流れ込み、水害を助長した。

昨年8月末の集中豪雨では、三輪野山地域において、約50軒の浸水被害が発生しま
した。被害に遭われた皆様には、多大なご不安ご心配をおかけいたしました。
近年では、局地的に突発的に発生する豪雨「ゲリラ豪雨」が発生するケースが多く見ら
れるようになりました。
本市におきましても、浸水被害の発生している地区を優先に施設整備として、河川、
雨水幹線、調整池、排水施設等の整備を計画的に進めております。
三輪野山地区の治水対策については、浸水被害解消に向けて、原因の調査検証を行
いました。その結果としては、計画以上の降雨があったこと、和田掘樋管の断面が小
さいことが判明しました。また、治水対策として、和田掘樋管の増設と流山排水機場の
ポンプの先行運転について提案が出されています。
今後、調査検証を受け、提案内容について整備内容や整備スケジュールを含め、次
の計画策定を行って参ります。
当面、整備が完了するまでは、流山排水機場のポンプ稼働、水防活動の迅速化、土
嚢配布について的確に対応して参ります。
また、床下排水用の電動ポンプについては、中央消防署に備蓄されております。

対応済
み
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42 １－６安全性と快適
性を兼ね備えた河
川・排水路整備

２．水害の対策
①都市型水害の一般的対策として
ａ．雨水を地面に浸透させる
ｂ．幹線・側溝下水路の通水を良くする
ｃ．排水機で河川や海に排水する
ｄ．遊水池に貯水し時間をかけて排水する
などがある。
②三輪野山地区の対策として
ａ．県と市が合同で、流山街道の浸水対策を含めた長期的な総合的治水対策計画を作成する
ｂ．緊急性と必要性を判断して、短期・中期・長期の優先順位を決め実行する。
３．具体的な提案
①早急に和田堀樋門の通水能力を拡張する。耐久性１０年で可・・・恒久でなく仮説で可。
②都市軸道路建設時に、恒久的な和田堀樋門のショートカット及び道路に沿っての幹線下水路の新設。
③排水機場の排水機増設または新設と「先行待機型排水機」の導入。
④効果的な遊水池の設置または今上落川の拡幅による貯水能力の向上。
⑤幹線下水路の整備および排水側溝の清掃による通水能力の向上。
⑥条例による透水舗装・浸透側溝の実施及び住宅の浸透マス・貯水タンク設置への補助拡大（利用しやすい施策に）
⑦対策が完了するまで、事前の刑法体制や土嚢の手配など、および、事後の床下排水用電動ポンプの備蓄など、事前事後
の支援体制の充実。

32-1 76 ３－１いつでも、どこ
でも、誰もができる
生涯学習の推進

１[東部地域図書館建設事業]
  意見
① 北部地域図書館と同程度のものを南部、東部に建設して欲しい。
② 新中央館建設を是非基本計画に盛り込むべきである。
中央図書館の現状をみると、老朽化が激しく当座の改修はやむを得ないとしても、時代の要求に対応できない施設であり、
サービス向上など望むべくもない。今後10年間の計画に含めなければ、ますます時代の要請に取り残され市民の満足度低
下は必須となるだろう。
最近5年間の分館別貸出冊数の傾向では、初石・南流山・東部分館の増加が著しい。新中央館の立地は、この傾向と将来の
人口増減見込みを基礎に検討すべきだろう。
③ 地域図書館や新中央館の建設に当たっては、物理的な建築計画の前に、どのようなサービスや機能を盛り込むのかの将
来構想について、衆知を集め取り組んで欲しい。

南部地域には、現在、中央図書館及び南流山分館があり、南流山分館は比較的大型
の分館でありますことから、蔵書数や閲覧席の増加について検討してまいります。
東部地域には、東部公民館内にある東部分館に代わる東部地域図書館の建設を進
めてまいります。
建設に当たりましては、市民の意見・要望をできる限り反映させてまいりたいと考えて
おります。
現在、新中央図書館建設の予定はございません。
人口の分布や増加状況、市民の皆様のニーズや財政状況等を勘案しながら、既存の
施設の拡充整備に努めてまいります。

修正な
し

32-2 76 ３－１いつでも、どこ
でも、誰もができる
生涯学習の推進

２［図書館資料購入事業］
・図書館間の資料回送を行い、購入等資料の効率的な提供を図り、市民ニーズに対応した図書館資料の充実を推進します。
意見
① 図書館間の資料回送などは、長年実施済みのことで、今更基本計画として記述する必要はないのではないか。
それとも複数館で所蔵している資料の重複を減らし、収集費削減を図る意図があるのなら、読みたい資料がすぐ入手できなく
なりサービス低下になるので賛成できない。削除すべきと思います。
② 市民の問題解決に資するための参考資料の充実や、各種データベースを利用可能にするなどの視点を明記して欲しい。

図書館間の資料回送については、次のとおり考えます。
本市図書館の図書購入費は、近隣市等のそれと比較し遜色ありません。それでも、本
市図書館の蔵書をすべて更新するには約２０年（開架図書だけでも約１５年）を要する
ため、書架を新刊図書だけで満たすことは困難です。
また、本市図書館は、全６館中４館が分館であり、分館の少ない蔵書を魅力あるもの
とするには、利用状況に合わせて他館の蔵書や書庫の図書をまとめて回送すること
により、図書のジャンルや児童書等の割合調整、利用者の多くがすでに読み終えた図
書の入れ替えなどを行うことが不可欠です。
市民の問題解決に資するための参考資料については、常時レファレンス（参考業務）
を行うことのできる中央図書館を中心に、収集に努めており、外部の商用データベー
スについても、一部について全館で利用できるとともに、今後の利用に応じて活用の
幅を広げます。
　なお、これらのことは、「市民ニーズに対応した図書館資料の充実を推進します。」に
含めていきます。

対応済
み

32-3 76 ３－１いつでも、どこ
でも、誰もができる
生涯学習の推進

３[図書館情報提供サービス事業］
・インターネットを利用して自宅等から蔵書検索や貸し出し予約ができる情報提供サービスの充実や、図書館の夜間及び祝
日開館等を実施し、市民の生涯学習の機会拡充を推進します。
意見：
素案の文章には、基本計画としての方向性も意欲も感じられない。
図書館は、市民が一番多く足を運ぶ生活に密着した公の施設である。
その充実は、市民の満足度を高め、市の文化度を測る目安でもあり、セールスポイントにもなる。
① ネット経由での検索・予約サービスは実施済みであり、次のステップの情報提供サービスを志向して欲しい。
② リファレンス機能の充実など、時代の要求が反映されていない。
③ 夜間及び祝日開館も実施済みであり、問題は物理的なサービス時間の増加よりサービス内容の充実こそ必要であるのに
触れられていない。
④ 障害者サービスなど図書館未利用者への働きかけや情報提供に努めるべきと思う。
⑤ 読書推進事業としての学校図書館との連携強化は当然として、ブックスタート事業への取り組みを是非盛り込んでほし
い。
⑥ 資料にチップを付け、貸出返却業務や蔵書点検の効率化を図るとともに資料紛失リスクの軽減を実施してほしい。これは
長期的には経費節減に寄与する可能性がある。
⑦ 市議会・行政の必要にも応じられるような高度な調査機能も持てる図書館を志向してほしい。
⑧ 時代の要請に応えるサービスのためには、それを担う人材の育成と確保が必須である。長期的に適正な職員配置とスキ
ルアップが望まれる。

本市図書館は、市民だれもが最良の資料を求める権利があり、それらの要求を満た
すために、あらゆる図書館資料を収集又は探索しようと努め、また、その提供手段とし
て閲覧・貸出・レファレンス（参考業務）を基本に据え、時代の要求にも合わせてサービ
スに努めてまいりました。今後も、これらのサービスをさらに深めていきます。
図書館情報提供サービスの向上については、日々の向上のほか、電算システム更新
時における機能強化に合わせて、多額の初期費用を要する図書館資料の不正帯出
防止のためのＩＣチップ化を検討します。
身体のご不自由な方への宅配サービスは、対象を広げ来館が困難な妊婦の方にも
行っています。
幼児・児童への読書推進事業については、赤ちゃんと楽しむわらべうたと絵本の会等
の開催や「おすすめの本パンフレット」の発行、中央図書館内に事務局を置く流山市子
どもの読書推進の会が、毎年開催する音読・朗読発表会、おはなし会レベルアップ講
座の事業支援等を行っています。
参考業務については、中央図書館を中心に機能強化を図っており、さらに高度な参考
調査機能については、千葉県立図書館等との連携により対応していきます。
情報基盤としての図書館のサービスの基本は、資料及び人的援助であることから、適
正な人的配置とそのスキルアップに努めます。

対応済
み
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33-1 13 将来都市像の具体
化

流山に住んで19年になります。
流山にお友達に泊まりに来てもらうとき「何も特に名所はないけど、都内に近いし遊びに行く拠点にしてね」と伝えます。でも
実際には都内の友達が多いので特にうちにわざわざ来る必要性はないのです。
何を観に来るわけでもないですが、泊まって楽しんで帰ってくれます。それは、気を使わずゆっくりもてなしてもらい、おいしい
ものを食べて愉快なおしゃべりをするからだとおもいます。
「気の合った人と楽しいときを過ごす。」人の幸福の基本はそこにあると思っています。
私は国際交流協会のホームステイ会に入っています。
今までアメリカ、オーストラリア、インドネシア、香港、台湾などの学生を泊めてきました。
ほとんどの学生に流山の史跡を見せることはなく、都内の足がかりとして宿泊させておりました。
ただ、私はその子たちにはこう伝えていました。「東京は確かに刺激的でいろんなものがあるよね。でも都会の生活が日本の
すべてではないよね。あなたたちの住んでいる場所がそうであるように、華やかな都会は一部であって、ほとんどの国民は流
山のような場所で日々の生活を穏やかに暮らしています。日本の普通の家庭の生活を知ってもらえたとおもうよ」と。
彼らもとても喜んで帰りました。将来流山に住みたいといってくれました。
横浜のニューグランドホテルが空襲にあわなかったのはマッカーサが新婚旅行で泊まったホテルであったからと聞いていま
す。外国の方たちが流山に対していいイメージを抱いて帰っていただくことは、大事なことだと思います。小さな心配りの積み
重ねで都市の印象が作られていくのではないでしょうか？

市の観光については本計画素案の１３５ページから１３７ページに位置付けられていま
す。ご提案のように際立った観光資源はありませんが、既存の観光施設や観光資源
の保存、整備などを進め、観光スポットの定着を図り、様々な観光ルートを提示して、
観光客の回遊性を高めていきます。

対応済
み

33-2 13 将来都市像の具体
化

「都心から一番近い森のまち」流山はとてもよいイメージがあります。ただ、その先が見えないような気がしています。具体的
に未来の流山を千葉県において、関東において、日本においてどんな立ち位置にしたいのかが詰められていないように感じ
ます。京都や東京のように観るべき重要文化財があるわけでなく、ショッピングセンターやマンションを建てている事を考えれ
ばベットタウンにするのでしょうか？
私は他の街と同じことをしていてはだめだと思っています。ショッピングセンターにマンションも近隣に乱立していますよね？始
めは集まってくるかもしれません。でも、50年後はどうでしょう？もしかしたら高齢者が住みにくいゴーストマンションになってし
まっているかもしれません。ショッピングセンターもそんなにたくさんいりますか？物が溢れた生活が本当に豊かな街なので
しょうか？
この夏にドイツからオランダを家族で回ってきました。フランクフルトからカッセル→ハーメルン→ブレーメン→アムステルダム
でたった1週間の旅でしたが気づいたことがありました。
カッセルはそれ自体では世界からの観光客を集約できるほどの名所があるわけではないのですが、ブレーメンまでの街道と
して考えると「メルヘン街道」としてひとつの観光都市として生きてくるのです。

後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『 都心から一番近い森のまち 』と定め
ることとしています。
都心から郊外に向けて快適に走るＴＸ、南流山のトンネルを抜けると、起伏に富んだ台
地、そして豊かな森が車窓に飛び込んできます、ＴＸ開通により都心から20分台で結
ばれた効果を最大限に活かした賑やかで、活力にあふれる魅力的なまち、
一方では、熱意ある市民活動により保全された県立市野谷の森公園（通称：おおたか
の森）、市民の憩いの場である総合運動公園など、TX駅前には、まとまった森が存在
し、歴史を伝える江戸川、利根運河、坂川及び富士川などの水辺や谷津、それらを囲
む斜面樹林、新川耕地に代表されるまとまりのある農地など原風景のあるまち、
また、ＴＸ沿線整備区域では、開発により失われた森や緑を少しでも回復させ、都市の
環境負荷を軽減させるために、グリーンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事
業の展開、ガーデニング、生垣づくり、緑のカーテンづくりなど、市民と協働で豊かな緑
を育てていく環境、人にも自然にも優しいまち、
歴史や文化を大切にするまちを目指しています。したがって、緑を守りつつ、緑を育て
ることも『 都心から一番近い森のまち 』に含まれています。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

33-3 13 将来都市像の具体
化

流山も一つの市だけでは観光客を呼べないかもしれませんが、東京への足がかりとしてはとてもいい位置にあります。成田、
ディズニーランド、秋葉原、浅草にアクセスがいいからです。
カッセルやブレーメンの道路は都市を結ぶ幹線道路が主で街の中心は車でなくトラムという市電や市バス、あるいは自転車
で移動します。
日本は狭いのに車社会です。自動車業界が日本の経済を引っ張っているからなかなか難しいのかもしれませんが、エコや健
康を考えたときやはり個人が車で移動することを基本とせず、歩く、自転車で移動することを基本に考え道路もそのように造
るべきではないでしょうか？
またドイツはエコが進んでいて、コンビニにペットボトルを返すと0.25ユーロ返金してくれます。こういう取り組みも企業とタイ
アップしてやればお金になるならみんなゴミを捨てずにリサイクルするはずですよね。
理想ですが、流山の市役所は市の中心の位置であるおおたかの森に持ってきて東西南北から幹線道路でつなぎ、各公共施
設やショッピングセンターはグリーンバスを乗り継げば車がなくとも移動でき、市の各地区の中心部は自転車道が整備されて
自転車や車椅子で市のどこへでも安心して移動できる街づくりが必要と考えます。都内へはつくばエクスプレスの他運河で浅
草からの水上バスルートにつながる河岸を再現してもいいように思います。
また、住環境も流山にマンションを乱立せず、もう少し先を考えた自分の畑や水田つき（畑指導もついている）の住宅を販売し
てもいいのではないでしょうか？
家の家計を考えたとき、赤字なら次の年は支出を抑え、収入が増えるようにしますよね？
流山は予算をつかいきるように動いているように思いますが、思い切って1年なにも造らないとかはしないのでしょうか？歳入
をみると市税の収入が60％前後、次は市債となっています。市民を増やすことでのみ収入を増やすのではなく、法人税を増
やせるように流山に本社を置く企業を成長させる、ベンチャー企業を育成する施策も必要ではないでしょうか？
流山にあったらいいなと思うことをいくつか考えてみました。

市総合計画の都市構造図において、おおたかの森駅周辺を商業業務文化機能を配
置する中心核と位置付け、また、都市計画マスタープランの将来都市構造図において
も商業・業務・文化・行政機能を有する流山新拠点と位置付けていますが、市役所の
市民サービス機能の一部を備えた出張所機能を設置しましたが、市役所の移転の計
画は現在はありません。
　
また、ぐりーんバスの公共施設間の循環ルートについは、本計画素案の４８ページの
「利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実」の施策を推進する中で、公共
交通機関に対する市民の満足度を把握調査しつつ、運行改善及び新規路線の導入を
推進します。
　
自転車専用道路網の整備の必要性は認識しているが、自動車交通量の増加、用地
確保、財源等を鑑みると整備は難しいと考えます。
都市計画道路の整備では、歩道を広く取るなど、歩行者及び自転車道としての対応と
バリアフリー化も考慮し、進めていきます。
生活道路では、歩行者及び自転車の通行にも配慮した生活道路の整備を図ります。
　
また、運河から浅草への水上バスの導入については、都市計画マスタープランにおい
て、江戸川の水上バスの導入の検討について位置付けています。また、平成５年建設
省において皇太子殿下ご成婚記念事業として「利根川・江戸川改修と舟運の歴史をし
のび水辺に親しむ整備」事業が進められることとなり、地域の市町村等と連携しつつ
整備の促進を図ることとなり、検討が進められてきました。しかし、江戸川の水深が浅
く、また、国による江戸川の改修計画がなかなか実現されない状況にあることから、本
計画（素案）では位置付けるまでに至らないと考えます。
　
法人税収入増となる企業等誘致については、本計画素案の１２０ページ、「５－１商業
拠点づくりと地域密着型サービスの強化」において、市の魅力を首都圏を中心にＰＲ
し、企業誘致、住民誘致を推進していきます。

修正す
る

１－５．２．を次の通り修正します。
「歩行者及び自転車の通行に配慮した生活道路整備を図ります。」

33-4 13 将来都市像の具体
化

①東京にはホームステイをさせてくれる住環境はあまりないようで、流山のホームステイ会が活躍しています。
これからはアジアの連携が必要になります。ホームステイの街として日本、世界に国際都市流山としてアピールしたらどうで
しょうか？ホームステイの家庭を確保した上で、世界の大学や高校にホームステイを受け入れると宣伝し、平行して流山のｾ
ﾝﾄﾗﾙパーク駅前に住宅展示場ならず、企業展示場を各企業から募集し、日本のあちこちに多額の新幹線代を使って移動し
ないでも、企業の技術やコンセプトを体験学習できる施設を作ります。これは幕張などでやっているようなオモチャショーなど
のイメージで日本の伝統技術や文化のほか、さまざまな企業の最新技術なども体験できるものです。大人版キッザニアという
ような感じです。今、産業博等で職業体験ブースがありますが、それをもっと本格的にしたようなものです。
流山は土地を誘致し地代を企業からとりますので収入はあっても支出はありません。生涯学習センターでは市民活動での
サークルによるお茶や琴、日本舞踊など日本の伝統文化も体験できます。建物の建設は簡易ものですから企業側も失敗して
もすぐ撤退できます。

素案９３ページにある国際姉妹都市検討事業を実施していきます。現在、国際姉妹都
市のあり方について検討していますが、流山市としてどの様な国際都市が望ましい
か、メリット、デメリットを踏まえた上で、流山市が国際都市としてアピールできる点に
ついて整理していきます。

対応済
み
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33-5 135 ５－５特色ある観光
の育成と創設

②流山には名産がありません。
おみやげも私は柏火山焼きをもっていくようなしまつです。商工会館に飾ってあったような気がしますが、お店では見かけない
のですが。
何かコンテストでも開いて流山の名産として打ち出せるものをつくりませんか？子供たちから大人まで市民みんなで考えませ
んか？
③海外のシテイホールと提携し、情報を交換する。
エコのこと道路のこと観光のこと仕事のやり方、ライフバランスなどいろんな国のことを調べて
情報を交換してみたらいかがでしょうか？
市内在住の大学生を中心に比較検討委員を募って調べさせたらどうでしょう？彼らの論文にもなるし、いい経験になり、市と
してもこれからの流山の事業計画にいい資料となりえると思います。

②本市には、流山市ふるさと産品協会があり、同協会で流山の土産品としてふさわし
い酒、みりん、漬物、和菓子、せんべいなど３０品目が「ふるさと産品」として推奨認定
されています。認定品は、流山ブランドとして、各種イベントやアンテナショップでの普
及宣伝活動や販売促進により流山の知名度向上に寄与しています。
商品のバリエーションが限定されるため、市民等からの一般公募による商品の掘り起
こしを行うなどして、流山ブランドづくりに向けた取り組みも重要と考えています。

③本市は国内の姉妹・友好都市との情報交換は行っておりますが、海外には姉妹都
市がありません。今後は、国際交流関係部署と協議していきたいと考えています。

対応済
み

33-6 27 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

③元手がかからずやれることを考える。
いま2つほど思いついています。一つは緑を増やすということです。
流山市の花はさつきでしたよね？私が子供のころ母親たちの間で挿し木によるさつきの盆栽を増やすことが流行っていまし
た。鹿沼土で挿し木で増やした鉢がたくさんあったのを覚えています。さつきを挿し木をして増やし、市の生垣などに使ったり
将来は外国に盆栽として売ったらどうでしょうか？盆栽が外国でブームだそうです。商売はともかく、さつきだけでなく、いろん
な植物などの種を植えて苗にして育てる。それを小学校から教えて作物つくりの技術とともに教えていくことは緑を大事にす
るこころも育つと思っています。
是非小中学校の必須授業として作物をきちんと育てることを地域の農家等とタイアップして推進してください。

学校では理科や生活科などの学習で、花の種を植え、育て観察する等の学習を実施
しております。作物の作り方育て方について地域の方に教えていただくこともありま
す。その中で情操面の育成も更に図れるよう、学校園の整備も実施し、より良い環境
作りを目指していきます。

対応済
み

33-7 27 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

もう一つは公園の遊具を手作りするということです。
住宅を建てたときにでる廃材がありますので、それを使ってシーソーや切り株、タイヤの跳び箱など、企業にお金を払って作
成してもらわなくても、中学校の技術の授業として近くの公園の遊具を作ったらどうでしょうか？よくいろんなものを作って帰っ
てきますが、どれもいつのまにかゴミになるオブジェみたいなものです。それなら自分たちが遊ぶものをみんなで協力して作っ
たほうがどんなに有意義でしょうか？
これからの教育はものづくりを教えなければだめです。机上の勉強では食べていけません。それは日本全体の教育にも言え
ることです。お金を回して儲ける国はいずれ貧しくなります。国民がちゃんと自分のものは自分で作れる技術を持っていた日
本であることをもう一度考え直し、できる人がいなくなる前に伝えてもらわなければならないと考えます。
近所を散歩すると使われていない公園使われている公園があります。使われている公園にはもっと遊具を配備すべきです
し、使われていない公園はその理由や頻度を調べ使われる公園にするか、公園でなく、別の緑に（学校で体験教育をする畑
とか花壇とか）してしまってもいいように思います。
子供たちが自分たちがよく使う公園を自分たちで楽しくメイキングできたらどんなに楽しいことでしょう？

手作りの遊具もすばらしいと思いますが、安全性を考慮して、専門業者が作成した遊
具を設置しています。南流山地区の街路樹には、市民の方の協力で、建築廃材を利
用した手作りの樹名板を付けています。

修正な
し

33-8 13 将来都市像の具体
化

まとまりなく書き連ね、わかりにくかったかもしれません。
子供たちにどんな流山を残していくのか？目先の事も大事ですが、100年後に潤う街であるためには、いい加減な街つくりで
はだめであると考えます。今は観光の目玉がなくてもこれからつくることはできるし、お金をかけないでもできることはいっぱい
あると思います。目に見えないものに大事なものはありますよね。
人の優しさは街を裕にすると思います。物の豊かさばかりを追求しないで、自分たちで幸せな街を造れる技術や気持ちを伝
承できる街にしてください。

平成２１年４月に施行した自治基本条例では、自分たちの課題は自分たちで考え、解
決に向けて行動するという、市民が主役の魅力あるまちづくりを進めていくことを基本
原則としています。本計画（素案）は、自治基本条例の目的である市民福祉の向上
（市民の暮らしを豊かにすること）を図るための政策執行の拠り所として、推進していき
ます。

対応済
み

34-1 39 １－５土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備
２－４日常生活での
安全性と快適性の
確保

道路交通網の整備および安全確保に関して
住宅街等の中にある生活道路は「歩行者、自転車優先」とし、一般車両が通行する道路とすみわけがなされるような計画を
実施していただきたいです。
理由：おおたかの森駅周辺の開発で、道路のつけかえが行われているせいか住宅街や細い道を「抜け道」として利用する工
事車両や一般車両が増え、交通量と騒音が増加して不快に感じています。道路状況や時間帯に関係なくスピードを落とさず
に走り抜ける車も多く、危険です。具体的には、スピードの出しにくいような突起物のある道路にするとか居住者のみ許可制
で通行可能にするとかも考えていただきたいです。

生活道路では、歩行者及び自転車の通行にも配慮した整備を図ります。
歩行者の安全を確保する上で、交通規制の必要が生じる場合は、警察等と協議し対
応していきます。

修正す
る

１－５．２．を次の通り修正します。
「歩行者及び自転車の通行に配慮した生活道路整備を図ります。」

34-2 6 １－１整備・開発と自
然環境のバランスの
取れた「流山

人工的に整備する方針が強いように感じられます。「自然環境とのバランス」とうたいながら、開発・整備の方針ばかりが並ん
でいるので、 既存の自然環境保全も重視していただきたいです。(前期基本計画で実施済みかを調べてないので違っていた
ら申し訳ないですが)また、温暖化防止のためのみならず、「緑の豊かさが人間の心の豊かさにつながる」「人間も生態系の一
部」という観点から、自然観察、里山保全、教育啓蒙活動も方針にふくめてはどうでしょうか。

減少した緑の回復を主体に、ＣＯ２吸収源の倍増を行います。 対応済
み

35-1 79 ３－２個性を生かす
教育環境の基盤充
実

 常日頃より市政への取り組みに尽力いただきありがとうございます。流山市総合計画・後期基本計画につきまして、何点か
コメントさせていただきたく思います。
まず転居後に感じたのは、おおたかの森を「子育ての街」と位置づけながら、教育に関する取り組みに魅力がない、との思い
です。小山小学校こそ新設しておりますが、箱以外のソフト、教育の中身については目新しい話を聞きません。
また、市野谷付近に当初計画予定であった小中学校の設立について、その後なんの音沙汰もありません。　おおたかの森に
引っ越してきたものの、現在の小中学校では通学距離がありすぎ、共稼ぎの家庭にとって、とても「子育ての街」とは感じられ
ません。
教育レベルも流山は低い評価を受けていますが、その点について具体的な取り組みは考えておられるのでしょうか。一朝一
夕にはいかないと思いますが、たとえば小中一貫校や高校の誘致を図る、教育レベルの底上げを図るための取り組みを宣
言する、などできないものでしょうか。
教育問題は子供を持つ親にとって、転居先を決定する重要な要素です。就学までの施設充実ももちろん重要ですが、そこで
終わってしまったのでは、子育てを真剣に考える親にとって、生涯住む街としての選択肢にはなりえないのではないでしょう
か。
 予算の都合は当然承知しておりますが、小中学校の新設、教育レベルの底上げは流山に新たな住民を定常的に呼び込む
ためにも必須と考えております。

教育内容の向上につきましては、学校サポート教員や小学校英語活動指導員など、
個性を生かす教育内容・環境の充実を図り、計画的に進めて参ります。新設校の設立
につきましては、周辺の人口増加などを考慮して総合計画の中で建設時期を決めて
います。

対応済
み

35-2 76 ３－１いつでも、どこ
でも、誰もができる
生涯学習の推進

図書館ですが、おおたかの森付近によい図書館がありません。（西初石にありますが距離があり、また設備もかなり古いと感
じます）子育てにも通じますが、学習、教育の底上げのために図書館の充実は必要と感じます。(現状はくるまでしか図書館に
アクセスできません）ぜひ一考願います。
また、小さな話ですが、図書の返却についても、おおたかの森駅には返却ポストがありません。ぜひ設置の検討をお願いしま
す。

流山おおたかの森駅周辺における図書館施設の建設については、現在、建設の予定
はございません。
つくばエクスプレス沿線整備に伴う人口の増加状況、市民の皆様のニーズや財政状
況等を勘案しながら、今後の図書館サービス体制の総合的な見直しの機会に検討課
題の一つにしたいと考えます。
なお、流山おおたかの森駅・東口に返却ポストを平成１９年４月から設置しております
のでご利用ください。

修正な
し
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35-3 30 １－２地域特性に
合った良好な市街地
整備

不確かな情報ではありますが、ＵＲが平成２５年を持って開発事業から撤退するとの話を耳にしています。近隣のＵＲ保有地
が最近、低価格で売り出しを行っているため、なおさら不安な気持ちでおります。
その点について、この情報に対してどこまで押さえているのか、今後の開発計画に影響が出るものなのか、お聞かせ願いた
いと存じます。
以上、色々申し上げましたが、私も流山を終の棲家と決断しているため、よりよい街づくりをぜひともお願いしたいと思ってお
ります。

ＵＲ都市機構施行の新市街地地区は、平成１８年１２月２６日付けで事業計画（第２
回）が変更され、換地処分予定を平成２６年３月３１日として事業が進められていま
す。

対応済
み

36-1 13 将来都市像の具体
化

・「都心から一番近い森のまち 流山」の表現は、マンション業者の宣伝文のようで、今住んでいる人達の視点に立っていな
い。また、森は大幅に消滅しており、現に暮らしている住民視点の表現に変えたい。例えば「緑と森の子育てしやすい流山」な
ど。
・人口規模に関し、きめ細かなまちづくりをするためには、総合的な税収や収入を考慮しながら、大規模化を目指さないコンパ
クトシティが市民本位になる。

「都心から一番近い森のまち」は、平成１２年３月に策定した総合計画の将来都市像を
実現するため、後期の平成２２年から平成３１年度における具体的な都市のイメージと
しています。
また、本計画では、平成３２年３月の人口規模を２０万人から１８万１千人に再推計し、
かつ、施策を展開する事務事業は、財源の裏づけのある事業を位置づけ、将来都市
像の実現に向けて推進していきます。
なお、具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

36-2 16 まちづくりの基本方
針

概ね賛成なるも、「地球環境にやさしいまちづくり」はあまりに抽象的 で「自然と生活環境(に配慮)のまちづくり」の方がイメー
ジしやすい。

「地球環境にやさしいまちづくり」の説明を本計画素案の１７ページで具体的に説明し
ています。

対応済
み

36-3 27 1節　整備・開発と自
然環境のバランスが
とれた流山

市役所に掲示してある航空写真を見ても、新川耕地や開発しずらい斜面林が残されているが、緑の森は点在しているに過ぎ
ず「自然環境のバランス」表現は、現実と比較し大いに違和感ある。

「第１節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備）」の施策
「１－１生態系に配慮した公園・緑地・水辺等空間の整備・管理」をはじめとする、各種
施策で開発と保全のバランスを考慮しながら、景観や環境に配慮したまちづくりを進
め、「都心から一番近い森のまち」という具体的な将来都市像のイメージを目指してい
きます。

対応済
み

36-4 28 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

政権の交代に伴う地方主権により、これ以上私有地の緑を減らさない工夫はないか、地権者・市民を含めた協議の場が必要
ではないか。(国への要望書提出など)
また、国や県を含めた公共用地を緑を増やすためさらに有効利用できないか。その管理や整備は市民参加による有償作業
が望ましい。

私有地の緑については、借地の長期継続と買取を行っていきます。現在も自治会やＮ
ＰＯ団体に有償で公園や市民の森の管理をお願いしており、これからも継続して行っ
ていきます。

対応済
み

36-5 39 １－５土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備
２－４日常生活での
安全性と快適性の
確保

今後の道路整備主眼は、歩行者や自転車が安心して通行できる道に転換する。　(2-4も同様) 自動車と歩行者及び自転車の通行空間を別途確保する必要性は認識しています。
生活道路では、歩行者及び自転車の通行にも配慮した整備を図ります。

修正す
る

１－５．２．を次の通り修正します。
「歩行者及び自転車の通行に配慮した生活道路整備を図ります。」

36-6 42 １－６安全性と快適
性を兼ね備えた河
川・排水路整備

・雨水利用の重要性に鑑み、表題を「生活の安全性と環境に配慮した河川・雨水浸透・排水路整備」としたい。
・最近、私有地の森を伐採造成した野々下4丁目の住宅団地のご
とく、各戸の雨水浸透槽と集中大型雨水浸透槽がセットで普及している実態をもっと広報宣伝したい。
また、同団地の各戸庭先に雨水タンクが標準設備されていることを紹介し、その導入を促すようにしたい。
(河川課・環境政策課の各担当課の担当になるが、それら纏めた形での紹介が必須)

市では、開発行為により宅地造成が行われると保水力が低下し流出量が増加するこ
とから、流出抑制対策として、流山市開発指導要綱に基づき、雨水貯留槽や雨水浸透
桝を設置するよう指導しています。
また、住宅に雨水貯留槽を設置することに対して奨励金を交付し、その設置を奨励し
ています。
なお、表題については、流山市総合計画・前期基本計画との整合を図ることから変更
はできないと考えます。

対応済
み

36-7 45 １－７水需要に応じ
た水道事業の展開

水道料金を見直して値下げする自治体もある。本当に流山の現行料金が適正か、料金を値下げする検討はなされたか。
八ツ場ダムのような、従来からのしがらみを排除した見直しができないか。

老朽化が著しい江戸川台及び東部浄水場の更新や、布設後約４０年を経過している
老朽管更新などを推進し、水道利用者にさらに安全で安心な水道水の安定供給を目
指したサービスに努めていくこととしており、これらを含めた水道事業経営（４年ごとに
策定の財政計画）の中で「水道料金」について検討しています。
なお、ご意見等については計画と直接関係ありませんので、今後の行政執行の中で
検討・対応していきます。

計画内
容外

36-8 48 １－８利便性と快適
性を重視した公共交
通機関の整備充実

・市境にあり柏市内の東武線「豊四季駅」は、流山市民の利用割合が多く、他の駅同様な配慮が必要。
・新川耕地の緑の有効利用を飛躍的に進めるため、流鉄を新川耕地まで延伸する将来計画を検討してみてはいかがか。近
い将来、流鉄部を含め、維持費の少ない簡易新交通システムも視野に出来ないか。
・全体的に肝心の市役所へのアクセスが悪く、再検討要。

「４－６バリアフリーのまちづくり」の交通施設バリアフリー化設備事業に基づき、豊四
季駅バリアフリー化と合わせて東口の開設について東武鉄道や柏市に要望していき
ます。
流鉄の延伸については、流鉄（株）の経営体力を超えるものであり困難と考えます。
新たな交通システムについては、経営状況が改善された後の課題と考えています。
市役所への交通機関は、ぐりーんバスと民間路線バスの連携及びバス路線網の充実
により利便性の向上に努めます。

修正す
る

「４－６　１．（２）公共交通施設のバリアフリー」の「主な事務事業」に
「豊四季駅バリアフリー化促進事業　継続　交通事業者」を追加します。

36-9 57 ２－２環境共生社会
を目指す廃棄物循
環型都市づくり

今までの大量消費や無駄の多い市民ライフスタイルにつき、どこが問題化を具体的に指摘することが重要。循環型社会にす
れば解決する問題ではない。

大量生産、大量消費の社会は、大量廃棄型の社会をもたらしました。その結果、大量
に発生するごみが環境問題や社会問題を生じさせています。
 そこで市では、第一にごみの発生量そのものを減らすことを最優先とし、大量廃棄、
大量リサイクルからの脱却に取り組んでいます。
 そうして、ごみの発生量をできる限り減らした上で、ごみとして排出されるものについ
ては、徹底した再使用、再利用により最終処分量を最小限にすることに取り組むな
ど、環境負荷の少ないごみ処理システムの構築に取り組んでいます。

対応済
み

36-10 60 ２－３自然災害・都
市災害への備えと予
防

地域の避難建家を学校の体育館と決めることにより災害時に迷うことなく避難できる。したがって避難建家の耐震性などの信
頼性を確保し、明確に「地域災害センター」的な位置付けをする。
その屋根には、環境と災害対策を兼ねた太陽光発電システムや風力発電設備を設置し、蓄電変電設備からの電気は非常用
電源となる。

「地域災害センター」的な位置付けについては、災害に対応できる専門的な施設整備
が必要となるため、学校の体育館等を「地域災害センター」として位置付けすることは
難しいものと考えます。

修正な
し

36-11 72 ２－６市民の主体的
連帯活動に支えられ
たコミュニティの推進

自治会単位の学習会を強力に進めたい。コミュニティとは、市民活動とは、公を担う市民とはなど、市民の社会的意識向上が
大きな課題。（特に男性OB）

自治会における課題の解決につきましては、行政としてコミュニティ関係の情報を積極
的に提供していきます。

対応済
み
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36-12 76 ３－１いつでも、どこ
でも、誰もができる
生涯学習の推進

・目的を持った学習(何のために学ぶのか)の動機づけが重要。
・公民館等には予約の必要ないフリースペースを。簡単な打合せや自習の場となる。
・定年OBへ社会性の再教育を行い、趣味生活だけでなく公的活動の重要性を認識してもらう。

ボランティア養成講座など、社会参加につながるような講座の企画をはかっています。
各館において、フリースペースとして談話コーナーあるいは閲覧コーナーなど個人でも
使用可能な場所を設けております。また、市民グループにつきましては、当日、空き部
屋がある場合には予約がなくても使用できます。

対応済
み

36-13 79 ３－２個性を生かす
教育環境の基盤充
実

自然を自然に学べる「農的な教育の場」を小中高全校に設け、体験学習できる環境とし、その支援を行政と市民が恊働・連携
で行う。

学校の実状に応じて、畑で野菜を育てたり、水田で米作りをしたりするなど体験学習を
行っています。今後も、義務教育人材活用や学校サポートボランティアの活用により
充実を図っていきます。

対応済
み

36-14 100 ４－２高齢者や障害
者がいきいき暮らせ
る社会づくり

・元気な高齢市民が、足腰の弱った高齢者の外出を低廉で支援する仕組みを広げる。
・高齢者が足を運びやすい、近隣商店街の充実を支援する。

高齢者就労支援事業として、平成２２年度より介護ヘルパー養成講座助成事業をはじ
めます。企業バスを活用した高齢者移動支援事業を展開しています。企業バスの運
行ルート内であれば無料で利用することができ、今後も協力企業の開拓など高齢者移
動支援事業の拡大を検討していきます。

対応済
み

36-15 72 ２－６市民の主体的
連帯活動に支えられ
たコミュニティの推進

自治会単位の地域に、気軽に利用できる「たまり場」をつくり、情報交換や会話によるコミュニティの充実を図る。行政は空き
家情報を提供し、その利用を支援する。
もちろん運営管理は自治会自身が行う。

貴重なご意見ご提案等、ありがとうございます。なお、ご意見等については計画と直接
関係ありませんので、今後の行政執行の中で検討・対応して参ります。

計画内
容外

36-16 120 ５－１商業の拠点づ
くりと地域密着型
サービスの強化

既存の住宅地に近い商店街を充実させる。車の利用を前提とした郊外型大型店は高齢化社会に合わない。 市内には１６の商店会（街）があり、日用品等を販売し市民の利用に供しています。し
かし、景気低迷や消費者ニーズの多様化により、地域密着の商業地とし特性を活かし
た商業活動の展開が求めれれているため、空き店舗の有効活用や地域活性化アドバ
イザーの活用、プレミアム商品券発行事業など商店街の活性化に向けた施策を展開
しています。各商店街においても高齢化社会を意識した地域密着型サービスの充実
を図っていきます。

対応済
み

36-17 129 ５－４多様な方面か
らの農業の振興

・今までの国の失政から、人が生きるための大事な農業の振興・維持が停滞しているが、「農業」という狭い業態の中だけで
は解決できなくなっている。
・食料自給率は「自給力」に懸かっており、それには農業者以外の一般市民参加しかない。
・主食の米づくりは機械化や農地集積で継続可能と思われるが、米以外の農産物生産にはどうしても人手が必要になる。
・新政権による農家への直接支払い内容は不明であるが、その一部を農業生産に参加する市民等に還元すれば中小農業を
含めその継続が可能となる。
・これから農業は生産のみでなく、その品質管理や加工・販売も一般化し、その場合も市民参加が欠かせなく、雇用の場も増
える。
・遊休農地の市民農園化は、市民が農業を理解する絶好の場となる。
・遊休農地の景観作物は、見方によれば農政の無策を象徴し、本来の目的である食料生産から外れている。
・農地は自然環境の保全面で無くてはならない場であり、環境政策担当の生物多様性推進を、農政は環境政策部門と密着し
た体制で進める必要がある。
・有機農業は県でも推進中であり、少なくともその情報を農家や市民へこまめに伝達・説明をする必要がある。ペーパー作成
のみでは不十分。県との連携が必要。
・当市の農業を振興させる農政の政策や実績は、近隣他市と比較し大変見劣りする。

 後期基本計画に基づき関係機関と連携を図りながら、本市農業の振興を図ります。 対応済
み

36-18 135 ５－５特色ある観光
の育成と創設

市民目線で観光文化の掘り起こしのためにも、観光ガイドあるいは同団体の育成が市民・行政双方にとって有益と思われ
る。

市内には、ボランティアガイドは２団体あり、観光協会のホームぺージで紹介していま
す。千葉県でも観光ボランティアガイドのネットワークを構築するため、千葉県観光ボ
ランティアガイド　ベイ・東葛飾地区連絡協議会を開催しています。市観光協会は、ガ
イド団体と共に同協議会に出席し、研修や情報交換を行いボランティアガイドの育成を
推進しています。

対応済
み

36-19 140 ６－１市民参加の地
域社会づくり

各自治会が動き出せば地域密着の大きな力になる。したがって、自治会の活性化、活動のレベルアップ、運営の合理化な
ど、行政による側面援助を期待したい。視野の狭い企業人間OBが毎年生まれるので、同時に市民個人へは自治意識向上
教育を恒常的に行う。

自治会は協働によるまちづくりを担っていただく一翼と認識しており、自治会へは運営
に関する各種補助金をはじめ転入者へは自治会加入の促進など今後とも側面から支
援してまいります。また、住民自治などの自治意識につきましては自治基本条例の周
知・啓発を推進します。

対応済
み

36-20 140 ６－１市民参加の地
域社会づくり

６－３地方主権 (より密着した市民感覚行政への提案)
市役所内に市民が常駐する部門「市民室」を設ける。
すなわち、行政から市民へ問合せしたい場合、例えば専門的な学識や技術を生かしたい市民、あるいは自治会長経験者、市
民活動経験者などが市役所内に在籍することにより、行政者がスピーィーに市民に直接聞くことができる。
市民人材の有効活用ならびに市民と行政の交流拡大になり、無駄の少ない施策の実行ができる。
今後、限られた予算内で地方主権が進む時、自治体自身で物事を決めなくてはならず、一つの有力手段と思う。

貴重なご意見ご提案等、ありがとうございます。なお、ご意見等については計画と直接
関係ありませんので、今後の行政執行の中で検討・対応して参ります。

計画内
容外

37-1 全体 全体 ①-1　後期基本計画の10年後のグランドデザインを明示して下さい。
10年間の基本計画が執行され10年後の流山市の姿は平成21年度末の姿から平成32年度末の姿はこう変わりますと市全体
の都市の姿を図およびグラフ等で明示することが必要ではないでしょうか。素案および添付資料では理解しにくいので、わか
りやすい資料等を提示しパブリックコメントを求めるべきじゃないでしょうか。

本計画素案の中でグランドデザインとして表しているのは、１３ページ第３章の「将来
都市像の具現化」で表した「都心から一番近い森のまち 流山」です。これは、後期基
本計画において実現目標とする具体的な都市のイメージを表したもので、さらに「都心
から一番近い森のまち」を実現するために配慮する方針として、１６ページの第５章ま
ちづくりの基本方針で、５つの基本方針を位置づけています。
その実現に向けて予算の裏付けのある各種事務事業を推進していきます。
なお、都市計画マスタープラン３８ページ等で掲載する”目標が実現された将来のまち
のイメージ”のような表記の予定はありません。
なお、具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

37-2 全体 全体 ②各施策に「現状と課題」・基本方針・施策体系が記載されています、その内容から全体的に現状把握の認識が実態と乖離
しているように見られる。つくばエクスプレス沿線の市街化整備に較べ既存市街地の都市基盤の遅れ即ち地域間格差が目
立ち調和の取れたまちづくりの施策が計画の中に見えるようにしてもらいたい。
一例として

本計画素案では、将来都市像の実現に向けた目標指標などを定め、いわゆる”絵に
描いた餅”にならないよう努めています。

対応済
み
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No.
該当

ページ
当該箇所 ご意見等 市の考え方 見解 後期基本計画説明書　修正（案）

37-3 114 ４－６バリアフリーの
まちづくり

・学童の通学歩道の現状や幅の狭い歩道（傘をさしたら車道に傘が張り出す等）とバリアフリー不整備など日常生活に接する
道路が存在する現状等と課題　：
安全に通行が必要とされる歩道およびバリアフリー整備延長と完了延長うちH２０年3月末現在の整備延長を明示してくださ
い。

現在、都市計画道路および生活道路の整備を進めており、整備の際は段差の解消等
バリアフリーに留意しながら進めています。
また、江戸川台および南流山地区をバリアフリー重点地区として設定し、歩道のバリア
フリー化を進めており、平成２０年度末で約２５％が整備済みとなっています。

対応済
み

37-4 60 ２－３自然災害・都
市災害への備えと予
防

・洪水ハザードマップおよび地震ハザードマップに関わる地域の現状と防災対策の整備の課題。 流山市洪水ハザードマップは、一級河川江戸川が概ね２００年に１回程度の大雨が降
り、江戸川堤防が決壊した場合を想定し、洪水時における市民への事前周知として、
浸水状況や避難方法等に係る情報提供を行うものです。　　　　　　　　　　　　　いざと
いう時に備え、この流山市洪水ハザードマップをご確認の上、日頃から避難所や避難
場所等について、ご家族の皆さんや地域の皆さんで話し合っていただき、被害が最小
限に食い止められるようにしていきたいと考えております。
避難所の確保については、地域防災計画との整合性を図りながら検討しなければな
らいと考えています。

対応済
み

37-5 30 １－２地域特性に
合った良好な市街地
整備

・地域分断されている向小金地域と整備に対する課題。
特にその整備は事務事業として位置づけられていますが、地域の住民にとっては、常磐線による地域分断による生活の利便
性が閉ざされていることの把握と解消を図る強い取り組みが見えない。向小金地域の地域分断されている住民の利便を図る
取り組みとして基本方針の中に、この地域の分断解消を図る重要政策として課題として掲げ基本方針および施策体系に追
加が必要です。

地域分断解消のため、１－５の個別施策に「都市計画道路３・４・１０号市野谷・向小金
新田立体交差事業」を位置付けています。

対応済
み

37-6 全体 全体 ③施策に位置づけられている事務事業のロードマップを明示してください。
継続は○○年完了（ただし通年義務事務を除く）
新規は○○年完着手○○年完了。
・施策に記載してある公共施設（都市計画道路、道路立体事業、区画整理事業等）について、この10年間の各施策について
進捗（何年に完成または当該計画区間の何％等）を明示して下しい。
・各施策の事務事業は行政当局で位置づけられていますが、市民の意見、要望はどの時点で集約され反映されているので
しょうか。

事務事業のロードマップについては、事務事業の着手時期を本文で「上期」（平成２２
年度～２４年度）、「中期」（平成２５年度～２７年度）「下期」（平成２８年度～３１年度）、
前期基本計画から継続して行っている事務事業は「継続」で表しています。なお、後期
基本計画に基づく実施計画では、事業の開始年度と終了年度を表します。また、事業
の達成状況は、行政評価における個別施策管理シートで表しています。
後期基本計画は１０年間分の予算の枠に収めた実行性のある施策を計画書にまとめ
ています。ご提案の表示は、それぞれの計画書等で分担して表しています。

対応済
み

37-7 13 将来都市像の具体
化

都市のイメージとして「都心から一番近い森のまち　流山」と掲げておりますが、既に区画整理事業による新市街地として６４
０ヘクタール（30ページ）の宅地化により一部斜面林を残し殆どの樹林・農地、緑地等が喪失しまっている現状から特に樹林
の喪失で市域の森は森として形成している状態でない。公園や緑地およびグリーンチエーンでの森を創出ことは困難である。
現在（平成21年3月末）の市域の樹林を形成する森は何ヘクタールあるのか。その内区画整理事業内の樹林面積と平成21年
3月末現在残っている樹林面積を提示してください。
既に基本構想の将来都市像「みんなでつくろう価値ある流山」に基づいて策定された都市計画マスタープランで謳われている
将来都市像「江戸川の水面が輝き、斜面の緑が映える豊かな環境と新しい都市の躍動が調和する“私たちのまちながれやま
“」また緑の基本計画での将来都市像「緑の風につつまれるふるさと・流山」などの将来都市像に向かって行政運営を推進さ
れ、これらが達成されないまま、樹林が喪失し森のまちとして形成されていない中での新しい都市像のイメージについては疑
問です。従って既に策定（都市マス、緑の計画等）されている将来都市像イメージを継続し後期基本計画の将来都市像イメー
ジとして再検討していただきたい。

緑被率については、平成２１年３月末時点での調査は、行っていませんので、今後、調
査を行う予定です。
なお、平成１６年時点の流山市の緑被地の面積を算出すると、市の面積３５２８ｈａ（１０
０％）に対して、緑被地は、１４８９．６ｈａ（４２．２％）となっています。その内訳は、樹林
地３８７．３ｈａ(１１．０％）、田・畑・樹園地７３９．９ｈａ（２１．０％）、裸地・草地２９９．６ｈ
ａ（８．５％）、水面・水辺６３．３ｈａ（１．８％）です。

また、ＴＸ沿線区画整理地内６３８．１ｈａの緑被地は、３４３．２ｈａですが、最終的に整
備が進むと、公園緑地、河川・調整池、生産緑地区、集合農地区として、約１１０ｈａに
まで、緑被地が減少する予定となっています。

市街化区域内の緑については、将来、宅地化することを前提としていますので、計画
的に公園や緑地、街路樹などを配置しながら、失われた緑をグリーンチェーン戦略や
市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開、ガーデニング、緑のカーテンなど、市民の協
力を得ながら緑を回復していきます。
また、市民活動により残された県立市野谷の森公園や総合運動公園など、ＴＸの駅か
らごく近い場所で、一団の森が保存されているほか、市民の森の市民緑地制度を活
用した長期借地や優先度の高い借地公園についてふるさと緑の基金を活用した用地
取得などを行います。
市街化調整区域内の斜面林などに代表されるまとまった緑も保全していきます。
このように開発と保全のバランスを考慮しながら、景観や環境に配慮したまちづくりを
進めていきます。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

37-8 29 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

豊かな緑を標榜する当市として、緑（斜面林・市民の森等）を保全し創出しようとする現状と課題、基本計画、施策体系（事務
事業を含む）になく、その危機感すらないのではないと見受けられますが、重要プロジェクトとして一項目設けてください。
内容として今後発生する民有地である斜面樹林や市民の森等について地権者に相続が発生した場合の永久保全について、
保全方策と計画的な保全（取得を含めて）について現状と課題について
重要課題として追記すべきであります。

斜面樹林や市民の森等の永久保全も重要と考えていますが、今後１０年間は区画整
理事業による公園緑地の整備と減少した緑の回復に重点をおいています。

修正な
し

37-9 28 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

・基本方針に地球温暖化防止について、その吸収源を倍増するため公園や緑地の整備を図ります。となっていますが公園や
緑地では吸収源である樹林をなす森を形成することにはなりません。
従って公園や緑地、街路樹、グリーンチエーンではCO２の吸収源を倍増することにはなりません。倍増（平成2０年吸収源で
ある樹林面積㎡、CO２何トン、平成32年吸収源である樹林面積㎡、CO２何トン）となる根拠を明示してください。

二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収源の種類としては、海洋、森林、土壌がありますが、本計
画では、公園・緑地・街路樹・グリーンチェーン認定宅地等の緑をＣＯ２吸収源としてい
ます。
なお、ＣＯ２吸収源については、いろいろな換算方法があるため、平成２１年度の緑化
面積を１００％として、指標に載せています。

修正す
る

用語解説を修正します。
「ＣＯ２吸収源：二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収源の種類としては、海洋、森林、土
壌があるが、本計画では、公園・緑地・街路樹・グリーンチェーン認定宅地等の
緑をＣＯ２吸収源としています。」
目標指標の算出式を追加します。

37-10 28 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

基本方針の追加として
・次世代に残す森と緊急避難としての森
現在進行中の運動公園地区区画整理事業の計画を見直しをし、この区域の中に樹林をなす森が相当残っています。特に思
井地先に位置する熊野神社一帯の小高い森を「（仮称）思井少年自然の森」として市が取得して次代の子供たちに残すこと
が必要です。
またこの小高い森は、坂川に沿う宮園地域が洪水発生時の危険地域（市のハザードマップより）とされ、その洪水時非難場所
として活用できる場所であり防災上の特段の施策として整備する必要があり基本計画として追記してください。
なお、現在、区画整理事業において柴崎地先調整池の面積５ヘクタールを２．５ヘクタールに変更し残りの２．５ヘクタールを
宅地化する計画変更することにとなっています。先の熊の神社一帯の宅地化計画を止めても区画整理事業の宅地化面積は
満足する。
・斜面樹林・市民の森永久保全方策
豊かな緑を標榜する当市として、緑を代表する斜面林・市民の森等は、民有地であり所有者の殆どは高齢者で管理が不能な
状態であり、今後発生する相続に起因する相続税の物納（樹林を伐採して更地状態）によって、これら樹林が喪失する（既に
市民の森が喪失事例あり）事態を防ぐため今期計画の中で永久保全方策を策定し計画的に永久保全を進めることが最重要
であります。
・生き物にやさしい湧水の保護・保全

現在、区画整理事業は宅地化が目的ですが、区画整理事業野の中で可能な限り緑を
残し、さらに減少した緑を敷地内で回復するグリーンチェーン戦略等を行っています。
さらに、ふるさと緑の基金を活用し、優先順位をつけて買い取り、永久保全を図りま
す。

対応済
み
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37-11 27 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

目標指標について
表の中の指標名：市街地内のCO２吸収源増加率の基準値（H２０）100％および目標値（H32）200％となる吸収源の根拠を明
示してください。樹林換算面積㎡、C0２○○トンとか。

二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収源の種類としては、海洋、森林、土壌がありますが、本計
画では、公園・緑地・街路樹・グリーンチェーン認定宅地等の緑をＣＯ２吸収源としてい
ます。
ＣＯ２吸収源については、いろいろな換算方法があるため、平成２１年度の緑化面積を
１００％として、指標に載せています。

修正す
る

用語解説を修正します。
「ＣＯ２吸収源：二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収源の種類としては、海洋、森林、土
壌があるが、本計画では、公園・緑地・街路樹・グリーンチェーン認定宅地等の
緑をＣＯ２吸収源としています。」
目標指標の算出式を追加します。

37-12 39 １－５土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備
２－４日常生活での
安全性と快適性の
確保

・現状と課題に追加
常磐線による向小金地域の地域分断を解消するため、都市計画道路３・４・１０号市野谷向小金新田線の立体事業の早期建
設が急務です。
・基本方針・施設体系に追加
都市計画道路３・４・１０号市野谷向小金新田線の立体事業の推進
します。

都市計画道路３・４・１０号市野谷・向小金新田立体交差事業の必要性は、十分認識し
ています。
既に１－５の「現状と課題」で、「必要性の高い都市計画道路の早期整備が必要」、ま
た基本方針において「計画的な整備を行い、骨格となる道路交通網の充実を図る」と、
都市計画道路整備の必要性について一括して明示しています。
さらに個別施策に「都市計画道路３・４・１０号市野谷・向小金新田立体交差事業」と明
記しています。

対応済
み

37-13 60 ２－３自然災害・都
市災害への備えと予
防

・現状と課題追加
東部地域の坂川に沿う住宅地域はハザードマップにおいて洪水
による河川の増水によって堤防決壊による浸水地域とされ、また、昨今の異常気象による局地豪雨が発生し浸水による災害
が起こっています。
特にハザードマップによれば軒下まで浸水する地域とされています。これら地域（宮園地域）の住民を高台に避難誘導する避
難場所を整備する必要があります。
・基本方針を追加
洪水による緊急避難を誘導し住民の生命の安全を守るため、東部地域思井地先の高台[熊野神社一帯の森、（仮称）思井少
年自然の森]に避難場所を確保します。
・個別施策の主な取り組みとして（３）－（１）に追加
思井緊急避難整備事業

流山市洪水ハザードマップは、一級河川江戸川が概ね２００年に１回程度の大雨が降
り、江戸川堤防が決壊した場合を想定し、洪水時における市民への事前周知として、
浸水状況や避難方法等に係る情報提供を行うものです。　　　　　　　　　　　　　いざと
いう時に備え、この流山市洪水ハザードマップをご確認の上、日頃から避難所や避難
場所等について、ご家族の皆さんや地域の皆さんで話し合っていただき、被害が最小
限に食い止められるようにしていきたいと考えております。
宮園地域においても、洪水ハザードマップに基づき中地先の生涯学習センター等に避
難していただくことになります。

修正な
し

37-14 79 ３－２個性を生かす
教育環境の基盤充
実

・現状と課題に追加
小・中学校の校庭は土であるため、児童が積極的に校庭で遊ぶことをためらう（汚たり、怪我など）傾向にあり、積極的に外で
遊び飛び跳ねる場を設け、情操教育として環境にやさしい校庭を整備することが求められています。
・基本方針に追加
小・中学校の児童の情操教育と環境にやさしい校庭にするため校庭の芝生化を促進します。
・主な取り組みに追加
環境にやさしい校庭を整備します。
・事務事業に追加
校庭の芝生化整備事業（2校／年）

グラウンドの芝生化については､地球温暖化対策及び緑化対策に加え、砂塵の飛散
対策として非常に効果があり、また、子どもたちへの環境学習効果や活動的な行動を
引き出す効果、怪我等の防止に役立つことから、東京都や他の自治体などで校庭の
芝生化を推進していることは周知の事実です｡
しかしながら本市では、１）芝生の維持管理にかなりの負担がかかるため、保護者の
皆様や地域の方々の協力が不可欠である｡２）校庭は学校で使用するほか、地域の
方々に開放しており、毎日使用することにより芝が傷むため、芝の養生期間中は、子
どもたちが使用できなくなり、授業に支障が出る｡等のことから、現時点では、グラウン
ドの芝生化は考えていません｡
しかし、上記のように芝生が持つ効果については認識しており、１校ですが、小学校の
グラウンド以外の校庭において、実験的に芝生化することを検討しています｡

修正な
し

37-15 129 ５－４多様な方面か
らの農業の振興

・現状と課題に追加
農業の活性化による地域の賑わいを起こすため市域で生産される農産物を地域で消費する地産地消を高める施設として「農
の駅」を設置し併せて市街地調整区域の耕作遊休地の高度利用を推進することが求められています。
・基本方針に追加
地産地消費を促進し市街地調整区域の耕作遊休地の高度利用を
推進します。
・施策体系に追加
市街化調整地域に「農の駅」の設置を推進します。
※「農の駅」とは、市域で生産される農産物の地域地消を促進するため、各々の農家が農産物を販売する場を造り農家のや
る気を起し農家の所得を増やすとともに、市の新たな名所を駅とする。
考えられる場所として下記が考えられる。
緑と水辺の回廊を備え、駅にも近い箇所として、野々下水辺公園から総合運動公園の間：この区間は遊休耕地が多く今後遊
休耕地の有効利用を観光資源として利用できる区間である。
近隣駅：TXセントラル運動公園駅、東武野田線豊四季駅

三点目の現状と課題で説明しています。地産地消を進める施設として、直売所設置に
ついて現在進めており、遊休耕地の有効活用と合わせ検討します。

地産地消は、基本方針農産物直売所、アグリサポート等で対応します。また、遊休農
地は、景観形成作物の栽培、農用地利用集積により対応します。

「農の駅」については、農産物直売所の検討で対応します。

対応済
み

38-1 全体 全体 前期基本計画（平成１２年４月から平成２２年３月）には、地域別計画があり、例えば、北部地域については、地域別ビジョン
が「人と自然に優しい心豊かに暮らせるまち」「ゆとりある田園居住の継続と創出」となっており、現状と課題、基本的方向が
明記されている。おそらく関連する具体的事業も計画されていたと思われる。この地域別計画が総括されたのかどうか？今
回の素案では見当たらない。その総括及びそこから導き出される課題等を後期基本計画に反映すべきではないか？今回の
素案では全市的な観点から行う事務事業がほとんどであり、身近な自分達の地域がどう変わっていくかこの素案からは想像
できない。この素案で北部地域に関わる事務事業を拾うと、p.31、p.40、p.46、p.49、p.133、p.136、p.147のみで運河駅や利根
運河、新川耕地が対象である。「田園居住の継続と創出」がどうなるのかが見えない。他の地域も含めて、今回の後期基本
計画終了時における各地域の新しい姿（全体像）をわかりやすく示すべきである。
参考、他の地域ビジョン：中部地域　「空が広く見えるまち」「活力ある都市の拡充」東部地域　「後世にまで伝えることのできる
美しいふるさとのまち」「市街地と自然生態系の共存」南部地域　「安心して暮らせる生活環境の確保されたまち」「都市機能
の再編と歴史性の尊重」

平成１２年３月に策定した総合計画は基本構想を含めたものであり、公募による１００
名以上の市民が地域別に組織化された中でワークショップを行い、地域別計画を作り
ました。
後期基本計画では、財源の裏付けのもと施策の基本方針に基づき事務事業を選択
し、その達成状況を示していくので、より平成３１年度の後期基本計画の終了時の達
成度がわかりやすく表わされるため、地域別計画を作る予定はありません。

修正な
し
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38-2 13 将来都市像の具体
化

「都心から一番近い森のまち　流山」について
Ｐ．１３の説明を見る限り、緑に関する記述が大部分であり、「都心から一番近い緑のまち　流山」の方が適切ではないか？事
務事業には公園新設や市民の森整備事業が見られるが、全市的に森をどう守り（開発でどんどん減少しているのが現状と見
る。）増やしていくのかが不足している。定量的な説明をＰ．１３に加えるべきではないか？例えば、森林率（森林面積の全市
面積に占める割合）で示したらどうか？目標指標にも直接的な指標は見当たらない。「都心から一番近い森のまち」かどうか
については、林野庁の林野率（データからみると、上記の森林率と同じ）では、流山市は９．９％、松戸３．４、船橋５．８、柏１
０．０、八千代１１．５、白井１６．１、三郷０、川口１．３、新座６．７、三芳町１３．７、狛江０．３、三鷹０．１、稲城１４．６、川崎５．
５、横浜９．１となっている。稲城市は都心から約２５kmとなっており「都心から一番近い森のまち」の称号は稲城市になるか
も？　この林野率には公園の樹木や街路樹が含まれていないと見られるので、樹木が多い森のイメージのまちでは流山が一
番都心に近くなるかもしれない。いずれにせよ、Ｐ．１３の説明はもう少し改善を求めます。
なお、稲城市（かっこ内は流山市）は、国有林が１７７（０）ｈａ、公有林が１３（７）私有林が７３（３４２）で流山市は私有林が多く
森林率の維持（森林）保存に苦労しそうである。公有林を増やす施策とか、私有林を残す施策が望まれる。

基本構想で定めた将来都市像の実現に向けた具体的な都市のイメージを「都心から
一番近い森のまち流山」として表しています。後期基本計画では、その都市の実現に
向けて各種施策において目標指標などを定めて事業を進めていくこととしています。
市街化区域内の緑については、将来、宅地化することを前提としていますので、計画
的に公園や緑地、街路樹などを配置しながら、失われた緑をグリーンチェーン戦略や
ガーデニング、緑のカーテンなど、市民の協力を得ながら緑を回復していきます。
また、市民活動により残された県立市野谷の森公園や総合運動公園など、ＴＸの駅か
らごく近い場所で、一団の森が保存されているほか、市街化調整区域内の斜面林など
に代表されるまとまった緑も保全していきます。
このように開発と保全のバランスを考慮しながら、人にも自然にも優しいまち、歴史や
文化を大切にしながら、都心から一番近い便利で心やすらぐ森のまちづくりを進めて
いきます。
なお、具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。

修正す
る

具体的な都市のイメージの一部を次のように修正します。
「後期基本計画では、具体的な都市のイメージを『都心から一番近い森のま
ち』とします。これは、人にも自然にも優しいまち、都心から一番近い便利で心
やすらぐ森のまちを表したものです。
　歴史や文化を大切にするとともに、ＴＸ開通により都心と20分台で結ばれた効
果を最大限に活かすまちづくりを推進し、
一方では、県立市野谷の森公園や運動公園などの残された緑を守り、グリー
ンチェーン戦略や市街地内ＣＯ2吸収源倍増事業の展開などにより失われた緑
を回復させ、緑豊かなまちを実現します。」

38-3 21 まちづくりの基本的
なフレーム

財政の見通しのうち特別会計・企業会計について
一般会計と同じように、歳入・歳出別に示すべきではないか？収支率が不明である。一般会計繰入金が赤字補填分であれ
ば、簡単に収支率は表示できるのではないか？
又、規模的には一般会計より大きくなるから（下期、一般会計４７．５４％に対し、特別会計・企業会計５２．４７％）重要性が増
す。従って、特別会計等に関しても財政改革が必要で具体的に明示が必要と思われる。Ｐ．１４５の「予算編成・執行に係る歳
出削減事業」において、特別会計への拠出金の抑制に努めるとなっており、この点は是非実現して欲しい。水道事業会計の
改善も望む。目標指標に、特別会計・企業会計の収支率を示すべきである。国では一般会計にくらべ特別会計の管理が甘い
というか、国民の目が届かないと言われている。流山市においてはそうではないと信じたいが、いずれにせよ特別会計等に
関する定量的な評価指標を導入し、特別会計・企業会計の改革を目に見える形にすべきである。

財政の見通しのうち特別会計・企業会計については、歳入・歳出別に詳細に示してい
ません。
これについては、検討すべきものと考えていますが、表示方法の検討段階において基
本的には市民の皆様から頂いた税金を投下する一般会計からの繰出金については、
明確にするという内容となっています。法令で定められた一般会計からの繰出金以外
は保険料、使用料等によって賄われていくべきものであり、赤字分の繰出しについて
は抑制していく姿勢でいます。
なお、後期高齢者医療制度の見直しに伴う会計内容の組み替えや区画整理事業の
進捗に伴う計画の見直しなどを鑑み、現段階ではお示しした表示方法としていきま
す。
しかしながら、特別会計等に関しても財政改革が必要であり、特別会計への拠出金の
抑制に努めることをはじめ、特別会計・企業会計についても、適正に運営していく姿勢
であることにかわりありません。

対応済
み

38-4 16 まちづくりの基本方
針

全体の構成について「６政策・３６施策とまちづくりの基本方針」
素案全体を概観すると、構成自体にも行政組織の縦割りが持ち込まれている印象である。１節から６節において、１つの課が
２以上の節に現れるのは少ない。（総合計画に従って行政組織を作り変えて来たならば、結果的には上で述べた印象が発生
するが）地域の目から見ると、似たような事が別の部課からおりて来ることが多く。政策・施策を横串で捉えることが重要であ
る。この点において、Ｐ．１６，１７に記載のまちづくりの基本方針５つとそのベースとなる「市民自治、市民協働のもとに推進」
は重要な視点・方針であり、どれもが流山市にとって適切であると考えます。
このように重要なまちづくりの基本方針に関するＰ．１７の補足説明をみると、内容を修正した方が良いと思われる。例えば、
「子育てにやさしいまちづくり」の施策の説明において、保育サービスの充実と学童保育の充実が併記されている。３６施策に
おいては、保育サービスの充実のなかに（１）保育所の待機児童の解消（２）学童クラブの待機児童の解消となっており、（２）
の中で機能の充実が謳われている。施策レベルでの使い方に合わせて言葉を選ぶべきではないか？このような文章での施
策（又は事務事業）の説明も必要とは思うが、各基本方針を実現するための対応する施策、事務事業の全てを示す一覧表を
添付すれば、具体的にわかりやすく、又、似たような施策が把握でき、統合化などで改善を図ることも可能ではないか？例と
して、自治会等の自主防犯パトロール活動と学校ボランティアによる学童登下校防犯活動など。この例だけでなく、地域住民
には沢山の活動が縦割りで下りて来るので地域の人的資源の有効活用という観点からも上記の一覧表が役に立つのではな
いか？

後期基本計画に位置付けている事務事業約９００件には、予算が伴う事業と職員等の
人件費からなるマンパワー事業もあります。それらの事務事業は、後期基本計画では
すべて表せませんが、後期基本計画に基づき、事務事業の実施年度を明記した実施
計画で示していきます。
なお、素案第７章の事務事業数「およそ８７０件」については、事務事業を再整理した
ため、およそ「９００件」に修正しています。

修正な
し

38-5 16 まちづくりの基本方
針

 基本方針のうちの「安心安全のまちづくり」の施策・事務事業の説明でも内容が不足している。高齢者の安全の確保、すなわ
ち「見守り活動」は、昨今極めて大事になってきており、触れていないのは不思議である。
　基本方針「健康・長寿社会のまちづくり」の施策・事務事業説明に、「コミュニティの推進」が含まれているが、「コミュニティの
推進」はこの基本方針以外にも必要なものであり、例えば、「安心安全なまち」には良質のコミュニティの存在が不可欠と言わ
れている。「コミュニティの推進は、５つの基本方針を達成する上での基盤となるもので、「市民自治、市民協働のもとに推進」
の施策・事務事業となるべきものと考える。（これについても、対応する施策、事務事業の一覧表が望まれる。）
　このコミュニティについては、２－６節でコミュニティについて総合的に纏められているが、他にもコミュニティスポーツとかコ
ミュニティプラザとかも出てくる。コミュニティに関連するものをまとめられないか？
「市民自治、市民協働のもとに推進」に関連して、３つのパラダイムのうち、「地方分権の進展」に関しては、見方が慎重すぎ
ないか？個人的には、平成３１年度には、地域主権又は地方分権から更に進んだ地域分権が相当進んでいると考えている。
本来であれば、ここら辺まで読んで政策・施策体系を考えるべきであったと思うが、１０年以上前の考えでの政策・施策体系
のままであれば、残念ながら時代に遅れを取るのではないかと感じる。

上記と同様。 修正な
し

38-6 全体 目標指標 目標指標について
１） 小数点以下２桁までは不要なものがある。
２） 基準値と目標値の小数点以下の桁数を合わせるべきではないか？
３） 統計データの誤差を考慮すると、小数点以下は不要な指標があるのではないか？（満足度調査などで）
４） 改善されていないような目標値が見られる。
５） 目標指標の出所（市民意識調査とか）あるいは、指標の算出方法が不明である。出所は明記すべき。
以下、目標指標で特記事項を列挙する。

１）２）３）について
　指標の性質上、整数が望ましいものを除いては、小数点第１位に統一するよう各課
に周知します。
４）について
　目標値は、実現不可能な理想値を掲げるのではなく、各施策担当課が本市の保有
する資源を勘案したうえで目標を立て、設定しているものです。
５）「取得方法」「算出式」欄を設けることとします。

修正す
る

各施策の目標指標について、
小数点第１位に統一します。
また、「取得方法」「算出式」を資料編に掲載します。

38-7 29 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

ＣＯ２吸収源とはどう計算するか？ 二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収源の種類としては、海洋、森林、土壌がありますが、本計
画では、公園・緑地・街路樹・グリーンチェーン認定宅地等の緑をＣＯ２吸収源としてい
ます。
また、目標指標の算出式を本計画の巻末の資料編に掲載します。

修正す
る

用語解説を修正します。
「ＣＯ２吸収源：二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収源の種類としては、海洋、森林、土
壌があるが、本計画では、公園・緑地・街路樹・グリーンチェーン認定宅地等の
緑をＣＯ２吸収源としています。」
目標指標の算出式を追加します。
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38-8 32 １－２地域特性に
合った良好な市街地
整備

使用収益可能となった宅地面積の増加分から推定すると３万人の人口増加が見込める。しかるに、人口推計ではＨ２１を基
準としてＨ３１は１．９万人の増加にとどまっている。細かい施策・事務事業の目標指標が全体的な考え方と整合性がとれて
いないのではないか？

平成１０年に行った将来人口推計では、平成３２年で２０万人と推計していましたが、
現時点での景気低迷の長期化、つくばエクスプレス沿線における住宅開発の進捗状
況、マンション分譲の動向などで影響が生じています。
したがって、今後、人口推計と実際の登録人口との差が拡大していくことが想定される
ため、人口推計の見直しを行いました。 推計は平成２１年４月１日を基準日として、平
成３２年まで推計しました。諸条件は前回推計と同じですが、基準日が違う点と、少子
化傾向（１世帯当たり人口）を考慮した点やＴＸ沿線の開発人口の定着を今般の景気
の低迷に合わせて遅らせている点、社会情勢の変化を踏まえた点などで異なります。
その結果、後期基本計画では、平成３２年で１８万１千人と再推計しました。
今回の見直しの結果は、平成２２年からの後期基本計画を策定するにあたっての基
本的なフレームとして利用されます。財政の見通しや各種の施設計画、各種事業に反
映していきます。
　

修正な
し

38-9 35 １－３　個性ある公
共空間・歴史環境の
形成と保全

建築協定の協定数は、変化ないが、目標指標にする意味ありや？ 地域の良好な住環境の保全・形成の手法としては、都市計画法による地区計画制度
と建築基準法による建築協定制度があり、いずれの制度も地域の皆様のまちづくりの
発意により進められます。現在両制度の利用については、法的拘束力のより高い地
区計画を選択され、建築協定から移行する事例もあります。建築協定数の基準値と目
標値を同じとしているのは、建築協定の現状（８箇所）の維持と地区計画への移行や、
新たな建築協定の締結も考慮し同数としたものです。今後も地域の皆様の意向に沿っ
て、建築協定における維持・更新に努めます。

修正な
し

38-10 47 １－７水需要に応じ
た水道事業の展開

給水普及率９８．４７％　→　９８．５５％は意味のある数字なのでしょうか？給水世帯数の方がわかり易いのでは？ 「給水普及率」は、給水区域内に居住する人口に対する給水人口の割合で、水道サー
ビスを受けている状況を総合的に判断するための指標として、一般的に用いられてい
るものですので、水道サービス向上の目標値として必要です。

修正な
し

38-11 50 １－８利便性と快適
性を重視した公共交
通機関の整備充実

ぐりーんバスの収支率は８０．０％ですが、目標は、赤字のままを意味するのではないか？もっと改善を。 毎年ルート毎に見直しや運行改善を行っており、今後とも黒字化に向けて収支率の向
上に努めます。

修正な
し

38-12 69 ２－４　日常生活で
の安全性と快適性
の確保

交通事故数　６２３件→６００件は、市内の犯罪件数２，５１２件→２，２００件に比べ、改善が少ない。５６０件くらいを目標にし
たらどうか？

目標値（H31）６００件を設定していますが、最終目的は交通事故０を目標に対策を
行っていきます。

修正な
し

38-13 74 ２－６市民の主体的
連帯活動に支えられ
たコミュニティの推進

自治会への加入率は小数点以下１桁で良い。 ご指摘の通り、修正します。 修正す
る

基準値：７２．０８→７２．１％
目標値：８０．００→８０．０％

38-14 82 ３－２個性を生かす
教育環境の基盤充
実

学校サポートボランティアに関する目標指標ですが、学校サポートボランティアには草取りなどのボランティアもいるはず、そ
こまで含めると地域の教育力の指標とはならないであろう。教えるボランティアとかクラブ活動支援とかに役割を限定して人
数をカウントすべき。

学校は、様々な地域の方に支えられています。ご指摘の教えるボランティアとかクラブ
活動支援だけでなく、草取り、登下校の安全の見守り、本の読み聞かせ、学習活動補
助等々、学校に関心を持ち、様々な方面から学校を応援していただく方により、学校
は支えられています。そこで、あらゆる面のボランティアを含めてカウントしていきま
す。

修正な
し

38-15 85 ３－３次代を担う青
少年を育てる地域環
境づくり

青少年健全育成活動を行っている市民の割合の目標が１０％となっているが、具体的にはどういう人を活動しているとみなす
のか？１．８万人とは信じがたい数字ではあるが。私の認識不足であれば結構ですが。

青少年相談員や青少年補導員などのボランティア、子ども会やボーイ･ガールスカウ
ト、自治会やＰＴＡ、市民が自主的に活動しているＮＰＯやサークルなどに所属している
方です。

目標値については、あくまでも「まちづくり達成度アンケート」の結果から算出したもの
です。

修正な
し

38-16 88 ３－４ながれやま市
民文化の継承と醸
成

芸術・文化活動を行っている市民が、約７万人になるというのも、上記と同じ感想。正確にカウントできますか？ 芸術（文学、音楽、美術等）、メディア芸術（映画等）、伝統芸能（能楽等）、芸能（歌唱、
落語等）、生活文化（茶道、華道、書道等）、娯楽（囲碁、将棋等）、文化財の保存や地
域文化や芸能活動を行っている方が対象になります。

目標値については、あくまでも「まちづくり達成度アンケート」の結果から算出したもの
です。

修正な
し

38-17 91 ３－５　スポーツ活動
の基盤づくり

スポーツで健康体力の維持・増進を行っている市民の割合も同様。データ源は？　意識調査ベースでは答える事じたいでバ
イアスがかかるおそれがある

国のスポーツ振興計画では、成人の週１回以上のスポーツ実施率を５０％としていま
す。本市においてはまちづくり達成度アンケートの結果、これを超える高い数値である
ことから、更に高い目標値を設定しています。

修正な
し

38-18 104 ４－２高齢者や障害
者がいきいき暮らせ
る社会づくり

「要介護認定者を除く高齢者の割合」が、考え方を読んでもよく判らない。何が分母か？自立して生活する高齢者が増やすこ
とが目標ではないか？そうすると数値変化がわからず。

「要介護認定者を除く高齢者の割合」とは、分母が６５歳（高齢者と定義付けられてい
ます）以上の人口で、分子は要介護認定を受けていない６５歳以上の人口です。
高齢化が進む中で、各種介護　予防事業等を推進して、要介護認定者とならない高齢
者の割合を維持しようと考えています。
なお、目標指標の算出式については、資料編に掲載します。

修正す
る

「算出式」を資料編に掲載します。

38-19 106 ４－３　誰もが安心し
て暮らすことのでき
る生活支援づくり

生活保護関係の目標指数のとり方は難しい。考え方で示すように生活保護率は他の要因に大きく影響される。保護すべき対
象者に実際に保護できた割合を指標にしたらどうか？

保護受給者は社会情勢、経済状況等により変わっていきます。目標指数の設定にあ
たり、過去の人口に占める保護者の割合を平均し伸び率等勘案し受給者数、保護率
として表記していますが、目標値として表記することは適当ではないものと考えていま
す。
なお、目標指標については、次の通り変更します。

修正す
る

４－３目標指標
表下部に注釈を記載します。
「＊基準値は現状。目標値は推計値。」
また、生活保護受給者数の考え方について、
「高齢化率の上昇や人口の増加等により、生活保護受給者数は増加していく
ものと考えられますが、自立支援プログラムの充実やハローワークとの連携等
による自立支援に努めていきます。」に修正します。
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38-20 110 ４－４健康で明るい
暮らしづくり

生活習慣病死亡者率は、１次原因のみが対象か？糖尿病の場合には合併症も含まれるべき。隠れ糖尿病の扱いも要注意
である。

生活習慣病死亡者数は千葉県の健康福祉センター(保健所)事業年報からの引用で、
事業年報の死因は医師が死亡診断書に記載したものを集計しております。死因が複
数記載された場合の統計上の処理は、厚生労働省の定めた基準に従って分類されて
います。
糖尿病と因果関係がある死亡は相当数に上ると推測されますが、現在の統計上は算
出することができません。

修正な
し

38-21 125 ５－２工業の強化と
新たな産業の創造

市内工業出荷額の伸び率の２．２％は前年度比でしょうが、１０年間で約３０％増の具体的な施策が見えていないのではない
か？実現性は？

2.2%増の数値は、平成18年度及び平成19年度対比の伸び率実数値であり、前年度ま
でマイナス成長であったものがプラスに転じた年であった。このプラス伸び率を当面の
目標値として設定したものです。

修正な
し

38-22 149 ６－２　健全で効率
的な行財政運営

経常収支比率９０．２％→９０％以下となっているが、目標値があいまいである。一般的に８０％を超えると弾力性が失いつつ
あると言われていることから、８０％にできるだけ近い目標とすべきである。

確かに、経常収支比率は財政運営の弾力性を示すもので、出来るだけ低い率が望ま
しいとされています。
全国平均、千葉県平均でも９０％以上であり、平成２０年度決算において近隣市では
流山市のみが９０％未満となっています。
また、平成１９年度決算において流山市では９０．３％でした。
成田市、浦安市のような特殊な状況による歳入がないと８０％台を維持することは難し
いことと考えていることから、９０％未満とすることが現実的な目標値であると考えてい
ます。

修正な
し

38-23 148 ６－２　健全で効率
的な行財政運営

人口千人当たりの職員数は、絶対数でみても９４４人から８９５人に減っているので良いのではないか？特別会計職員も同様
の改善を望む。

特別会計についても事務事業の廃止や見直しを進めるとともに、定員適正化計画を
推進することにより、職員数の抑制に努めます。

対応済
み

39-1 7 まちづくりの経過と
課題

４　誰もが充実した生涯をおくることができる流山（市民福祉の充実）　の４行目に“平均寿命が県下１位となった“との記述が
ありますが、具体的なデータを提示して欲しい。
また、単に寿命が延びただけではなく、『元気で長生き』が肝心なのであり、寝たきり介護や長期入院中の方の人数把握・比
較データ、今後の予測等も明示した上で、重点施策につなげて戴きたい。

平均寿命につきましては、千葉県保健福祉部健康福祉指導課で公表している「市区
町村別生命表」によるもので、千葉県のホームページでご覧になれます。また、高齢
者が寝たきりや要介護状態にならないように、保健、医療、福祉、介護に関する相談
や各種介護予防教室など様々な介護予防事業を行っています。とくに地域においては
地域包括支援センターが中心となって行っております。また高齢者の引きこもりを防止
するため、地域住民やNPO法人の運営による「ふれあいの家」を開設し、世代間のふ
れあいの場を提供しています。

対応済
み

39-2 7 まちづくりの経過と
課題

５　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興）
コミュニティプラザの部分は、“産業の振興“とは関係のないことで、３（教育・文化の充実向上）に移すべきと考えます。

コミュニティプラザは、旧雇用促進事業団が設置した施設(流山市勤労者福祉セン
ター)で、中小企業に働く労働者に体育施設・教養文化施設を提供し、労働者福祉の
増進や雇用促進、職業の安定に資することを目的とする施設です。産業振興を担う労
働者の福祉の充実を施策体系の一環と位置付けています。

修正な
し

39-3 7 まちづくりの経過と
課題

また、農業の部分については、農業従事者の実態をきちんと認識した上で、重点施策に盛り込むべきと考えます。観光につ
いても、“参加体験型イベントの開催などが必要です”は唐突で意味が分からないので、なぜ必要なのかを記述すべきと思い
ます。

流山市農業振興基本指針は、市民及び農業者のアンケート調査を実施し、分析した
上で、本市農業の特性にあわせて都市型農業の確立を図ろうとするものです。

修正な
し

39-4 9 まちづくりの経過と
課題

９　２前期基本計画・下期５か年計画重点プロジェクトの評価
“重点プロジェクトの評価”という表題と中身がかみ合っていない。
策定済／実施中／未着手では、進捗だけであり、評価ではないので、評価基準（例えば、５点評価）に照らして、各重点プロ
ジェクトが何点なのかを示すべきである。また、継続実施の場合でもその優先度をきちんと整理して市民に開示するようにし
て戴きたい。
一度計画したから何でも継続ではなく、各項目ごとに是々非々の判断をして継続（拡大／縮小）、延期、中止等の判断をして
戴きたい。

最終的な下期５か年計画重点プロジェクの評価については、前期基本計画の評価と
同様に、前期が平成２１年度に終了することから、平成２２年度に整理する予定です。

修正な
し

39-5 11 まちづくりの経過と
課題

３　時代潮流（３つのパラダイム）
さらに、『グローバル化』を加えて、４つの重要なパラダイム（課題）として取り組むことが求められていると考えます。
今後の様々な施策を検討する上で、『グローバル化』の視点を抜きにすることはできないと考えます。

平成１１年度に策定された基本構想(計画期間：平成２２年度～３１年度）では、２１世
紀への展望として、次の５つの時代潮流を捉えています。
（１）少子・高齢化
（２）地方分権への対応
（３）地球環境時代と持続可能なまちづくり
（４）多様性に富んだ生活と社会
（５）情報化社会への対応
この時代潮流の中でも、１０年が経過してなお、対応が求められている３つの時代潮
流
（１）長寿・人口減社会の到来
（２）深刻化する地球温暖化
（３）地方分権の進展
を重要な課題として捉え直して、後期基本計画では、今後１０年間のまちづくりを進め
るにあたり、まちづくりの基本方針を導き出した上で、様々な施策を展開する際に配慮
するべき視点としています。
また、「グローバル化」については、基本構想の将来の社会生活像の中で、国際化の
進展として、国際化に対応したまちづくりの視点などが位置付けられており、現在で
は、グローバル化も様々な文脈で使われており、ある程度、定着していると考えていま
す。深刻化する地球温暖化という時代潮流もグローバル化としての側面もあるものと
考えられます。

修正な
し

39-6 29 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

地域環境を活かした公園・緑地の整備充実　に“緑道と水辺の整備”を追加する。
例えば、セントラルパーク駅を起点にして、運動公園から野々下１号雨水幹線を通って野々下水辺公園までの道を並木で整
備し、坂川に沿って植樹を行い、熊野神社を抜けてセントラルパーク駅にもどるコースを市民の散策のための緑道コースとし
て整備を行う。
野々下１号雨水幹線の植樹・緑道化については是非とも実現をするように市民の知恵（募金、市民の植樹、等々）を募集して
欲しい。

ご提案の市野谷1号雨水幹線の植樹や緑道化については、植樹を行う用地の確保が
困難と考えています。
平成２０年度には、側道整備として自然に配慮した材料による舗装工事を実施してい
ます。
また、後期基本計画では、施策「１－６」で市民の意見を取り入れながら「大堀川防災
調節池修景整備事業」等を水辺等の空間整備として行います。

修正す
る

・地球温暖化防止の観点から市街地内ＣＯ2吸収源の倍増を目指し、公園・緑
地・水辺等空間の整備を図ります。
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39-7 29 １－１生態系に配慮
した公園・緑地・水辺
等空間の整備・管理

目標指標　の“市内の緑に満足している市民の割合”が８０．５％（Ｈ２０）から８０％（Ｈ３１）に減少するのは目標としてふさわ
しくないと考えます。
『都心から一番近い森のまち　流山』を具体的な都市イメージに掲げており、それによって人口の社会増を期待していることと
矛盾することになります。少なくとも社会増の部分は満足度が高まることが前提になると考えるので、目標値としては、９０％
（Ｈ３１）を目指してもらいたい。
現在住んでいる市民の満足度についてはいろいろな施策を通じて、現状維持ではなく８５％ぐらいを目標にして戴きたい。

さらに上を目指しながら、８０％を維持します。 修正な
し

39-8 38 １－４快適な生活環
境を目指した下水道
整備の推進

３．公共下水道の普及啓発活動の推進　の目標指標に“水洗化率”の項目を追加する。
水洗化率と下水道普及率をセットにして目標達成に努力をして戴きたい。

「水洗化率」は、公共下水道（汚水）の使用可能区域内の居住人口のうち、接続済み
人口の割合であり、本市では過去５年間約９０％で推移しています。公共下水道への
接続については、工事費負担を伴うこともあり、市民の理解と協力によりはじめて実現
できます。

修正す
る

１－４目標指標
「水洗化率」を追加します。
実績値（Ｈ２０）９０．４％
目標値（Ｈ３１）９５．０％

39-9 39 １－５土地利用・生
活環境に配慮した道
路整備
２－４日常生活での
安全性と快適性の
確保

施策体系に
『自転車道の整備促進』を追加する。
古くからの道路に自転車道を整備することは簡単ではないので、今後開発が進む新規の道路においては自転車道を整備す
るようにして戴きたい。Ｐ．１１の時代潮流（３つのパラダイム）でも記述されている「深刻化する地球温暖化」を防ぐ方策の１つ
として自動車から自転車へのシフトが大事であると考えます。そのためには自動車優先の道路造りから、自転車共存の道路
造りに変えていく必要があると考えます。

自転車専用道路網の整備の必要性は認識していますが、自動車交通量の増加、用
地確保、財源等を鑑みると施策体系に載せることは難しいと考えています。
都市計画道路の整備では、歩道を広く取るなど、歩行者及び自転車道としての機能も
考慮し進めていきます。この際、バリアフリー化も検討していきます。
生活道路では、歩行者及び自転車の通行にも配慮した整備を図ります。

修正す
る

１－５．２．を次の通り修正します。
「歩行者及び自転車の通行に配慮した生活道路整備を図ります。」

39-10 129 ５－４多様な方面か
らの農業の振興

地産地消の具体策の１つとして、市内の保育所や小中学校、高校、大学等の給食施設においては、流山育ちの農産物（米、
野菜、果物）を使用するように動機付けと支援を行う。学校での実践と合わせて一般家庭へも拡げていくことを検討すべきと
考えます。

地産地消については、引き続き推進してまいります。
流山産の米を市内小中学校の給食に通年使用する計画でおります。また、直売所設
置検討会を設置して、一般消費者に拡大できるよう進めていきます。

対応済
み
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